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意
あ
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保
護
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当
事
由

第
四
章

判
例
に
現
れ
た
保
護
命
令
と
そ
の
「
正
当
事
由
」

１
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
の
場
合

（
１
）
正
当
事
由
の
あ
る
保
護
命
令
に
よ
る
非
開
示
は
憲
法
第
一
修
正
に
違
反
し
な
い
と
さ
れ
た
事
例
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２
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（
１
）
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侵
害
者
の
顧
客
に
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す
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デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
「
保
護
命
令
」(
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ro

te
ctiv
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o
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e

r

）
に
よ

っ
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阻
ま
れ
た
事
例
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２
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を
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全
す
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保
護
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令
」
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場
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「
正
当
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」

に
関
す
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事
例
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（
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さ
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事
例
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は
じ
め
に

問
題
の
所
在

本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
（
証
拠
開
示
、d

isco
v
e

ry

）
手
続
に
つ
い
て
、
特
に
連
邦
民
事
訴
訟

規
則
が
定
め
る
「
保
護
命
令
」(

p
ro

te
ctiv

e
o

rd
e

r

）
と
そ
の
根
拠
と
な
る
「
正
当
事
由
」(

g
o

o
d

cau
se

）
の
意
味
と
範
囲
に
つ
い

て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
民
事
訴
訟
手
続
は
、
日
本
の
手
続
方
法
と
は
大
き
く
異
な
り
、
ま
ず
、
お
互
い
の
主
張
を
書
面
に
し
て
提
出
し
合
い
、

事
実
上
の
及
び
法
的
な
争
点
を
明
ら
か
に
す
る
プ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

(
p

le
ad

in
g
)

の
あ
と
、
当
事
者
で
一
連
の
文
書
の
交
換
を
行
な

う
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
、
正
式
事
実
審
理
前
に
、
裁
判
長
を
交
え
て
当
事
者
間
で
争
点
を
限
定
し
、
事
実
審
理
の
期
日
指
定
な
ど
を
行

う
プ
リ
ト
ラ
イ
ア
ル
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス(

p
re

trial
co

n
fe

re
n

ce)

、
正
式
事
実
審
理
以
前
に
法
的
争
点
の
有
無
の
決
定
を
求
め
る

中
間
判
決

(
su

m
m

ary
ju

d
g

m
e

n
t)

ま
で
の
正
式
事
実
審
理
前

(
p

re
trial)

の
手
続
と
正
式
事
実
審
理

(
trial)

の
段
階
に
分
か
れ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
民
事
訴
訟
で
は
、
和
解
の
可
能
性
の
可
否
の
判
断
も
含
め
、
こ
の
正
式
事
実
審
理
前
の
手
続
が
、
か
な
り
重

要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
。

本
稿
で
考
察
す
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
は
、
正
式
事
実
審
理
前
の
段
階
に
お
い
て
、
訴
訟
当
事
者
が
当
該
事
件
に
関
係
す
る
情

報
を
互
い
に
提
出
し
合
う
と
い
う
証
拠
開
示
の
制
度
で
あ
り
、
そ
の
対
象
範
囲
の
広
範
さ
が
特
徴
の
一
つ
で
あ
る

(

�)

。
訴
訟
の
一
方
当

事
者
か
ら
、
他
方
当
事
者
に
対
す
る
書
面
に
よ
る
一
連
の
質
問
で
、
訴
訟
遂
行
に
必
要
な
情
報
の
獲
得
を
目
的
と
す
る
質
問
書
（in

-

te
rro

g
ato

rie
s

）
に
よ
っ
て
必
要
な
事
実
的
情
報
を
絞
り
込
み
、
続
い
て
事
件
関
係
者
に
対
し
て
法
廷
以
外
の
場
所
、
例
え
ば
弁
護

士
事
務
所
な
ど
で
、
宣
誓
さ
せ
る
権
限
の
あ
る
者
の
前
で
直
接
質
問
を
行
い
そ
れ
を
書
面
化
し
た
供
述
、
証
言
録
取
書

(
d
e

p
o

si-
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tio
n)

を
得
る
こ
と
が
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
重
要
な
根
幹
を
な
す

(

�)

。

こ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
対
象
に
制
限
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
段
階
で
両
当
事
者
が
開
示
を
拒
否
で
き
る
部

分
に
つ
い
て
は
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
及
び
判
例
法
に
お
い
て
一
定
の
枠
が
示
さ
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
対
象
外
と
な
る
一

定
の
枠
と
は
、
弁
護
士
‐
依
頼
人
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
守
秘
義
務
に
関
す
る
も
の
、
弁
護
士
の
訴
訟
準
備
に
つ

い
て
の
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
お
よ
び
本
稿
で
取
り
上
げ
る
保
護
命
令
に
基
づ
く
場
合
で
あ
る
。

保
護
命
令
と
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
「
訴
訟
当
事
者
あ
る
い
は
他
者
を
困
惑
さ
せ
、
当
惑
さ
せ
、
圧
迫
ま
た
は
不
当
な
負
担
を

負
わ
せ
た
り
、
不
当
な
出
費
を
強
い
る
こ
と
か
ら
保
護
す
る
た
め
」(

連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六(

ｃ)

）
で
あ
れ
ば
、
裁
判
所
に
保

護
命
令
を
求
め
、
そ
の
よ
う
な
不
当
と
思
わ
れ
る
開
示
請
求
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
保
護
命
令
手
続

の
詳
細
に
つ
い
て
は
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六(

ｃ)

に
明
文
化
さ
れ
て
お
り
、
裁
判
所
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
濫
用
を
抑
制
す
る
た

め
の
広
い
裁
量
権
を
認
め
て
い
る
。
当
事
者
主
義
を
採
用
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
に
お
い
て
、
他
方
で
証
拠
開
示
に
関
し
裁

判
所
の
積
極
的
介
入
を
認
め
て
い
る
の
は
興
味
深
い
点
で
あ
る

(

�)

。

本
稿
で
は
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
る
保
護
命
令
に
焦
点
を
当
て
、
こ
の
保
護
命
令
を
根
拠
づ
け
る
正
当
事
由
と
は

何
な
の
か
、
ど
こ
ま
で
の
範
囲
が
正
当
事
由
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
を
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
判
例
を
手
が
か
り
と
し
て
、
そ
の
概

念
と
範
囲
に
つ
い
て
の
整
理
を
行
い
た
い
。
こ
の
よ
う
な
検
討
に
よ
っ
て
保
護
命
令
を
根
拠
付
け
る
正
当
事
由
の
枠
組
み
が
明
ら
か

に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
名
実
と
も
に
当
事
者
主
義
を
採
用
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
法
制
度
に
鑑
み
、
当
事
者
間
の
合
意

に
よ
っ
て
開
示
す
る
証
拠
を
制
限
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
合
意
は
ど
の
程
度
有
効
な
の
か
、
ま
た
合
意
あ
る
保
護
命
令
と
正
当
事
由

の
関
係
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。
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言
う
ま
で
も
な
く
証
拠
は
、
民
事
裁
判
に
お
い
て
も
重
要
な
判
断
要
素
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
の
証
拠
開
示
が
デ
ィ
ス
カ

バ
リ
ー
を
通
じ
て
訴
訟
当
事
者
に
任
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
証
拠
の
偏
在
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
訴
訟
当
事
者
に
訴
訟
過
程
に
お

け
る
公
正
さ

(
fairn

e
ss)

を
認
識
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
裁
判
結
果
に
対
す
る
満
足
感
を
与
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
日
本
で
は
証
拠
の
採
用
に
つ
い
て
の
権
限
は
裁
判
所
に
あ
る
た
め
、
畢
竟
、
訴
訟
当
事
者
は
、
自
己
に
有
利
な
証
拠

を
提
出
し
が
ち
に
な
り
、
他
方
で
当
該
訴
訟
に
関
わ
る
重
要
な
証
拠
を
意
図
的
に
隠
匿
し
た
り
、
提
出
し
な
い
こ
と
も
お
こ
り
う
る
。

確
か
に
民
事
訴
訟
に
お
け
る
判
断
の
た
め
に
で
き
る
だ
け
十
分
な
証
拠
を
開
示
す
る
こ
と
と
、
当
事
者
の
処
分
権
主
義
と
の
兼
ね
合

い
の
問
題
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
は
民
事
訴
訟
の
公
正
さ
を
担
保
す
る
意
味
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
前
提
と
し
て
本
稿
の
考
察
を
深
め
た
い
。

な
お
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度
に
お
け
る
保
護
命
令
及
び
そ
の
正
当
事
由
に
関
す
る
日
本
の
先
行
研
究
は
、
筆
者
の

知
見
で
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
民
事
訴
訟
に
お
け
る
証
拠
開
示
手
続
や
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
紹
介
す
る
論
考
の
中
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、
本
稿
も
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い

(

�)

。

(

�)

関
戸
麦
「
日
本
企
業
が
米
国
民
事
訴
訟
で
経
験
す
る
手
続
法
上
の
論
点P

A
R

T
5

」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
八
一
五
号
五
二
―
五
五
頁

(

二
〇
〇
五

年)

。

(

�)

ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
、
原
則
と
し
て
裁
判
所
を
通
さ
ず
当
事
者
間
で
行
わ
れ
る
の
に
対
し
、
日
本
の
文
書
提
出
義
務
は

裁
判
所
の
命
令
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
範
囲
が
証
拠
だ
け
で
な
く
、
争
点
、
事
実
、
証
拠
に
関

す
る
す
べ
て
の
情
報
を
対
象
と
す
る
の
に
対
し
、
日
本
の
文
書
提
出
義
務
は
証
拠
調
べ
に
必
要
な
文
書
に
つ
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
。
当

事
者
間
の
こ
の
全
面
的
な
情
報
開
示
は
、
情
報
収
集
に
お
け
る
当
事
者
間
の
不
公
平
を
な
く
し
、
訴
訟
の
迅
速
性
を
促
し
、
し
か
も
デ
ィ
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ス
カ
バ
リ
ー
を
通
し
て
訴
訟
上
の
争
点
の
明
確
化
が
可
能
と
な
る
た
め
、
法
廷
で
の
審
理
を
集
中
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
、

た
と
え
ば
日
本
の
民
事
訴
訟
法
第
二
二
〇
条
四
号
ニ
の
自
己
使
用
文
書
と
営
業
機
密
情
報
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
日
本

の
民
事
訴
訟
の
争
点
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
保
護
命
令
の
適
用
例
と
正
当
事
由

の
範
囲
を
検
討
す
る
こ
と
は
日
本
の
文
書
提
出
命
令
を
検
討
す
る
際
に
も
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

(

�)

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
に
つ
い
て
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
や
書
面
の
電
子
化
に
伴
い
、
ア
メ
リ
カ
で
も
様
々
な
問
題
点
が
現
れ
て

き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
当
事
者
間
で
行
わ
れ
る
手
続
で
あ
る
た
め
、
裁
判
所
は
関
与
し
な
い
も
の

と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
、
と
く
に
特
許
訴
訟
に
お
け
る
秘
匿
特
権
の
範
囲
や
営
業
機
密
に
関
し
て
複
雑
な
問
題
が
生
じ
て
い
る

た
め
、
裁
判
所
の
関
与
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
参
照
、｢

米
国
民
事
訴
訟
法

進
む
電
子
証
拠
開
示
」(

ス
イ
ッ
チ
オ
ン
・
マ
ン
デ
ー
）

日
本
経
済
新
聞
、
二
〇
〇
七
年
八
月
二
七
日
付
記
事
。

(

�)

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
、
ア
メ
リ
カ
の
民
事
裁
判
手
続
制
度
の
特
徴
と
し
て
導
入
的
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
。
具
体
的
に
は
、
デ

ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
種
類
や
方
法
に
つ
い
て
の
解
説
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
民
事
訴
訟
法
を
概
観
す
る
教
科
書
的
な
記
述
の
中
で
示
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
小
林
秀
之
「
民
事
訴
訟
の
焦
点

デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
問
題
を
中
心
に
」
法
律
時
報
五
五
巻
一
一
号
一
七
頁
（
一
九
八

三
年)

、
林
田
学
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
の
改
正
に
つ
い
て
〈
各
国
の
司
法
動
向
〉」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
四
七
号
一
一
一
頁

（
一
九
九
四
年)

。(

一
九
九
三
年
の
民
訴
法
改
正
に
つ
い
て
。)

、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
ー
カ
ス
、
三
木
浩
一
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
デ
ィ
ス

カ
ヴ
ァ
リ
の
過
去
、
現
在
、
未
来
（
上
）(

下)

〈
ア
メ
リ
カ
民
事
訴
訟
法
の
新
潮
流
〉」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
六
九
九
号
六
頁
（
二
〇
〇
〇
年)

、
同
七

〇
〇
号
二
七
頁
（
二
〇
〇
〇
年)

、
外
立
憲
治
「｢

生
き
た
民
事
裁
判
」
の
保
障

米
国
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
リ
ー
（d

isco
v

e
ry

）
導
入
へ

の
提
言
」
自
由
と
正
義
五
二
巻
六
号
四
〇
頁
（
二
〇
〇
一
年)
、
藤
田
泰
弘
「
外
国
訴
訟
当
事
者
の
申
立
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
連
邦
地
裁
の

司
法
共
助

日
本
の
裁
判
で
ア
メ
リ
カ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度
を
利
用
す
る
〈
国
際
訴
訟
法
（
日
米
関
係
）
ノ
ー
ト
５
・
完
〉」
国

際
商
事
法
務
二
六
巻
三
号
二
七
一
頁
（
一
九
九
八
年
）(

ド
イ
ツ
の
状
況
と
の
比
較
が
興
味
深
い
。)

、
同
『
日
米
国
際
訴
訟
の
実
務
と
論

点
』
二
四
七
―
四
九
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
八
年)

、
平
野
晋
「
国
際
民
事
訴
訟
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
改
訂

強
制
開
示
手
続
（
マ
ン
デ
イ
ト
リ
ー
・
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
と
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
計
画
会
議
）(

４)

」
国
際
商
事
法
務
二
二
巻
七
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号
七
四
一
頁
（
一
九
九
四
年)

、
及
び
、
関
戸
麦
「
日
本
企
業
が
米
国
民
事
訴
訟
で
経
験
す
る
手
続
法
上
の
論
点

P
A

R
T

1

�7

」
Ｎ
Ｂ
Ｌ

八
一
一
―
八
一
六
号

(

二
〇
〇
五
年)

な
ど
。
関
戸
論
文
は
、
ア
メ
リ
カ
民
訴
法
に
お
け
る
全
般
状
況
か
ら
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
現
状
を

丹
念
に
紹
介
し
て
お
り
、
本
稿
も
こ
の
論
文
に
啓
発
を
受
け
て
い
る
。

Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
吉
田
大
助
「
米
国
に
お
け
る
Ｅ
�デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
対
す
る
日
本
企
業
の
対
応
に
つ
い
て
」

L
e

x
is

企
業
法
務
七
号
一
四
一
二
頁
（
二
〇
〇
六
年)

と
、
眞
鍋
佳
奈
「
米
国
訴
訟
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
と
日
本
企
業
に
求

め
ら
れ
る
対
応

Ｅ
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
関
す
る
改
正
法
を
踏
ま
え
て
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
八
五
六
号
二
二
頁
（
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
る
問
題
提

起
と
紹
介
が
あ
る
。

教
科
書
と
し
て
は
、
浅
香
吉
幹
「
現
代
ア
メ
リ
カ
の
司
法
」(

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年)

、
浅
香
吉
幹
「
ア
メ
リ
カ
民
事
手
続

法
」(

弘
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年)
、
大
村
雅
彦
・
三
木
浩
一
「
ア
メ
リ
カ
民
事
訴
訟
の
理
論
」(

商
事
法
務
、
二
〇
〇
六
年)

、
小
林
秀
之

「
新
版
・
ア
メ
リ
カ
の
民
事
訴
訟
法
」(

弘
文
堂
、
一
九
九
七
年)

、
モ
リ
ソ
ン
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
法
律
事
務
所
「
ア
メ
リ
カ
の
民
事
訴
訟

（
第
一
版)｣

（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）
が
あ
る
。

第
一
章

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度
に
つ
い
て

１
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
目
的

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
目
的
は
、
訴
訟
の
当
事
者
が
相
手
方
や
関
係
者
か
ら
、
事
件
の
事
実
に
関
す
る
情
報
や
証
拠
を
収
集
す
る
こ

と
で
あ
る
。
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
「
開
示
及
び
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
」
の
規
定
は
、
同
規
則
の
第
五
章
（
証
言
録
取
及
び
デ
ィ
ス
カ

バ
リ
ー
）
に
あ
り
、
原
則
を
定
め
る
二
六
条
か
ら
制
裁
を
定
め
る
三
七
条
ま
で
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
二
六
条
は
、
以
下
本

稿
で
分
析
す
る
「
保
護
命
令
」
の
規
定
の
前
に
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
一
般
規
定
を
定
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
「
開
示
義
務
」(

二
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六(

ａ)(

１))

、｢

専
門
家
証
言
の
開
示
」(

二
六(

ａ)(

３))

、｢

事
実
審
理
前
開
示
」(

二
六(

ａ)(

３))

、｢

開
示
形
式
」(

二
六(

ａ)

(
４))
、｢

付
随
的
事
項
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
方
法
」(

二
六(

ａ)(

５))

、
及
び
「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
範
囲
と
制
限
」(

二
六(

ｂ)

）

で
あ
る
。「
保
護
命
令
」(

二
六(

ｃ)

）
の
規
定
に
続
い
て
、「
情
報
開
示
の
時
期
と
回
数
」(

二
六(

ｄ))

、｢

開
示
と
回
答
の
補
充
」

(

二
六(

ｅ))
、｢
当
事
者
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
つ
ま
り
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
計
画
」(

二
六(

ｆ))

、
及
び
「
開
示
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

ー
の
要
求
、
回
答
、
お
よ
び
異
議
に
つ
い
て
の
署
名
」(

二
六(

ｇ)

）
が
規
定
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
、
正
式
事
実
審
理
前
に
事
件
事
実
に
関
す
る
事
実
関
係
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
、
訴
訟
の
争
点
を
明
確
に
し
、

さ
ら
に
正
式
事
実
審
理
で
は
証
言
を
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
か
ら
の
証
言
を
保
全
し
て
お
く
こ
と
な
ど
の
目
的
を
持
つ
。
ま
た
開

示
請
求
の
範
囲
は
、
か
な
り
広
範
か
つ
自
由
で
あ
り
、
例
外
規
定
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
訴
訟
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
関
係
人
、

証
言
予
定
者
、
専
門
家
か
ら
の
直
接
の
証
言
録
取
は
も
と
よ
り
、
関
係
書
類
や
関
係
者
の
所
在
場
所
な
ど
の
有
益
な
情
報
を
発
見
す

る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
情
報
、
訴
訟
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
や
情
報
の
収
集
が
裁
判
所
の
介
入
な
く
当
事
者
間
で
行
わ

れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
点
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
関
す
る
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
と
し
て
受
け
入
れ
る
べ
き
方
法
や
範
囲
の
一

定
の
基
準
を
定
め
る
も
の
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
連
邦
裁
判
所
ご
と
に
手
続
の
詳
細
に
関
し
て
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
カ

ル
・
ル
ー
ル
（lo

cal
ru

le

）
が
存
在
し
て
い
る
し
、
ま
た
大
多
数
の
州
に
お
い
て
も
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
と
同
じ
よ
う
な
デ
ィ
ス

カ
バ
リ
ー
規
則
の
ル
ー
ル
が
州
裁
判
所
で
採
択
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
法
の
特
殊
性
を
な
す
手
続
で
あ
る
と
言
わ
れ

(

�)

、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
が
定
め
る
目
的
以
外
に
も
、

事
前
の
十
分
な
情
報
収
集
に
よ
っ
て
陪
審
裁
判
を
前
提
と
し
た
正
式
事
実
審
理
で
の
争
点
の
絞
り
込
み
と
明
確
化
を
促
す
と
い
う
こ

法と政治 59巻 4号 (2009年 1月)

論

説

1030

一
二
六



と
に
関
連
し
、
訴
訟
中
の
出
し
抜
き
行
為

(
su

rp
rise)

を
制
約
し
て
、
審
理
中
の
混
乱
を
避
け
る
と
と
も
に
、
ス
ム
ー
ズ
な
訴
訟

運
営
を
支
え
る
と
い
う
こ
と
も
そ
の
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
副
次
的
な
効
果
と
し
て
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

ー
手
続
を
通
じ
て
正
式
事
実
審
理
の
段
階
に
至
る
以
前
に
当
事
者
に
和
解
の
機
会
を
与
え
、
ま
た
そ
の
可
能
性
を
拡
充
す
る
こ
と
も

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
、
訴
訟
当
事
者
の
事
件
事
実
や
そ
の
法
的
理
論
構
成
の
た
め
の
自
主
的
な
調
査
と
証
拠
収
集

を
行
う
手
続
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
法
廷
で
の
立
証
や
反
証
を
支
え
る
実
質
的
な
意
味
を
持
つ
。
法
廷
で
の
立
証
を
よ
り
効
果
的
で

適
正
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
正
確
な
デ
ー
タ
や
情
報
に
裏
付
け
さ
れ
た
主
張
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
、
訴
訟
提
起
者
に
気
軽
に
関
係
書
類
の
提
出
を
可
能
と
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
収
集
や
分
析
に
関
し
て
訴
訟
当

事
者
に
膨
大
な
時
間
と
経
費
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
財
源
の
豊
か
で
な
い
訴
訟
当
事
者
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
へ
の
対
応
と
、

そ
れ
に
要
す
る
経
費
の
重
み
に
耐
え
か
ね
て
、
和
解
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
い

う
側
面
か
ら
も
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度
は
、
米
国
の
民
事
訴
訟
制
度
の
最
大
の
特
徴
で
も
あ
り
、
ま
た
問
題
点
と
も
な
っ
て
い
る

と
言
え
る
。

そ
こ
で
、
濫
用
さ
れ
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
規
制
す
る
た
め
に
裁
判
官
と
当
事
者
の
間
で
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

（d
isco

v
e

ry
co

n
fe

re
n

ce

）
が
か
な
り
重
要
性
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
当
事
者
の
自
主
的
交
渉
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
現
行
の
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
ー
過
程
に
、
裁
判
官
の
介
入
と
事
件
管
理
の
強
化
を
図
る
方
針
が
と
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
審
理
事
項
に
関
連
す
れ

ば
何
で
も
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
対
象
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
い
う
合
理
的
な
も
の
か
ど
う
か
と

い
う
判
断
を
裁
判
官
が
積
極
的
に
関
与
し
て
決
定
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
弁
護
士
に
よ
る
故
意
の
ま
た
は
重
過
失
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
妨
害
（
故
意
の
混
乱
や
時
間
稼
ぎ
）
に
対
し

て
は
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
上
の
制
裁
だ
け
で
な
く
、
法
廷
侮
辱
罪
（co

n
te

m
p

t
o

f
co

u
rt)

に
よ
っ
て
刑
事
罰
が
科
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六(

ｆ)

の
下
で
当
事
者
は
、
自
主
的
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
範
囲
に
つ
い
て
議
論
す
る

機
会
を
持
ち
、
こ
れ
に
よ
り
、
当
事
者
は
あ
ら
か
じ
め
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
範
囲
に
つ
い
て
広
範
に
す
る
か
、
ま
た
は
制
限
す
る
な

ど
の
調
整
を
し
、
そ
れ
に
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
訴
訟
を
早
期
段
階
で
終
了
さ
せ
る
か
、
ま
た
は
少
な
く
と

も
訴
訟
準
備
段
階
の
経
費
を
削
減
す
る
機
会
を
与
え
て
い
る
。

一
九
八
三
年
に
連
邦
規
則
が
公
布
さ
れ
る
ま
で
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
当
事
者
間
で
全
面
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
へ
の
支
持
は

高
く
、
訴
訟
準
備
は
当
事
者
間
で
証
拠
を
全
面
的
に
公
開
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
証
拠
の
開
示
を
当
事
者
間
で
実
施
さ
せ

る
こ
と
は
、
一
方
で
当
事
者
間
に
本
訴
で
の
不
利
益
や
守
秘
義
務
に
対
す
る
恐
れ
や
不
安
を
引
き
起
こ
し
た
が
、
他
方
で
広
範
囲
に

わ
た
る
相
互
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
、
最
終
的
に
利
用
可
能
な
証
拠
に
つ
い
て
の
整
理
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
支
持
さ
れ
て
い
た

(

�)

。

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
目
的
を
要
約
す
る
と
、
つ
ぎ
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
広
義
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の

効
果
と
し
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
っ
て
法
的
問
題
に
関
す
る
証
拠
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
を
事
前
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
二

に
、
当
事
者
は
、
証
人
に
対
し
ど
の
よ
う
な
質
問
を
す
べ
き
か
が
明
確
に
な
る
た
め
、
証
拠
の
提
出
を
単
純
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
さ
ら
に
第
三
に
、
正
式
事
実
審
理
前
に
証
人
の
証
言
録
取
書
（d

e
p

o
sitio

n

）
を
得
て
お
く
こ
と
は
、
正
式
事
実
審
理
に
お
け

る
証
人
の
証
言
内
容
に
つ
い
て
予
測
が
可
能
と
な
る
。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
こ
の
よ
う
な
目
的
と
効
果
は
、
時
間
と
費
用
の
浪
費
と

い
う
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す
る
視
点
か
ら
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
る

(

�)

。

反
対
に
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
な
い
訴
訟
で
は
、
い
わ
ゆ
る
証
拠
の
偏
在
の
問
題
が
お
こ
り
、
憲
法
第
五
お
よ
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び
第
十
四
修
正
に
規
定
さ
れ
る
「
法
の
適
正
手
続
」
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
関
し
て
裁
判
所

が
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
方
法
と
し
て
、「
十
分
で
、
広
め
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
相
手
方
が
制

限
な
く
用
い
る
こ
と
」
と
「
相
手
方
に
相
当
な
経
済
的
負
担
を
負
わ
せ
る
こ
と
と
、
相
手
方
の
訴
訟
準
備
へ
の
不
当
な
し
わ
寄
せ
を

避
け
る
こ
と
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
必
要
性
が
あ
る
と
さ
れ
る

(

�)

。

多
く
の
場
合
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
は
十
分
に
と
ら
れ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
二
つ
の
タ
イ
プ
の
訴
訟
に
お
い
て
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

ー
の
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
ジ
レ
ン
マ
（d

ile
m

m
a

）
が
残
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る

(

�)

。
そ
れ
は
、
訴
訟
が
巨
大
に
な
る
と
、
つ
ま

り
何
百
万
ド
ル
も
の
損
害
賠
償
を
含
む
訴
訟
の
よ
う
な
場
合
、
原
告
が
被
告
に
対
し
て
対
等
に
訴
訟
に
備
え
る
た
め
に
は
、
夥
し
い

量
の
情
報
を
入
手
し
、
分
析
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
に
時
間
や
経
費
を
費
や
し
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
原
告
の
労
力
を

消
耗
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
他
方
、
例
え
ば
数
万
ド
ル
規
模
の
訴
訟
に
お
い
て
、
一
方
当
事
者
が
大
量
の
デ

ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
方
当
事
者
を
圧
倒
し
、
こ
れ
へ
の
対
処
で
相
手
を
消
耗
さ
せ
て
し
ま
い
、
最
終
的
に

こ
の
よ
う
な
規
模
の
訴
訟
提
起
を
抑
制
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
問
題
が
あ
る

(

�)

。

２
、
非
開
示
特
権
（n

o
n
-d

isclo
su

re
p

riv
ile

g
e

）
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
に
対
し
て
は
、
法
的
に
非
開
示
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
本
来
開
示
請
求
そ
の
も
の
が
で
き
な
い
か
、
あ
る

い
は
開
示
を
拒
否
で
き
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
、「
非
開
示
特
権
」(

n
o

n
-d

isclo
su

re
p

riv
ile

g
e

）
と
さ
れ
る
も
の
で
、「
弁
護

士
‐
依
頼
人
特
権
」(

atto
rn

e
y
-clie

n
t

p
riv

ile
g
e)

、
及
び
「
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
」(

w
o

rk
p

ro
d

u
ct)

の
二
種
類
に
大
別
で
き

る
。
弁
護
士
‐
依
頼
人
特
権
を
含
む
秘
匿
特
権
は
、「
ロ
ー
マ
法
や
教
会
法
に
起
源
を
持
ち
、
コ
モ
ン
ロ
ー
で
知
ら
れ
る
秘
密
の
交
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信
に
対
す
る
特
権
の
中
で
最
も
古
い
も
の
で
あ
る

(

�)

」
と
さ
れ
、
弁
護
士
と
依
頼
者
間
の
ほ
か
に
も
医
師
と
患
者
間
、
宗
教
家
と
信
者

間
な
ど
の
信
頼
関
係
か
ら
生
ず
る
伝
統
的
な
秘
匿
特
権
を
意
味
す
る
。
こ
の
秘
匿
特
権
の
一
般
原
則
は
一
六
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

(

�)

。
歴
史
的
に
、
こ
の
特
権
は
、「
弁
護
人
の
依
頼
者
の
心
配
の
た
め
に
講
ず
る
策
と
い
う
よ
り
も
、
弁
護

士
の
宣
誓
と
名
誉
の
た
め
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

(

�)｣

。
こ
の
特
権
に
関
す
る
法
的
根
拠
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
と
、
こ
の

原
則
は
、
弁
護
士
と
依
頼
人
と
の
間
の
正
直
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
容
易
に
す
る
方
法
と
み
な
さ
れ
始
め
た
。
つ
ま
り
一
七
〇

〇
年
代
の
終
わ
り
ま
で
に
、
裁
判
所
は
こ
の
特
権
が
弁
護
士
に
対
し
て
で
は
な
く
、
依
頼
人
の
利
益
の
た
め
に
存
在
す
る
と
認
識
し

始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
ジ
ョ
ン
・
ウ
イ
グ
モ
ア

(
Jo

h
n

W
ig

m
o

re)
(

�)

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
示
に
対
す
る
特
権
の
四
つ
の

根
本
的
な
条
件
を
示
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
�
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
信
用
と
と
も
に
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
�
そ
の

よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
う
機
密
の
要
素
は
、「
当
事
者
間
の
関
係
」
に
「
必
須
で
あ
る
」
必
要
が
あ
る
こ
と
、
�
そ
の

よ
う
な
関
係
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
「
促
進
さ
れ
る
」
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
�
開
示
さ
れ
る
こ
と

で
生
じ
る
で
あ
ろ
う
損
害
が
、
訴
訟
の
処
分
の
た
め
に
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
利
益
よ
り
も
大
き
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ

た

(

	)

。（
１
）｢

弁
護
士
‐
依
頼
人
特
権
」(

atto
rn

e
y
-clie

n
t

p
riv

ile
g

e)

弁
護
士
‐
依
頼
人
特
権
と
は
、
依
頼
者
が
法
律
専
門
家
か
ら
法
的
助
言
を
求
め
る
場
合
に
、
い
か
な
る
種
類
の
も
の
で
あ
れ
そ
の

法
的
助
言
に
関
連
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
文
書
は
、
当
該
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
が
依
頼
者
に
よ
っ
て
秘
密
と
さ
れ
た
と
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き
に
は
、
秘
匿
特
権
が
放
棄
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、
依
頼
者
ま
た
は
そ
の
法
的
助
言
者
に
よ
る
開
示
か
ら
保
護
さ
れ
る
、
と
い
う
も

の
で
あ
る

(

�)

。
こ
の
特
権
を
認
め
る
目
的
は
、「
弁
護
士
と
彼
ら
の
依
頼
者
間
の
完
全
で
率
直
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、

法
律
の
遵
守
と
法
の
執
行
に
お
い
て
よ
り
広
い
公
共
の
利
益
を
促
す
こ
と

(

�)

」
に
あ
り
、
そ
の
う
え
で
「
弁
護
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
基

づ
い
て
行
動
す
る
者
に
十
分
か
つ
適
切
な
専
門
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
る
こ
と
を
保
護
し
、
依
頼
者
か
ら
弁
護
士
に
対
し
て
情
報
を

与
え
る
こ
と
を
保
護
す
る
た
め
に
存
在
す
る

(

�)

」
と
さ
れ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
秘
密
に
す
る
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
弁
護
士
‐
依
頼
人
特
権
は
最
も
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
特
権

の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り

(

�)

、
ま
た
こ
の
「
特
権
の
実
務
的
帰
結
は
、
法
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
た
め
に
依
頼
者
に

よ
っ
て
内
密
で
弁
護
士
に
伝
え
ら
れ
た
事
柄
に
関
し
て
開
示
が
強
要
さ
れ
ず
、
ま
た
任
意
に
応
じ
る
必
要
性
が
な
い

(

�)

」
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
弁
護
士
‐
依
頼
人
特
権
は
、
以
下
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。
ま
ず
、
①
依
頼
者
で
あ
る
か
、
ま
た
は
依
頼
者
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
者
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
場
合
、
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
た
者
が
、
�
弁
護
士
あ
る
い
は
そ
の
部

下
で
あ
る
か
、
�
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
弁
護
士
と
し
て
活
動
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
③
弁
護
士
が
知
り
え
た
事

実
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
�
そ
の
弁
護
士
の
依
頼
者
が
、
�
部
外
者
の
介
在
な
し
で
、
�
	

法
に
つ
い
て
の
意
見
、

あ
る
い
は
�

法
的
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
、
�

訴
訟
手
続
の
補
助
、
の
い
ず
れ
か
を
第
一
義
的
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

犯
罪
ま

た
は
不
法
行
為
の
た
め
で
な
い
と
い
う
目
的
で
、
し
か
も
、
④
特
権
が
�
主
張
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
�
依
頼
人
に
よ
っ
て
放
棄
さ

れ
な
い
場
合
で
あ
る

(

�)

。

弁
護
士
‐
依
頼
人
特
権
は
、
依
頼
者
か
ら
弁
護
士
へ
の
ア
ク
セ
ス
だ
け
で
な
く
、
弁
護
士
か
ら
依
頼
者
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
も
含
み
、

双
方
向
に
あ
て
は
ま
る
。
依
頼
者
が
弁
護
士
と
打
合
せ
に
同
席
す
る
か
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
内
容
に
関
す
る
コ
ピ
ー
を
受
け
取
る
こ
と
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な
ど
も
そ
の
対
象
と
な
る
。
同
特
権
の
内
容
や
手
段
は
そ
れ
が
口
頭
で
あ
れ
、
ま
た
は
書
か
れ
た
も
の
で
あ
れ
、
様
々
で
あ
り
、
こ

れ
ら
は
依
頼
者
と
弁
護
士
間
の
会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
全
般
に
適
用
さ
れ
る

(

�)

。
弁
護
士
‐
依
頼
人
特
権
は
、
依
頼
者
が
個
人

の
場
合
よ
り
も
企
業
な
ど
法
人
の
場
合
に
は
そ
の
適
用
が
容
易
で
は
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
特
権
者
で
あ
る
依
頼
人
が
一

人
で
は
な
く
複
数
に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
人
な
ど
の
組
織
の
と
き
は
、「
弁
護
士
‐
依
頼
人
特
権
は
、

法
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
企
業
の
上
役
の
指
示
で
さ
れ
た
企
業
の
従
業
員
と
弁
護
士
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
適

用
さ
れ
る

(

�)｣

。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
連
邦
最
高
裁
は
、
こ
の
特
権
は
、
企
業
の
上
部
及
び
中
間
レ
ベ
ル
の
経
営
上
の
従
業
員
に
制
限

さ
れ
る
訳
で
は
な
い
と
し
て
お
り

(

�)

、
む
し
ろ
こ
の
特
権
は
、
弁
護
士
が
、
企
業
の
た
め
に
適
切
な
法
的
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
と
い

う
目
的
で
、
弁
護
士
に
情
報
を
提
供
す
る
ど
の
よ
う
な
従
業
員
に
も
拡
張
さ
れ
る

(

�)

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）｢

ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
」(

w
o

rk
p

ro
d

u
ct)

他
方
、
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
、
一
九
四
七
年
の
ヒ
ッ
ク
マ
ン
事
件

(

�)

に
お
け
る
連
邦
最
高
裁
判
決
で
確
立
し
た
。
弁
護
士
の
全

て
の
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
民
事
上
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
か
ら
少
な
く
と
も
合
法
的
免
除
を
享
受
し
、
訴
訟
を
前
提
と
し
て
集
め

た
弁
護
士
の
所
有
す
る
情
報
の
開
示
を
相
手
方
弁
護
士
が
求
め
る
こ
と
は
、
そ
の
必
要
性
と
正
当
性
を
示
す
立
証
が
な
さ
れ
な
い
限

り
で
き
な
い
、
と
の
法
的
保
護
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ヒ
ッ
ク
マ
ン
判
決
に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
は
、
弁
護
士
の
受
任

し
た
、
ま
た
は
受
任
予
定
の
事
件
に
つ
い
て
の
印
象
、
意
見
ま
た
は
戦
略
を
反
映
し
て
い
る
情
報
の
ど
の
よ
う
な
部
分
に
つ
い
て
も

ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
と
し
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
か
ら
完
全
に
免
れ
る
権
利
が
あ
る
と
し
た

(

�)

。
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
、
ワ
ー
ク
・
プ

ロ
ダ
ク
ト
は
、「
訴
訟
に
備
え
て
行
わ
れ
る
弁
護
士
の
仕
事
を
保
護
す
る

(

�)

」
も
の
と
な
っ
た
。
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今
日
も
な
お
、
ヒ
ッ
ク
マ
ン
判
決
で
明
確
化
さ
れ
た
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
原
理
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ヒ
ッ
ク
マ

ン
判
決
に
よ
っ
て
枠
付
け
ら
れ
た
以
下
の
三
点
は
、
現
代
の
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
論
争
を
解
決
す
る
の
に
重
要
な
指
針
だ
と
さ
れ

て
い
る

(
�)
。
そ
れ
は
、
�
予
期
さ
れ
る
訴
訟
へ
の
準
備
過
程
で
弁
護
士
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
資
料
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
け
る
開

示
か
ら
保
護
さ
れ
る
。
�
相
手
当
事
者
が
、
資
料
開
示
に
つ
い
て
十
分
な
必
要
性
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を

得
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
で
、
保
護
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
�
弁
護
士
の
思
考
、
す
な
わ
ち
、
理
論
、
分
析
、
印
象
、
信

念
な
ど
は
、
弁
護
士
の
法
的
戦
略
思
考
に
不
可
欠
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
は
、
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
構
成
す
る
と
考
え
る
情

報
の
保
護
に
と
っ
て
は
、
絶
対
的
で
な
い
に
し
て
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
要
件
で
あ
る
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
理
論
は
、
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
弁
護
士
以
外
の
人
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
資
料
を
も
含
む
こ

と
か
ら
、
弁
護
士
‐
依
頼
人
特
権
に
比
べ
て
よ
り
包
括
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

(

�)

。
例
え
ば
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
地
方
裁

判
所
は
、「
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
、
弁
護
士
‐
依
頼
人
特
権
よ
り
広
範
囲
で
、
依
頼
者
へ
の
開
示
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
弁
護

士
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
情
報
を
守
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
弁
護
士
の
代
理
人
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
る
情
報
を
も
保
護
す
る
」
と
し
、

そ
の
た
め
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
「
弁
護
士
に
よ
る
慎
重
で
、
完
全
な
準
備
」
を
奨
励
す
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る

(

�)

。

他
方
、
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
求
め
て
い
る
当
事
者
が
資
料
を
必
要
と
し
、
他
の
方
法
で
は
実
質
的
に

そ
の
資
料
と
同
等
な
も
の
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
と
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
対
象
と
な
る
可
能
性
も
あ

る

(

�)

。
し
か
し
、
こ
の
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
原
理
を
超
え
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
主
張
す
る
者
は
、
相
当
高
い
程
度
の
立
証
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
も
こ
の
立
証
責
任
が
果
た
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
監
督
す
る
裁
判

所
は
、「
訴
訟
に
関
す
る
弁
護
士
ま
た
は
当
事
者
の
他
の
代
理
人
の
印
象
、
結
論
、
意
見
、
ま
た
は
法
律
理
論
の
開
示
に
関
し
て
は
、
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ま
ず
も
っ
て
こ
れ
を
保
護
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る

(

�)

。

訴
訟
準
備
段
階
で
は
依
頼
者
の
利
益
の
た
め
に
訴
外
の
第
三
者
に
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
参
照
さ
せ
、
よ
り
有
利
な
情
報
を
得

よ
う
と
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
第
三
者
へ
の
開
示
は
必
ず
し
も
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
保
護
の
放

棄
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
、「
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
訴
訟
の
相
手
方
の
手
の
中
に
落
ち
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

可
能
性
を
実
質
的
に
増
大
さ
せ
る
」
時
の
み
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
保
護
が
放
棄
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

(

�)

。
そ
の
た
め
第
三
者
へ
の

弁
護
士
‐
依
頼
人
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
示
は
、
そ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
弁
護
士
‐
依
頼
人
特
権
を

主
張
で
き
な
く
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
特
権
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
守
秘
性
の
原
理
は
、
そ
の
開
示
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ

な
い
に
し
て
も
汚
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

(

�)

。
し
か
し
、
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
保
護
の
放
棄
の
範
囲
は
、
必
ず
し
も
弁

護
士
‐
依
頼
人
特
権
の
放
棄
と
同
じ
状
況
に
あ
る
と
は
い
え
な
い

(

�)

。
ま
た
、
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
基
づ
く
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
へ

の
異
議
申
立
て
は
別
に
主
張
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
よ
る
異
議
は
、
弁
護
士
‐
依
頼
人

特
権
に
は
自
動
的
に
包
含
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る

(

�)

。
(

�)
F
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R
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C
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P
.
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.

(

�)

世
界
的
に
も
歴
史
的
規
模
に
お
い
て
も
、
現
代
の
合
衆
国
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度
は
、
他
の
国
や
時
代
の
ど
れ
よ
り
も
、
証
拠
の

収
集
力
と
し
て
は
は
る
か
に
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
訴
訟
の
た
め
の
情
報
を
引
き
出
す
そ
の
よ
う
な
広
い
権
限
は
、
判
決
の
た
め
に
必

要
と
さ
れ
る
情
報
の
収
集
手
段
と
し
て
も
正
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。H
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w
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e
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民
事

訴
訟
で
当
事
者
に
よ
っ
て
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
手
段
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
代
替
で
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き
る
重
要
な
手
段
は
他
に
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
情
報
公
開
法
」(

F
re

e
d

o
m

o
f

In
fo

rm
atio

n
A

ct)

が
あ
る
。
こ
れ
を
用
い
れ
ば
、

獲
得
が
困
難
な
政
府
機
関
の
所
持
す
る
記
録
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
許
さ
れ
る
。
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さ
れ
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4
4

9
U
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at
3

8
9
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本
訴
訟
で
は
、
上
告
人U

p
jo

h
n

社
は
、
米
国
と
外
国
と
に
お
い
て
薬
剤
を
製
造
し
販
売
し
て

い
る
。
一
九
七
六
年
一
月
に
、U

p
jo

h
n

の
外
国
子
会
社
の
会
計
監
査
を
実
施
し
て
い
る
独
立
会
計
士
は
、
当
該
子
会
社
が
ビ
ジ
ネ
ス
上

の
理
由
か
ら
外
国
政
府
高
官
の
た
め
の
支
払
い
を
し
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
の
会
計
士
は
上
告
人U

p
jo

h
n

の
副
社
長
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・

ト
ー
マ
ス
、
秘
書
、
及
び
法
律
顧
問
に
そ
れ
を
知
ら
せ
た
。
ト
ー
マ
ス
は
ミ
シ
ガ
ン
州
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
弁
護
士
資
格
を
有
し
て
お

り
、
二
〇
年
間
、U

p
jo

h
n

の
法
律
顧
問
を
し
て
い
る
。
彼
は
こ
の
点
に
つ
きU

p
jo

h
n

の
取
締
役
会
長
に
相
談
し
た
。
会
社
で
は
「
不
正
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支
払
い
」
と
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
の
内
部
調
査
の
実
施
が
決
め
ら
れ
た
。
こ
の
調
査
の
一
環
と
し
て
、
弁
護
士
は
、
会
長
の
署
名
入
り

で
、「
す
べ
て
の
外
国
の
総
務
及
び
地
域
支
配
人
」
に
宛
て
た
質
問
表
を
含
む
手
紙
を
準
備
し
た
。
手
紙
で
は
、
最
近
の
開
示
に
よ
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
の
い
く
つ
か
の
会
社
が
外
国
の
政
府
高
官
へ
の
「
こ
と
に
よ
る
と
不
法
」
な
支
払
い
を
し
た
こ
と
に
注
目
す
る
と
い
う
こ
と
か

ら
始
め
て
、U

p
jo

h
n

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
そ
の
よ
う
な
支
払
い
に
つ
い
て
経
営
陣
に
詳
し
い
情
報
の
報
告
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
て
い
た
。
本
件
で
は
こ
の
弁
護
士
の
起
案
し
た
手
紙
の
開
示
が
問
題
と
な
っ
た
。S

ee
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jo
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n
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こ
の
特
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わ
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第
二
章

保
護
命
令
の
意
義
と
機
能

１
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
に
お
け
る
保
護
命
令

ど
の
よ
う
な
制
度
で
あ
れ
、
そ
の
運
用
の
柔
軟
性
が
高
く
、
自
由
の
幅
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
そ
の
制
度
の
濫
用
や
誤
用
が
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生
じ
や
す
く
な
る
。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度
に
関
し
て
言
え
ば
、
広
範
な
ま
た
は
膨
大
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
に
よ
っ
て
訴
訟
の

相
手
方
に
過
度
の
負
担
を
か
け
た
り
、
あ
る
い
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
通
じ
て
訴
訟
に
は
直
接
関
係
し
な
い
相
手
方
の
営
業
内
容
や

顧
客
情
報
な
ど
の
営
業
機
密
を
入
手
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
お
こ
る
。

そ
の
た
め
例
え
ば
営
業
機
密
ま
た
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
個
人
的
情
報
で
あ
っ
て
訴
訟
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
情
報
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
何
ら
か
の
形
で
制
限
す
る
必
要
性
も
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
当
事
者
は
、
そ
の
よ
う
な
情
報
を
守
秘
性
あ
る
も
の

（co
n

fid
e

n
tial

）
に
し
て
お
く
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
そ
の
保
護
を
裁
判
所
に
求
め
る
必
要
性
が
生
じ
る
。
こ
の
保
護
が
認
め
ら
れ
る

と
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
方
法
と
範
囲
は
、
事
件
の
性
質
に
応
じ
て
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
相
手
方

当
事
者
を
困
惑
さ
せ
た
り
、
心
理
的
に
、
ま
た
経
済
的
に
圧
迫
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
を
除
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
要
求
に
対
応
す
る
た
め
に
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
（
以
下
、
規
則
と
す
る
。）
二
六(

ｃ)

は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が

「
訴
訟
当
事
者
あ
る
い
は
人
物
を
困
惑
さ
せ
、
当
惑
さ
せ
、
圧
迫
ま
た
は
不
当
な
負
担
を
負
わ
せ
た
り
、
不
当
な
出
費
か
ら
保
護
す

る
た
め
」
で
あ
れ
ば
、
裁
判
所
に
「
保
護
命
令
」(

p
ro

te
ctiv

e
o

rd
e

r

）
を
求
め
、
そ
の
よ
う
な
不
当
と
思
わ
れ
る
開
示
請
求
か
ら

訴
訟
当
事
者
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
保
護
命
令
を
通
し
て
裁
判
所
に
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
内
容
や
方
法
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
裁
量
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
裁
判
所
の
決
定
は
、「
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
ー
で
求
め
ら
れ
た
情
報
の
価
値
」
に
対
し
て
「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
制
限
す
る
理
由
付
け
」
と
の
比
較
衡
量
の
バ
ラ
ン
ス

の
上
で
生
ま
れ
る
。

し
か
し
、
裁
判
所
が
こ
の
よ
う
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
一
定
の
制
限
を
行
う
の
は
、
明
白
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
目
的
が
相
手
方

や
訴
訟
を
混
乱
さ
せ
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
と
か
、
当
事
者
が
競
合
企
業
間
の
情
報
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
競
争
的
な
優
位
性
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を
得
よ
う
と
す
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
一
方
当
事
者
が
競
争
相
手
の
営
業
機
密
を
求
め
て
い
る
と
の
主
張
に
確
信
が
な
い
場
合
に

は
、
裁
判
所
は
、
そ
の
情
報
が
開
示
を
正
当
化
す
る
の
に
十
分
に
関
連
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め
に
イ
ン
・
カ
メ
ラ

(
in

cam
e

ra)

手
続
を
行
い
、
当
該
情
報
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
訴
訟
当
事
者
は
、
相
手
方
か
ら
の
保
護
命
令
が
出
さ
れ
な
い
よ
う
に
考
え
て
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
で
入
手
す
べ
き
か
を
決
め
る
。
こ
う
し
て
手
続
上
不
公
正
に
な
ら
な
い
よ
う
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
進
め
る
こ
と
を
訴
訟
当
事

者
に
推
奨
す
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
制
限
す
る
保
護
命
令
と
そ
れ
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
当
事
者
の
努
力
は
、

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
し
、
ま
た
本
案
審
理
の
前
に
長
期
間
に
わ
た
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

ー
上
の
紛
争
に
陥
る
こ
と
を
回
避
で
き
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
保
護
命
令
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
に
お
い
て
能
率
性
と
公

正
さ
を
保
障
す
る
た
め
の
効
果
的
な
手
段
で
あ
り
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
間
に
も
保
護
命
令
を
裁
判
所
に
求
め
る
こ

と
は
、
当
事
者
が
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
に
規
律
正
し
く
従
う
こ
と
を
促
進
し
、
手
続
上
の
策
略
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
保
護
命
令
に
つ
い
て
は
、
規
則
二
六(
ｃ)
の
規
定
そ
れ
自
体
が
「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
支
配
し
て
い
る
一
般
的
規
定
す
な
わ

ち
開
示
義
務
」
と
し
て
そ
の
内
容
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
規
則
二
六(

ｃ)

で
は
以
下
の
特
別
な
八
つ
の
適
用
可
能
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

ー
の
あ
り
方
と
そ
の
類
型
を
特
定
し
て
い
る
。
そ
の
条
文
の
翻
訳
を
以
下
に
示
す
。

「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
求
め
て
い
る
一
方
当
事
者
の
申
立
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
求
め
て
い
る
者
の
申
立
て
に
よ
っ
て
、
裁

判
所
の
介
入
な
し
に
紛
争
を
解
決
す
る
努
力
を
行
う
こ
と
に
お
い
て
他
方
の
関
係
当
事
者
と
そ
の
点
に
つ
い
て
協
議
し
た
か
、

あ
る
い
は
協
議
を
行
な
う
こ
と
に
つ
い
て
申
立
人
が
誠
実
で
あ
る
こ
と
の
立
証
が
あ
り
、
か
つ
そ
の
よ
う
な
申
立
て
に
正
当
事
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由
が
あ
る
場
合
に
は
、
訴
訟
が
係
属
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
証
言
録
取
に
関
与
す
る
事
柄
に
つ
い
て
関
係
し
て
い
る
裁
判
所
、

及
び
証
言
録
取
が
実
施
さ
れ
て
い
る
地
方
の
裁
判
所
は
、
訴
訟
当
事
者
あ
る
い
は
人
物
を
困
惑
、
当
惑
、
圧
迫
ま
た
は
不
当
な

負
担
ま
た
は
出
費
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
、
以
下
の
一
つ
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
正
義
（ju

stice

）
の
命
ず
る
命
令
を
な
す

こ
と
が
で
き
る
。

�
自
主
的
開
示
又
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
さ
せ
な
い
。

�
自
主
的
開
示
又
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
期
日
又
は
場
所
の
指
定
を
含
む
特
定
の
条
件
の
下
で
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

�
裁
判
所
は
当
事
者
が
決
め
て
い
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
方
法
と
は
異
な
る
別
の
方
法
で
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
命
ず
る
。

�
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
を
さ
せ
な
い
か
、
も
し
く
は
自
主
的
開
示
又
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
あ
る
特
定
の

範
囲
に
制
限
さ
せ
る
。

�
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
裁
判
所
が
任
命
し
た
人
物
の
立
会
い
だ
け
で
行
わ
せ
る
。

�
証
言
録
取
書
を
機
密
扱
い
と
し
、
そ
の
後
は
裁
判
所
の
命
令
に
よ
っ
て
の
み
開
示
さ
せ
る
。

�
営
業
機
密
又
は
そ
の
他
の
機
密
性
の
あ
る
研
究
、
開
発
も
し
く
は
商
事
情
報
は
開
示
さ
れ
な
い
か
、
指
定
さ
れ
た
方
法
に

よ
っ
て
の
み
開
示
さ
れ
る
。

�
両
当
事
者
は
同
時
に
特
定
の
文
書
又
は
情
報
を
封
印
し
た
封
筒
に
入
れ
て
裁
判
所
に
提
出
し
、
そ
れ
は
裁
判
所
の
指
示
に

よ
っ
て
の
み
開
封
さ
れ
る
。

保
護
命
令
の
申
立
て
全
て
も
し
く
は
一
部
分
を
却
下
す
る
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
、
正
当
と
さ
れ
る
諸
条
件
に
基
づ
い
て
、
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当
事
者
ま
た
は
そ
の
他
の
者
に
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
準
備
し
、
も
し
く
は
許
可
す
る
よ
う
に
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

規
則
三
七(

ａ)(

４)

の
規
定
は
申
立
て
に
関
し
て
生
じ
た
費
用
の
裁
定
に
つ
い
て
適
用
が
あ
る｣

。（
訳
は
筆
者)

こ
の
規
則
二
六(

ｃ)

の
規
定
に
従
い
、
裁
判
所
は
、
訴
訟
に
関
連
し
た
事
実
と
法
律
理
論
の
た
め
の
事
実
的
根
拠
を
捜
し
出
す
訴

訟
当
事
者
の
権
利
と
、
当
該
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
認
め
ら
れ
た
と
き
に
当
該
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
現
実
的
な
ま

た
は
潜
在
的
な
弊
害
と
の
均
衡
を
図
っ
た
上
で
保
護
命
令
を
裁
可
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
裁
判
所
の
取
り
得
る
選
択
肢
は
、

ま
ず
全
部
あ
る
い
は
そ
の
う
ち
の
一
部
し
か
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
認
め
な
い
こ
と
、
つ
ぎ
に
特
定
の
条
件
下
で
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
、

あ
る
い
は
当
事
者
が
求
め
る
方
法
と
は
別
な
方
法
、
例
え
ば
イ
ン
・
カ
メ
ラ
手
続
に
よ
っ
て
企
業
内
弁
護
士
な
ど
の
特
定
の
者
に
は

開
示
し
な
い
こ
と
を
認
め
る
こ
と
、
営
業
機
密
及
び
そ
の
他
の
機
密
情
報
を
含
む
一
定
の
情
報
に
関
し
て
は
そ
れ
を
認
め
な
い
こ
と
、

さ
ら
に
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
実
施
さ
れ
る
時
に
は
一
定
の
者
だ
け
が
そ
れ
を
検
討
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
な
ど
の
方
法
が

選
択
さ
れ
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
な
保
護
命
令
は
、
実
際
に
は
当
事
者
ま
た
は
第
三
者
に
よ
っ
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
自
体
の
制
限
、
ま
た
は
そ
の
範
囲
や

方
法
の
制
限
と
い
う
形
で
裁
判
所
に
申
立
て
が
な
さ
れ
る
。
規
則
二
六(

ｃ)

は
、
裁
判
所
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
全
般
に
つ
い
て
監
督

す
る
広
範
な
裁
量
権
を
認
め
て
い
る
が

(

�)

、
理
論
的
に
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
そ
の
も
の
の
禁
止
を
裁
判
所
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ

り
、
ま
た
非
開
示
を
一
方
に
だ
け
認
め
る
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
自
体
は
、
当
事
者
間
で
で
き
う
る
だ
け
十
分
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
利
用
を
可
能
と
し
、
そ
の
制

限
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
同
規
則
は
、
裁
判
所
に
中
立
的
な
あ
り
方
を
求
め
る
と
同
時
に
裁
量
的
ま
た
は
一
方
的
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な
規
制
権
を
行
使
す
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
方
針
に
裁
判
所
の
裁
量
が
大
き
く
反
映
す
る
こ
と

が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
理
論
上
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
、
そ
の
よ
う
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

裁
判
所
の
行
き
過
ぎ
と
も
思
え
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
抑
制
の
方
向
は
、
む
し
ろ
多
く
の
支
持
を
受
け
、
一
九
七
〇
年
代
の
規
則
に
つ

い
て
の
法
改
正
に
も
反
映
す
る
こ
と
と
な
っ
た

(

�)

。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
濫
用
を
防
ぐ
更
な
る
手
段
と
し
て
、
規
則
は
一
九
八
三
年
と

一
九
九
三
年
に
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
請
求
の
書
面
に
弁
護
士
の
署
名
を
義
務
付
け
る
と
い
う
要
件
を
付
け
加
え
て
修
正
さ
れ
た
。
当

事
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
、
回
答
お
よ
び
異
議
申
立
て
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
弁
護
士
、
ま
た
は
代
理
人
の
い
な

い
当
事
者
の
場
合
、
そ
の
者
自
身
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
署
名
は
、
十
分
な
調
査
の
あ
と
、
そ
の
要
求
が

「
規
則
に
一
致
し｣

、｢

不
適
正
な
目
的
を
課
さ
ず｣

、
そ
し
て
「
非
合
理
な
ま
た
は
過
度
な
負
担
も
し
く
は
費
用
負
担
を
か
け
な
い
」

こ
と
を
思
慮
し
た
証
明
と
な
る

(

�)

。
こ
の
署
名
義
務
の
規
定
は
、
正
式
事
実
審
理
前
段
階
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

の
目
的
に
合
致
す
る
よ
う
な
責
任
あ
る
方
法
に
お
い
て
積
極
的
な
義
務
が
あ
る
と
、
弁
護
士
に
気
付
か
せ
る
た
め
に
計
画
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
規
則
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
要
求
と
回
答
の
正
当
性
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
弁
護
士
に
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
こ

と
を
義
務
付
け
て
い
る
。

し
か
し
他
方
で
、
裁
判
所
は
、
特
に
重
要
な
情
報
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
全
体
と
し
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
排
除
す

る
よ
う
な
極
端
な
手
段
を
と
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
場
合
は
、
裁
判
所
が
指
揮
権
を
持
っ
て
、
そ
の
他
の
方
法
を
用
い
る
べ
き
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る

(

�)

。
た
と
え
ば
、
当
事
者
の
動
機
が
、
相
手
方
当
事
者
の
営
業
機
密
を
求
め
て
い
る
と
疑
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
、

裁
判
所
は
、
そ
の
情
報
が
開
示
を
正
当
化
す
る
の
に
十
分
な
関
連
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
そ
の
裁
判
所
ま
た
は

中
立
な
第
三
者
に
対
し
て
の
み
そ
れ
ら
を
検
討
で
き
る
よ
う
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
統
制
す
る
方
法
を
と
る
こ
と
が
あ
る
。
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裁
判
所
は
、
規
則
上
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
状
況
に
つ
い
て
、
時
間
、
場
所
そ
し
て
そ
の
環
境
を
統
制
す
る
権
限
を
も
っ
て
い
る
。

裁
判
所
は
、
ま
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
実
施
に
つ
い
て
の
記
録
方
法
に
関
し
て
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
、
そ

の
与
え
ら
れ
た
状
況
に
お
い
て
適
切
な
範
囲
と
な
る
よ
う
な
統
制
を
図
る
。
こ
の
よ
う
な
統
制
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
裁
判
所
は
デ

ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
が
適
正
さ
と
公
正
さ
を
保
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
す
る

(

�)

。

２
、
合
意
あ
る
保
護
命
令
（stip

u
late

d
p

ro
te

ctiv
e

o
rd

e
r

）

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
関
し
て
保
護
命
令
を
得
る
た
め
の
典
型
的
な
方
法
は
、
訴
訟
当
事
者
が
最
初
に
相
互
に
提
案
し
た
保
護
命
令

の
条
項
に
合
意
し
、
そ
れ
を
裁
判
所
に
裁
可
し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
連
邦
裁
判
所
だ
け
で
な
く
い
く
つ

か
の
州
裁
判
所
に
お
い
て
も
、
訴
訟
提
起
が
な
さ
れ
る
と
、
早
い
段
階
で
訴
訟
当
事
者
の
弁
護
士
に
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
範
囲
、

時
期
、
及
び
そ
の
制
限
な
ど
に
つ
い
て
面
会
協
議

(
m

e
e

t
an

d
co

n
fe

r)

す
る
こ
と
と
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
中
身
に
関
す
る
合
意

書
を
、
審
理
前
打
ち
合
わ
せ
の
前
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
に
裁
可
さ
れ
た
保
護
命

令
は
も
う
訴
訟
当
事
者
の
間
の
私
的
な
協
定
で
は
な
く
、
裁
判
所
の
命
令
と
な
る
。
こ
れ
は
「
合
意
あ
る
保
護
命
令
」(

stip
u

late
d

p
ro

te
ctiv

e
o

rd
e

r

）
と
称
さ
れ
、
た
と
え
ば
特
許
紛
争
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
許
情
報
の
開
示
が
紛
争
の
争
点
と
な
っ
て

い
る
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
、
紛
争
外
の
他
企
業
に
そ
の
情
報
が
遺
漏
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
ま
た
双
方
の
営
業
機
密
を
守
る

た
め
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
制
限
す
る
当
事
者
間
の
私
的
な
合
意
と
そ
の
保
護
命
令
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続

を
早
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
関
す
る
紛
争
を
避
け
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
規
則
二
六

(

ｃ)

が
、
保
護
命
令
の
申
立
て
を
行
う
当
事
者
に
、
当
事
者
間
で
問
題
解
決
を
試
み
る
た
め
の
「
話
し
合
い
を
誠
実
に
試
み
た
」(

a
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g
o

o
d

faith
atte

m
p

t
to

co
n

fe
r)

こ
と
の
証
明
の
提
示
を
裁
判
所
が
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
実
務
は
正
当
化
さ
れ
て

い
る
と
い
え
る
。

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
上
の
守
秘
性
に
関
す
る
当
事
者
の
合
意
は
、
一
般
的
に
契
約
法
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
裁
判
所
が
双
方
か
ら

の
合
意
あ
る
保
護
命
令
と
し
て
受
け
入
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
保
護
命
令
は
当
事
者
の
守
秘
性
に
関
す
る
合
意
に
二
つ
の
法
的
拘

束
力
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
。
合
意
を
破
る
者
は
、
一
方
で
契
約
違
反
に
つ
い
て
訴
え
ら
れ
る
危
険
性
（risk

）
を
負
う
し
、
他
方

で
裁
判
所
の
命
令
を
破
る
こ
と
に
な
り
法
廷
侮
辱
罪
に
よ
る
制
裁
を
招
く
こ
と
に
も
な
る
。
そ
れ
は
単
な
る
私
的
な
合
意
に
留
ま
ら

ず
、
裁
判
上
の
手
続
上
の
合
意
と
受
け
止
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

(

�)

。
し
か
し
、
当
事
者
は
彼
ら
の
合
意
に
よ
っ
て
す
で
に
保
護
命
令

が
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
言
う
考
え
も
あ
る

(

�)

。
合
意
あ
る
保
護
命
令
に
そ
の
都
度
裁
判
所
の
裁
可
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
こ
の
批
判
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
け
る
当
事
者
間
の
主
体
的
、
自
発
的
取
り
組
み

を
促
す
規
定
の
存
在
か
ら
導
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
規
則
二
六(

ｃ)

は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
保
護
命
令
を
申
請
す
る
前
に
、
申
立
人

は
「
誠
実
に
協
議
し
、
裁
判
行
為
な
し
に
議
論
を
解
決
す
る
努
力
に
よ
っ
て
他
に
影
響
を
及
ぼ
す
当
事
者
と
協
議
す
る
こ
と
を
試
み

る
」
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
た
め
で
も
あ
る
。

同
じ
く
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
強
制
の
た
め
の
申
立
て
に
つ
い
て
の
規
則
三
七
に
お
い
て
も
、
規
則
三
七(

ａ)(

３)(

Ａ)

が
、

「
当
事
者
が
規
則
二
六(

ａ)

に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
開
示
を
し
な
い
場
合
、
他
の
当
事
者
は
、
開
示
の
強
制
及
び
相
当
な
制
裁
を

申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
申
立
て
は
、
裁
判
所
の
協
力
を
要
さ
ず
に
開
示
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
申
立
人
が
、
開
示
し
な
い

当
事
者
と
、
誠
実
に
協
議
し
、
若
し
く
は
協
議
し
よ
う
と
努
め
た
証
明
を
含
む
こ
と
を
要
す
る
」
と
し
、
ま
た
規
則
三
七(

ａ)(

３)

(

Ｂ)

は
、「
…
…
調
査
に
応
じ
る
こ
と
を
強
制
す
る
命
令
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
申
立
て
は
、
申
立
人
が
要
求
し
た
デ
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ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
応
じ
な
い
相
手
方
当
事
者
と
、
裁
判
所
の
協
力
を
要
さ
ず
に
情
報
若
し
く
は
資
料
を
入
手
す
る
よ
う
に
、
誠
実
に

協
議
し
た
こ
と
又
は
協
議
し
よ
う
と
努
め
た
こ
と
の
証
明
を
含
む
こ
と
を
要
す
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
当
事
者
間

の
善
意
の
協
議
」
の
要
件
と
、
さ
ら
に
当
事
者
間
に
よ
る
処
分
権
主
義
の
意
義
を
根
拠
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
当
事
者

主
義
を
用
い
る
こ
と
の
前
提
は
、
も
し
当
事
者
主
義
の
も
と
で
当
事
者
が
解
決
す
べ
き
問
題
が
何
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
合
意

し
な
け
れ
ば
、
そ
の
問
題
は
も
は
や
裁
判
所
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
必
要
は
な
い

(

�)

、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
護

命
令
の
申
立
て
に
裁
判
所
の
裁
可
が
付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
可
能
な
と
き
は
い
つ
で
も
、
裁
判
所

の
介
入
な
し
に
当
事
者
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
合
意
が
優
先
す
る
こ
と
に
な
る
。
規
則
三
七
と
規
則
二
六(

ｃ)

の
双
方
は
、
デ
ィ
ス
カ

バ
リ
ー
に
関
す
る
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
に
依
存
す
る
よ
り
も
前
に
、
当
事
者
間
で
そ
れ
ら
に
つ
い
て
解
決
す
る
こ
と

を
要
求
し
て
い
る

(

�)

、
と
い
え
る
。

(

�)
S

ee
S

u
san

J.
B

e
ck

e
r,

D
iscovery

of
In

form
a

tion
a

n
d

D
ocu

m
en

ts
from

a
L

itiga
n

t’s
F

orm
er

E
m

p
loyees

:
S

yn
ergy

a
n

d
S

yn
th

esis

of
C

ivil
R

u
les,

E
th

ica
l

S
ta

n
d

a
rd

s,
P

rivilege
D

octrin
es,

a
n

d
C

om
m

on
L

a
w

P
rin

cip
les,

8
1

N
E

B
.

L
.

R
E

V
.

8
6

8
(

2
0

0
3)

.

(

�)

な
お
、
規
則
二
七
は
審
理
前
の
証
言
録
取
を
認
め
る
か
ど
う
か
及
び
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
裁
量
権
を
裁
判
所
に
与
え
て
い
る
。
規

則
二
八
は
証
言
録
取
が
誰
に
対
し
て
始
め
ら
れ
る
か
を
特
定
で
き
る
と
し
て
い
る
。
規
則
三
〇
は
証
言
録
取
の
日
付
を
早
め
た
り
、
あ
る

い
は
延
期
す
る
こ
と
を
裁
判
所
に
認
め
て
い
る
し
、
規
則
三
二
は
証
言
録
取
を
裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
官
の
前
で
行
な
う
こ
と
を
も
認
め

て
い
る
。S

ee
F

E
D

.
R

.
C

IV
.

P
.

2
7
(

D
e

p
o

sitio
n

s
to

P
e

rp
e

tu
ate

T
e

stim
o

n
y)

,
2

8
(

P
e

rso
n

s
B

e
fo

re
W

h
o

m
D

e
p

o
sitio

n
s

M
ay

B
e

T
ak

e
n)

,
2

9
(

S
tip

u
latio

n
s

R
e

g
ard

in
g

D
isco

v
e

ry
P

ro
ce

d
u

re)
,

3
0
(

D
e

p
o

sitio
n

b
y

O
ral

E
x

am
in

atio
n)

an
d

3
2
(

U
sin

g

D
e

p
o

sitio
n

s
in

C
o

u
rt

P
ro

ce
e

d
in

g
s)

.

(

�)

一
九
七
〇
年
に
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、
文
書
に
対
す
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
裁
判
所
の
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承
認
を
得
る
と
い
う
必
要
条
件
は
取
り
除
か
れ
た
。S

ee
A

m
e

n
d

m
e

n
ts

to
th

e
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e
d

e
ral

R
u

le
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.
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(
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7
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.

一
九
七
〇
年
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
民
事
訴
訟
手
続
き
の
改
正
に
向
け
た
動
き
は
常
に
あ
る
。
そ
れ
ら
を
要

領
よ
く
紹
介
す
る
も
の
と
し
てR

ich
ard

L
.

M
arcu

s,
R

etoolin
g
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m
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S
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(

�)

な
お
、
こ
の
合
意
あ
る
保
護
命
令
に
対
し
て
は
、
裁
判
所
が
保
護
命
令
を
裁
可
す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
に
「
正
当
事
由
」
を
示
す

こ
と
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
。S

ee
id

.
at

3
7

2
.

第
三
章

正
当
事
由
に
つ
い
て

１
、
正
当
事
由
（g

o
o

d
cau

se

）
と
は
な
に
か

規
則
二
六(

ｃ)

は
、
保
護
命
令
を
求
め
る
際
に
、「
当
事
者
間
の
事
前
の
善
意
に
よ
る
交
渉
を
経
た
こ
と
」
に
加
え
て
、「
正
当
事
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由
の
あ
る
と
き
」(

fo
r

g
o

o
d

re
aso

n
sh

o
w

n

）
の
二
つ
の
要
件
を
定
め
て
い
る
。

こ
の
「
正
当
事
由
」
は
、
一
般
的
な
概
括
規
定
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
具
体
的
内
容
を
指
す
の
か
は
具
体
的
な
判
例

の
展
開
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い

(

�)

。
つ
ま
り
そ
の
内
容
は
、
裁
判
所
が
、
一
方
当
事
者
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
情

報
の
提
出
要
求
を
拒
否
す
る
根
拠
と
し
て
、
そ
の
正
当
化
の
理
由
を
ど
の
範
囲
ま
で
認
め
た
か
に
よ
る

(

�)

。
裁
判
所
が
あ
る
種
の
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
ー
を
禁
止
し
た
り
、
一
方
当
事
者
に
特
定
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
た
り
す
る
場
合
、（
た
と
え
ば
、
特
許
の
内
容

自
体
や
顧
客
名
簿
を
知
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
利
益
と
な
る
よ
う
な
当
事
者
の
閲
覧
を
排
除
す
る
と
い
っ
た
場
合)

、
に
保
護
命
令
を

決
定
す
る
に
あ
た
り
、
裁
判
所
は
求
め
ら
れ
て
い
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
適
正
に
は
実
行
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は

そ
れ
が
相
手
方
当
事
者
に
過
酷
な
負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証
明
責
任
を
そ
の
申
立
人
に
求
め
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
が
直
面
す
る
問
題
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
入
手
し
た
情
報
が
訴
訟
以
外
の
場
面
で
利
用
さ
れ
る
と
い
う

恐
れ
の
証
明
と
、
情
報
の
相
互
開
示
に
よ
り
公
正
な
裁
判
の
実
現
を
図
る
と
い
う
要
請
と
の
均
衡
（b

alan
ce

）
を
ど
の
よ
う
に
と

る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
裁
判
所
に
と
っ
て
、
当
事
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
財
産
権
の
保
護
の
問
題
と
、
訴
訟
の
効
率
化
の
問
題

は
、
保
護
命
令
を
出
す
際
に
常
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る

(

�)

。

他
方
で
、
訴
訟
で
提
出
さ
れ
た
情
報
は
、
二
当
事
者
間
の
限
定
的
情
報
に
と
ど
ま
ら
ず
、
裁
判
資
料
と
し
て
公
け
の
ア
ク
セ
ス
が

認
め
ら
れ
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
そ
の
た
め
保
護
命
令
を
申
立
て
る
に
あ
た
っ
て
申
立
当
事
者
は
、
相
手
方
あ
る
い
は
第
三
者
が
、

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
入
手
し
た
資
料
を
何
ら
か
の
理
由
で
拡
散
さ
せ
る
（d

isse
m

in
ate

）
恐
れ
が
予
期
さ
れ
る
場
合
、
そ
う
言
っ

た
点
に
関
す
る
具
体
的
理
由
を
正
当
事
由
と
し
て
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
情
報
の
拡
散
を
阻
止
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

と
な
る

(

�)

。
こ
の
場
合
、
当
該
情
報
の
開
示
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
明
確
で
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
す
と
い
う
根
拠
を
示
さ
な
く
て
は
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な
ら
な
い
。
こ
の
根
拠
は
、
被
害
に
つ
い
て
の
具
体
的
事
実
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
単
に
そ
の
よ
う
な

「
恐
れ
」
が
あ
る
と
い
う
結
論
的
表
明
（co

n
clu

so
ry

state
m

e
n

ts

）
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い

(

�)

。
こ
の
点
、
い
く
つ

か
の
裁
判
所
で
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
対
し
て
保
護
命
令
を
与
え
る
前
に
も
っ
と
厳
し
く
正
当
事
由
を
示
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

第
三
連
邦
控
訴
裁
判
所
で
は
、
保
護
命
令
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
資
料
の
開
示
に
よ
っ
て
「
鮮
明
に
は
っ
き
り
と
、

深
刻
に
傷
つ
け
る
事
態
」
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
申
立
人
が
示
さ
な
い
限
り
は
与
え
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る

(

�)

。

と
く
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
通
し
て
求
め
ら
れ
た
情
報
が
、
公
衆
衛
生
ま
た
は
公
衆
の
安
全
（p

u
b

lic
h

e
alth

an
d

p
u

b
lic

safe
ty

）

に
関
す
る
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
、
保
護
命
令
の
た
め
に
正
当
事
由
が
存
在
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
決
定
す
る
時
に
、
公
共
利
益
（p

u
b

lic
in

te
re

st

）
を
考
慮
す
る
こ
と
に
な
る

(

�)

。
た
と
え
ば
要
求
さ
れ
た
文
書
が
営
業
機
密
を
含

ん
で
い
る
が
、
ま
た
同
時
に
公
衆
衛
生
ま
た
は
公
衆
安
全
の
ど
ち
ら
に
も
関
連
し
た
重
要
情
報
を
含
ん
で
い
る
よ
う
な
場
合
、
裁
判

所
は
、
当
該
文
書
の
拡
散
が
制
約
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
の
決
定
を
行
う
際
に
、
大
衆
、
原
告
、
及
び
被
告
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
に

つ
い
て
衡
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
が
考
慮
す
べ
き
衡
量
の
要
因
は
、
い
く
つ
か
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら

は
、
①
当
該
開
示
が
私
的
利
益
を
侵
害
す
る
か
ど
う
か
、
②
情
報
が
正
当
な
目
的
の
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
③
開
示

に
よ
っ
て
当
惑
を
引
き
起
こ
す
か
ど
う
か
、
④
守
秘
性
が
公
衆
の
健
康
と
安
全
に
と
っ
て
重
要
な
情
報
に
関
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
⑤
当
事
者
間
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
公
正
さ
と
効
率
を
促
進
す
る
か
ど
う
か
、
⑥
事
案
が
公
務
員
ま
た
は
公
的
団

体
を
含
む
か
ど
う
か
、
及
び
、
⑦
事
案
が
一
般
人
に
対
し
て
重
要
な
争
点
を
含
む
か
ど
う
か

(

�)

、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
衡
量
が
な
さ
れ

た
結
果
、
保
護
命
令
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
原
告
ま
た
は
被
告
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
間
に
得
ら
れ
た
情
報
を
拡
散
す
る

権
利
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
と
い
う
の
も
規
則
五(

ｄ)

は
、
当
事
者
へ
の
送
達
が
求
め
ら
れ
る
訴
状
以
後
の
全
て
の
書
面
は
、
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送
達
の
証
明
と
と
も
に
、
裁
判
所
に
そ
の
送
達
後
の
相
当
な
期
間
内
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
同
規
則
二
六(

ａ)(

１)

ま
た
は(

２)

に
基
づ
く
開
示
、
及
び
次
に
掲
げ
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
請
求
と
そ
れ
へ
の
応
答
は
、

裁
判
手
続
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
ま
で
又
は
裁
判
所
が
命
じ
る
ま
で
は
提
出
を
要
し
な
い
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
う
し

な
い
と
公
に
対
し
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る

(

�)

。
こ
の
規
則
五(

ｄ)

が
求
め
る
訴
訟
提
起
の

要
件
と
規
則
二
六(
ｃ)

の
「
正
当
理
由
」
の
条
項
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
均
衡
が
図
ら
れ
る
か
は
、
実
務
的
に
も
理
論
的
に
も
重
要

な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
、
裁
判
所
は
一
般
に
、
規
則
二
六(

ｃ)

に
従
っ
て
保
護
命
令
が
適
切
に
与
え
ら
れ
た
か
ど
う
か
の
判
断
に

基
づ
い
て
、
規
則
五(

ｄ)
上
の
権
利
の
存
在
を
決
め
て
い
た

(

�)

。

こ
の
点
に
関
す
る
指
導
的
判
例
と
し
て
は
、A

g
e

n
t

O
ran

g
e

事
件
に
関
す
る
裁
判
判
決
が
あ
る

(

�)

。
こ
れ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の

退
役
軍
人
が
、
枯
葉
剤
を
製
造
し
た
私
企
業
と
そ
れ
を
戦
場
で
散
布
さ
せ
た
政
府
に
対
し
て
製
造
物
責
任
を
追
及
し
た
裁
判
で
あ
る

(

�)

。

こ
の
訴
訟
で
地
方
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
被
告
企
業
に
対
し
て
、「
守
秘
性
の
あ
る
開
発
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
研
究
、
ま
た
は
商
事
情
報
」

を
含
む
ど
の
よ
う
な
記
録
も
保
護
命
令
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
認
め
た

(

�)

。
つ
ま
り
、
こ
の
事
件
の
す
べ
て
の
文
書
及
び
証
言
録
取
に

関
す
る
「
全
面
的
保
護
命
令
」(

b
lan

k
e

t
p

ro
te

ctiv
e

o
rd

e
r

）
が
こ
の
事
件
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
関
し
て
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
理

由
は
、
事
件
の
「
複
雑
さ｣

、｢

感
情
的
な
部
分｣

、
及
び
「
ま
だ
検
討
さ
れ
る
予
定
の
文
書
の
数
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
し

た

(

�)

。
ま
た
、
作
戦
に
従
事
し
た
兵
士
の
カ
ル
テ
を
含
む
政
府
文
書
は
、
別
な
保
護
命
令
で
判
断
さ
れ
る
と
し
た
。
し
か
し
、
同
地
裁

は
、
原
告
か
ら
の
中
間
判
決
の
申
立
て
に
関
連
し
て
申
立
て
ら
れ
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
一
部
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
保
護
命
令
を

部
分
的
に
修
正
し
、
一
部
の
開
示
を
認
め
た

(

�)

。
そ
の
際
、
同
地
裁
は
、
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
生
の
産
物
」

(
raw

fru
it

o
f

d
isco

v
e

ry

）
を
封
じ
込
め
る
い
く
つ
か
の
保
護
命
令
を
解
除
で
き
る
と
し
た

(

�)

。
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一
九
八
七
年
に
控
訴
を
受
け
た
第
二
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
憲
法
上
の
あ
る
い
は
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
権
利
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
れ
、
一
般
大
衆
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
さ
れ
た
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
五(

ｄ)

と
二

六(

ｃ)
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
し
た

(

�)

。
も
ち
ろ
ん
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
さ
れ
た
情
報
へ
の
一
般
人
の
ア
ク
セ
ス
権
は
絶
対
的
な
も

の
で
は
な
く
、
公
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
を
回
避
し
た
い
当
事
者
が
、「
正
当
事
由
」
を
示
し
、
裁
判
所
が
「
保
護
命
令
」
を
認
め
た
場

合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
同
控
訴
裁
は
、「
そ
の
よ
う
な
情
報
は
し
ば
し
ば
、
同
様
の
立
場
に
置
か
れ
た
者
、
訴
訟
当

事
者
ま
た
は
一
般
大
衆
な
ど
そ
れ
ら
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
に
と
っ
て
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
か
ら
、

規
則
五(

ｄ)

に
従
い
、
す
べ
て
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
を
裁
判
所
に
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
た
地
裁
の
決
定
は
支
持
で
き
る
と
し

た

(

�)

。
結
局
、
被
告
の
連
邦
政
府
は
こ
れ
を
覆
す
「
正
当
事
由
」
を
示
せ
な
か
っ
た
の
で
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
は
公
開
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
保
護
命
令
の
申
立
人
は
、
保
護
命
令
を
得
ら
れ
る
だ
け
の
正
当
事
由
を
示
せ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
命

じ
ら
れ
、
そ
の
結
果
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
は
、
誰
に
対
し
て
も
検
討
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
な
る

(

�)

。

２
、
合
意
あ
る
保
護
命
令
と
正
当
事
由

当
事
者
間
で
合
意
さ
れ
た

(
stip

u
late

d)

保
護
命
令
に
つ
い
て
も
、
裁
判
所
は
正
当
事
由
を
示
す
こ
と
を
要
求
す
べ
き
で
あ
ろ

う
か

(

�)

。
す
で
に
当
事
者
間
で
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
方
法
と
範
囲
に
つ
い
て
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
合
意
自
体

が
正
当
事
由
と
な
り
、
保
護
命
令
の
申
立
て
は
そ
の
形
式
的
な
手
続
で
あ
り
、
裁
判
所
は
、
別
な
正
当
事
由
を
問
う
こ
と
な
く
、
そ

の
ま
ま
保
護
命
令
を
裁
可
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
訴
訟
当
事
者
間
で
情
報
の
取
扱
い
に
私
的
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な
合
意
さ
え
あ
れ
ば
、
公
に
対
す
る
開
示
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
訴
訟
の
当
事
者
で
な
い
者

(
n

o
n
-p

arty)

で
、

訴
訟
の
内
容
に
利
益
を
持
つ
者
に
よ
る
訴
訟
の
関
係
事
実
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
一
切
で
き
な
く
な
る
。
他
方
、
こ
の
よ
う
な
主
張
に
対

し
て
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
単
な
る
訴
訟
当
事
者
間
の
情
報
交
換
で
は
な
く
、
訴
訟
そ
の
も
の
の
適
正
な
手
続
を
支
え
る
公
的
な

法
的
制
度
で
あ
る
と
い
う
側
面
を
持
ち
、
そ
の
た
め
保
護
命
令
の
申
立
て
に
対
し
て
、
当
事
者
間
で
の
私
的
合
意
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
裁
判
所
は
、
保
護
命
令
の
申
立
て
に
、
私
的
合
意
以
外
の
「
正
当
事
由
」
の
存
在
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
議
論
も

考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
、
実
際
に
は
、
当
事
者
の
合
意
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
別
な
正
当
事
由
を
問
う
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
保
護
命
令
を
認

め
る
裁
判
所
も
あ
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
連
邦
裁
判
所
の
よ
う
に
、
合
意
以
外
の
「
正
当
事
由
」
が
明
確
に
示
さ
れ
な
い
場
合
に
は
合

意
あ
る
保
護
命
令
を
認
め
な
い
と
す
る
裁
判
所
も
あ
る

(

�)

。
こ
れ
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
に
対
す
る
守
秘
性
の
必
要
性
や
根
拠
を
示

す
こ
と
な
し
に
、「
当
事
者
が
合
意
し
た
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、
保
護
命
令
を
与
え
る
た
め
の
正
当
事
由
を
構
成
す
る
も
の
で

は
な
い
と
の
立
場
で
あ
る

(

�)

。

他
方
で
、
当
事
者
の
合
意
を
超
え
て
、
正
当
事
由
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
は
、
公
正
な
訴
訟
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
と
の
指
摘
も

あ
る

(

�)

。
そ
の
理
由
は
「
正
当
事
由
」
を
問
う
こ
と
で
、
第
一
に
、
訴
訟
当
事
者
や
そ
の
弁
護
士
に
対
し
て
保
護
命
令
が
本
当
に
必
要

か
ど
う
か
を
判
断
さ
せ
る
た
め
の
機
会
を
与
え
る
。
第
二
に
、
裁
判
所
に
、
保
護
命
令
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
べ
き
当
事
者
間
の
守
秘

性
の
必
要
性
に
反
し
て
ま
で
問
題
と
な
り
う
る
公
の
利
益
に
重
点
が
置
か
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
を
熟
考
す
る
機
会
を
与
え
る
。
第
三

に
、
合
意
あ
る
保
護
命
令
が
正
当
で
な
い
理
由
で
求
め
ら
れ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
後
に
異
議
申
立
て
を
さ
れ
た
場
合
に
、
当
事

者
は
正
当
事
由
に
依
拠
し
た
防
御
を
提
案
で
き
る
。
第
四
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
訴
訟
当
事
者
の
利
益
が
、
お
互
い
に
対
し
て
で
な
く
、
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開
示
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
公
的
利
益
に
対
し
て
存
在
す
る
場
合
に
、
単
な
る
私
的
合
意
に
よ
っ
て
当
事
者
が
裁
判
所
の
許
可
を
得

る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る

(

�)

。

訴
訟
当
事
者
間
に
合
意
し
た
保
護
命
令
が
あ
る
と
き
、
訴
訟
外
の
第
三
者
の
訴
訟
参
加

(
in

te
rv

e
n

e)

と
保
護
命
令
の
訂
正
を

伴
う
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
請
求
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
合
意
あ
る
保
護
命
令
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
訴
訟
当

事
者
間
の
問
題
で
あ
り
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
め
ぐ
る
申
立
て
と
そ
れ
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
判
断
効
力
を

め
ぐ
っ
て
は
、
当
事
者
間
に
だ
け
そ
の
効
力
が
及
び
、
裁
判
所
の
当
該
決
定
に
対
し
て
は
当
事
者
が
上
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す

る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
訴
訟
そ
の
も
の
に
利
益
を
有
す
る
訴
訟
外
の
第
三
者
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
異
議

申
立
て
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、B

ay
state

T
e

ch
n

o
lo

g
ie

s,
In

c.

（
以
下
、
ベ
イ
ス
テ
イ
ト
と

す
る
。）
事
件
が
以
下
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
て
い
る

(

�)

。

ベ
イ
ス
テ
イ
ト
事
件
で
は
、
ベ
イ
ス
テ
イ
ト
がH

aro
ld

L
.

B
o

w
e

r

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
特
許
を
侵
害
し
て
い
な
い
と
い
う
宣
言
的

判
決
（d

e
clarato

ry
ju

d
g

m
e

n
t

）
の
申
立
て
を
連
邦
地
裁
に
提
起
し
た
。
他
方
、B

o
w

e
r

は
特
許
侵
害
、
著
作
権
侵
害
及
び
契
約
違

反
に
つ
い
て
の
反
訴
を
ベ
イ
ス
テ
イ
ト
に
対
し
て
提
起
し
た
。
同
地
裁
の
陪
審
は
、
特
許
侵
害
、
商
標
侵
害
そ
し
て
契
約
違
反
の
問

題
に
つ
い
てB

o
w

e
r

の
勝
訴
評
決
を
出
し
、
裁
判
所
も
そ
れ
を
認
め
た

(

�)

。
手
続
の
初
期
段
階
で
、
裁
判
所
は
、
当
事
者
の
合
意
と

要
求
に
基
づ
き
こ
れ
ら
の
文
書
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
合
意
あ
る
保
護
命
令
を
認
め
て
い
た
。

こ
の
訴
訟
に
つ
い
て
、
訴
訟
外
のK

u
n

e
y

教
授
が
、
本
件
訴
訟
の
証
拠
と
そ
の
他
の
文
書
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
た
。K

u
n

e
y

教
授
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
に
影
響
力
あ
る
こ
の
特
許
侵
害
事
件
に
お
け
る
手
続
に
つ
い
て
著
述
し
て
い
る
法
学
者
で
あ
り
、
事

件
の
手
続
の
詳
細
な
記
述
を
書
物
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。K

u
n

e
y

教
授
は
、
訴
訟
参
加
の
申
立
て

(
m

o
tio

n
to

in
te

rv
e

n
e)

と
、
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合
意
あ
る
保
護
命
令
を
修
正
す
る
申
立
て
を
地
方
裁
判
所
に
対
し
て
提
起
し
た
。B

o
w

e
r

は
、K

u
n

e
y

教
授
の
申
立
て
を
支
持
す

る
宣
言
判
決
を
求
め
、
相
手
方
当
事
者
の
一
人
で
あ
るB

e
an

は
、
保
護
命
令
を
修
正
す
るK

u
n

e
y

教
授
の
申
立
て
に
反
対
し
た
。

同
裁
判
所
は
、K

u
n

e
y

教
授
の
訴
訟
参
加
の
申
立
て
と
合
意
あ
る
保
護
命
令
の
修
正
申
立
て
を
ま
だ
ム
ー
ト
（m

o
o

t

）
で
あ
る
と

し
て
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
、K

u
n

e
y

教
授
は
、
こ
の
点
に
つ
き
控
訴
し
た
。

控
訴
裁
判
所
は
、「
第
三
者
に
よ
る
訴
訟
参
加
の
申
立
て
は
、
第
三
者
が
保
護
命
令
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
た
め
に
は
適

切
な
手
段
で
あ
る
。
同
控
訴
裁
は
、
し
ば
し
ば
判
決
後
で
あ
っ
て
も
第
三
者
が
訴
訟
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
護
命
令
に
異
議
申

立
て
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る

(
�)

」
と
し
た
。
同
控
訴
裁
は
、
規
則
が
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
「
正
当
事
由
」

が
存
在
し
て
い
る
な
ら
ば
保
護
命
令
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
規
定
し
て
い
る
一
方
で
、
訴
訟
記
録
へ
の
公
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い

て
も
推
定
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
命
令
が
修
正
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
の
決
定
に
お
い
て
は
、
当
事
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益

と
公
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
利
益
と
の
均
衡
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
た

(

�)

。
そ
の
う
え
で
「
本
件
で

は
、B

e
an

以
外
の
当
事
者
は
、
提
出
さ
れ
た
合
意
あ
る
保
護
命
令
の
修
正
に
同
意
し
て
い
る
た
め
、
当
事
者
が
、K

u
n

e
y

教
授
の

求
め
る
文
書
に
守
秘
性
を
維
持
し
続
け
て
い
る
利
益
は
、
も
し
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
わ
ず
か
で
あ
り
、
さ
ら
にK

u
n

e
y

教
授
は
、

学
術
的
な
仕
事
を
す
る
た
め
に
、
求
め
て
い
る
文
書
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
」
と
判
断
し
、
ま
た
「
本
件
で
は
、

地
方
裁
判
所
が
、
そ
の
よ
う
な
均
衡
を
と
っ
た
上
で
の
結
論
か
ど
う
か
明
白
で
な
い
た
め
、
裁
判
所
がK

u
n

e
y

教
授
の
訴
訟
参
加

の
申
立
て
と
合
意
あ
る
保
護
命
令
を
修
正
す
る
申
立
て
を
拒
否
す
る
の
に
そ
の
裁
量
権
を
濫
用
し
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

そ
こ
でK

u
n

e
y

教
授
の
申
立
て
を
認
容
す
る
か
拒
否
す
る
か
ど
う
か
の
結
論
を
出
す
に
際
し
て
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
を
保
護

す
る
た
め
に

『

正
当
事
由』

が
存
在
し
て
い
る
な
ら
ば
、
保
護
命
令
に
公
的
利
益
と
私
的
利
益
の
均
衡
を
と
る
こ
と
を
求
め｣

、
事
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件
を
原
審
に
差
戻
す
と
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

結
局
、
合
意
あ
る
保
護
命
令
で
あ
っ
て
も
、
訴
訟
外
の
第
三
者
や
公
に
対
し
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
得
た
情
報
を
秘
匿
す
る
た
め

に
は
、
私
的
合
意
以
外
の
「
正
当
事
由
」
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
合
意
あ
る
保
護
命
令
は
、
こ
の
よ
う
に
訴

訟
で
用
い
る
情
報
を
訴
訟
当
事
者
に
留
め
よ
う
と
す
る
目
的
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
訴
訟
に
関
心
を
も
つ
公
ま
た
は
訴
訟
に
利
害

関
係
を
有
す
る
訴
外
の
第
三
者
に
対
し
て
ま
で
守
秘
義
務
を
課
す
た
め
に
は
、「
正
当
事
由
」
の
立
証
は
不
可
欠
と
す
る
考
え
が
有

力
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
合
意
あ
る
保
護
命
令
に
求
め
ら
れ
て
い
る
「
正
当
事
由
」
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
に
対
し
て
利
益
衡
量
が
十
分
に
で
き
る
だ
け
の
根
拠
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然

で
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
要
件
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
十
分
な
「
正
当
事
由
」
で
あ
る
か
は
事
案
ご
と
に
異
な
る
の
で
あ

っ
て
、
一
定
の
基
準
が
確
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

(

�)
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判
決
に
お
い
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デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
資
料
へ
の
公
的
ア
ク
セ
ス
権
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
得
ら
れ
た
資
料
に
つ
い
て
保
護
命
令
を
求
め
て
い
る
者
は
、
そ
の
積
極
的
な
根
拠
を
正
当
事
由
と
し
て

示
す
責
任
が
課
さ
れ
て
い
る
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密
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あ
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と
さ
れ
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情
報
で
は
な
く
、
個
人
的
な
文
書
の
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
包
括
的
な
保
護

命
令
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
包
括
的
な
保
護
命
令
が
与
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
後
の
修
正
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
し
、

ま
た
そ
の
た
め
の
「
正
当
事
由
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を
示
す
こ
と
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公
的
情
報
よ
り
も
困
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だ
か
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で
あ
る
。
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｢

正
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独
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こ
の
論
文
は
、
合
意
あ
る
保
護
命
令
に
は
守
秘
性
に
関
す
る
何
ら
か
の

｢

正
当
事
由｣

が
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
す

る
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h
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が
き
ち
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と
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れ
な
い
限
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合
意
あ
る
保

護
命
令
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。
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�)

合
意
あ
る
保
護
命
令
に
つ
い
て
は
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合
意
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
保
護
命
令
の
た
め
の
適
正
な
根
拠
を
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る
も
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な
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あ
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、
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の
合
衆
国
の
デ
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ス
カ
バ
リ
ー
に
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線
を
向
け
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と
、
当
事
者
に
支
配
さ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
、
公
へ
の
情
報
開
示
の
方
策
と
し
て
で
は
な
く
、
紛
争
解
決
の
た
め
に
情
報
を
発
見

す
る
手
段
と
し
て
正
当
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
事
者
自
身
が
守
秘
性
の
保
護
に
同
意
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
「
正
当
事
由
」
の
証

明
は
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比
較
的
軽
め
の
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当
事
由
」
で
よ
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と
し
て
い
る
。
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第
四
章

判
例
に
現
れ
た
保
護
命
令
と
そ
の
「
正
当
事
由
」

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
入
手
さ
れ
た
情
報
は
、
ど
こ
ま
で
提
出
拒
否
が
で
き
、
ま
た
公
的
な
非
開
示
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
規
則
二
六(

ｃ)

に
お
い
て
保
護
命
令
を
規
定
し
、
デ

ィ
ス
カ
バ
リ
ー
自
体
の
規
制
を
裁
判
所
に
認
め
て
い
る
。
ま
た
そ
の
根
拠
と
し
て
「
正
当
事
由
」
を
示
す
こ
と
を
当
事
者
に
要
求
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
「
正
当
事
由
」
が
幅
広
く
、
際
限
な
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
自
体
が
機
能
し
な

く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
の
「
保
護
命
令
」
に
お
け
る
「
正
当
事
由
」
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
判
例
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
際
、
ま
ず
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
問
題
と
な
る
事
例
、
つ
ぎ
に
特
許
訴
訟
に
お
い
て
特
定
の
特
許
内
容
が
問
題
と
な
る
事
例
、
さ
ら
に
営
業
機
密
を
め
ぐ
る
正
当
事

由
に
つ
い
て
の
判
例
を
検
討
す
る
。

１
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
の
場
合

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
入
手
さ
れ
た
情
報
の
取
り
扱
い
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
。
最
初
に
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な

情
報
に
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
る
場
合
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
が
守
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
、
あ
る
い
は

裁
判
の
資
料
と
な
っ
た
以
上
、
公
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
関

法と政治 59巻 4号 (2009年 1月)

ア
メ
リ
カ
民
事
訴
訟
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度

1061

一
五
七



す
る
が
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
っ
て
裁
判
上
の
情
報
と
な
っ
た
場
合
、
こ
の
権
利
は
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か

(

�)

。

こ
の
よ
う
な
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
に
つ
い
て
は
、
保
護
命
令
を
受
け
て
い
な
い
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
に
は
公
的
ア
ク
セ

ス
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
含
む
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
に
対
す
る
公
的
ア
ク
セ

ス
権
が
他
の
一
般
的
情
報
と
同
じ
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
が
、
裁
判
所
に
デ
ィ

ス
カ
バ
リ
ー
情
報
に
つ
き
公
開
さ
れ
な
い
よ
う
に
命
ず
る
権
限
を
与
え
る
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
命
令
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

当
事
者
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
の
拡
散
（d

issim
ilatio

n

）
に
つ
い
て
は
制
限
が
な
く
、
公
的
な
ア
ク
セ
ス
権
が
公
的
に
認

め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
考
え
を
後
押
し
す
る
法
的
議
論
は
、
表
現
の
自
由
に
関
す
る
憲
法
の
第
一
修
正
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
議
論
は
、

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
に
開
示
を
禁
じ
る
保
護
命
令
自
体
が
、
憲
法
上
禁
じ
ら
れ
た
事
前
抑
制
に
該
当
す
る

と
考
え
る
も
の

(

�)

か
ら
、
訴
訟
で
使
わ
れ
る
情
報
や
記
録
内
容
に
対
す
る
公
の
ア
ク
セ
ス
権
は
、
憲
法
第
一
修
正
だ
け
で
な
く
連
邦
コ

モ
ン
ロ
ー
（F

e
d
e

ral
co

m
m

o
n

law

）
上
認
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
裁
判
手
続
自
体
の
透
明
性
の
確
保
に
寄
与
し
て

い
る
と
い
う
議
論
ま
で
あ
る

(

�)

。
憲
法
第
一
修
正
の
表
現
の
自
由
が
絶
対
的
な
も
の
だ
と
す
る
立
場
に
立
て
ば
、
裁
判
所
の
行
う
保
護

命
令
に
よ
る
守
秘
性
の
保
護
命
令
自
体
が
違
憲
と
な
る
か
、
あ
る
い
は
保
護
命
令
自
体
が
極
め
て
限
定
的
な
場
合
に
し
か
機
能
で
き

な
い
こ
と
に
な
る
。
反
対
に
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
る
情
報
は
、
あ
く
ま
で
も
訴
訟
で
使
用
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
大

部
分
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
、
と
く
に
情
報
が
個
人
に
影
響
を
及
ぼ
す
秘
密
事
項
で
あ
る
場
合
に
は
、
推
定
の
上
で
も
公
の
も
の
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
暗
黙
の
う
ち
に
認
め
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
る

(

�)

。
つ
ま
り
、
こ
の
点
に
関
す
る
問
題
点
は
、

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
推
定
の
上
で
公
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
の
前
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
後
退
さ
せ
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
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と
で
あ
る
。

以
下
で
紹
介
す
る
シ
ア
ト
ル
タ
イ
ム
ズ
事
件
は
、
新
聞
社
と
い
う
、
情
報
の
流
布
を
営
業
内
容
に
し
て
い
る
者
に
よ
る
情
報
の
開

示
請
求
に
つ
い
て
表
現
の
自
由
を
盾
に
保
護
命
令
が
無
効
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
ま
た
第
二
の
パ
ン
ジ
ー
事
件
は
、

当
事
者
間
の
裁
判
上
の
和
解
調
書
に
守
秘
性
を
持
た
せ
た
保
護
命
令
が
、
公
に
開
示
で
き
る
文
書
に
な
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検

討
す
る
も
の
で
あ
る
。
報
道
機
関
が
証
拠
物
の
中
に
報
道
価
値
の
あ
る
情
報
を
含
ん
で
い
る
と
信
じ
る
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
ア
ク

セ
ス
を
要
求
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
公
的
な
ア
ク
セ
ス
権
を
根
拠
と
し
て
、
公
と
し
て
の
第
三
者
（
新
聞
社
で
あ
れ
ば
読
者
、
ま

た
報
道
機
関
で
あ
れ
ば
視
聴
者
）
に
情
報
を
提
供
し
、
第
三
者
の
行
動
決
定
に
指
針
を
与
え
る
と
い
う
公
的
目
的
が
あ
る
と
の
正
当

化
の
根
拠
を
示
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
パ
ン
ジ
ー
事
件
で
は
、
裁
判
所
が
保
護
命
令
を
決
定
す
る
際
の
衡
量
基
準

と
し
て
「
正
当
事
由
」
に
つ
い
て
の
「
パ
ン
ジ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
・
テ
ス
ト
」
を
確
立
し
た
。
こ
の
二
つ
の
事
例
は
い
ず
れ
も
、
保
護

命
令
に
よ
っ
て
あ
く
ま
で
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
当
事
者
の
提
示
す
る
「
正
当
事
由
」
が
ど
う
い
う
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
に
つ
い
て
の
内
容
が
問
題
に
さ
れ
た
指
導
的
事
案
で
あ
る
。

（
１
）
正
当
事
由
の
あ
る
保
護
命
令
に
よ
る
非
開
示
は
憲
法
第
一
修
正
に
違
反
し
な
い
と
さ
れ
た
事
例

S
e

attle
T

im
e

s
C

o
.

v
.

R
h

in
e

h
art,

4
6

7
U

.S
.

2
0
(

1
9

8
4)

.

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
シ
ア
ト
ル
タ
イ
ム
ズ
事
件
に
お
い
て
、
憲
法
第
一
修
正
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
「
表
現
を
抑
圧
す
る
」
こ

と
に
関
係
な
く
、
規
則
二
六(

ｃ)

は
訴
訟
手
続
に
お
い
て
本
質
的
な
利
益
を
促
進
す
る
と
し
て
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
へ
の
公
的
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ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
合
憲
性
を
支
持
し
た

(

�)

。
以
下
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
こ
の
事
件
で
被
告
で
あ
る
新
聞
社

が
、
原
告
の
宗
教
団
体
の
会
員
名
簿
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
て
い
た
が
、
事
実
審
裁
判
所
は
保
護
命
令
に
も
と
づ
い
て
そ
の
名
簿
を

保
護
し
、
開
示
で
き
な
い
と
し
た
。
同
裁
判
所
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
を
通
し
て
入
手
さ
れ
た
情
報
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
は
憲

法
第
一
修
正
の
権
利
で
は
な
い
と
し
た
。

①
事
案
の
概
要

本
件
の
原
告
（
被
控
訴
人
及
び
被
上
告
人
）
の
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
（R

h
in

e
h

art

）
は
、“

T
h

e
A

q
u

arian
F

o
u

n
d

atio
n
”

と
い
う
宗

教
団
体
の
指
導
者
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
団
体
は
信
仰
を
深
め
る
と
死
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
能
力
が
身
に
つ
く
こ
と
を

売
り
に
し
て
宗
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

「
シ
ア
ト
ル
タ
イ
ム
ズ
」
と
「
ワ
ラ
ワ
ラ
ブ
リ
テ
ン
」(

W
alla

W
alla

U
n

io
n
-B

u
lle

tin

）
と
い
う
両
新
聞
社
は
、
リ
ー
ン
ハ
ー
ト

自
身
及
び
彼
の
宗
教
団
体
に
関
し
て
、
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
は
詐
欺
師
で
あ
る
と
の
指
摘
を
し
た
う
え
で
、
団
体
の
風
変
わ
り
な
宗
教
活

動
お
よ
び
経
営
方
法
に
つ
い
て
の
記
事
を
掲
載
し
た
。
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
は
記
事
の
内
容
が
事
実
誤
認
で
あ
る
と
し
て
両
新
聞
社
に
対

し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
と
名
誉
毀
損
を
理
由
に
損
害
賠
償
請
求
を
事
実
審
裁
判
所
で
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
州
上
級
裁
判
所

(
W

ash
in

g
to

n
S

u
p

e
rio

r
C

o
u

rt)

に
提
訴
し
た
。

控
訴
人
及
び
上
告
人
で
あ
る
両
新
聞
社
は
こ
の
提
訴
を
受
け
、
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
に
対
す
る
事
件
に
お
い
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続

を
行
い
、
財
政
に
関
す
る
秘
密
情
報
を
含
む
文
書
提
出
を
要
求
し
た
。
し
か
し
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
は
、
一
〇
年
前
か
ら
の
財
団
へ
の
寄

付
者
の
身
元
リ
ス
ト
と
一
〇
年
間
の
財
団
の
会
員
名
簿
に
つ
い
て
は
提
出
を
拒
ん
だ
。
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両
新
聞
社
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
後
、
そ
こ
で
得
た
情
報
を
新
聞
記
事
に
利
用
す
る
目
的
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
当

該
文
書
の
提
出
を
拒
否
す
る
こ
と
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度
の
原
則
に
反
す
る
も
の
だ
と
主
張
し
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
提
出
命
令

(
p

ro
d

u
ctio

n
o

rd
e

r

）
を
同
州
上
級
裁
判
所
に
申
立
て
た
。

こ
の
申
立
て
に
対
し
、
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
は
、
こ
の
提
出
命
令
が
寄
付
者
及
び
会
員
の
信
仰
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
及
び
連
邦

憲
法
第
一
修
正
に
定
め
る
信
仰
の
自
由
に
反
す
る
と
主
張
し
た
。
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
は
、
両
新
聞
社
が
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
を
通
し

て
知
っ
た
情
報
を
新
聞
報
道
等
で
広
め
な
い
こ
と
を
命
じ
る
保
護
命
令
を
求
め
て
同
州
上
級
地
裁
に
申
立
て
を
し
た
。
同
裁
判
所
は
、

リ
ー
ン
ハ
ー
ト
の
申
立
て
に
つ
い
て
は
規
則
二
六(

ｃ)

に
し
た
が
っ
て
、「
正
当
事
由
」(

g
o

o
d

cau
se

）
に
当
た
る
証
拠
が
な
い
と

し
て
一
度
は
却
下
し
た
が
、
両
新
聞
社
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
以
来
、
第
三
者
か
ら
脅
迫
や
、
い
た
ず
ら
電
話
な
ど
の
危
害
を
受
け

て
い
る
事
実
が
提
示
さ
れ
た
た
め
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
上
級
裁
判
所
民
事
訴
訟
規
則
（W

ash
in

g
to

n
S

u
p

e
rio

r
C

o
u

rt
R

u
le

o
f

C
iv

il

P
ro

ce
d

u
re

）
二
六(

ｃ

(

�))

に
基
づ
い
て
、
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
の
申
立
て
を
認
め
、
両
新
聞
社
に
対
し
開
示
を
制
限
す
る
保
護
命
令
を
出

し
た

(

�)

。
そ
こ
で
両
新
聞
社
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
最
高
裁
に
上
訴
し
た
。
同
州
最
高
裁
は
、「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
に
お
い
て
提
出
さ
れ

る
情
報
を
新
聞
で
公
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
側
が
不
快
感
や
迷
惑
を
生
じ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
こ
の
手

続
を
通
し
て
知
っ
た
本
訴
に
必
要
の
な
い
情
報
を
悪
用
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
の
要
求
す
る
保
護
命
令
は
必

要

(

�)

」
で
あ
る
と
判
示
し
、「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
通
し
て
得
た
情
報
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
を
行
う
当
事
者
の
た
め
に
、
訴
訟
の

準
備
に
必
要
な
と
き
以
外
は
そ
の
使
用
を
認
め
な
い
」
と
し
た

(

�)

。
こ
の
判
断
に
対
し
、
両
新
聞
社
は
連
邦
最
高
裁
判
所
か
ら
裁
量
上

訴
受
理
令
状
（ce

rtio
rari

）
を
得
て
上
告
し
た

(

�)

。
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②
連
邦
最
高
裁
判
決

ワ
シ
ン
ト
ン
州
最
高
裁
が
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
け
る
保
護
命
令
の
正
当
性
を
認
め
た
の
に
対
し
、
上
告
人
で
あ
る
新
聞
社
は
、

保
護
さ
れ
た
情
報
を
広
め
る
、
も
し
く
は
公
表
す
る
こ
と
を
制
限
し
て
い
る
ワ
シ
ン
ト
ン
州
上
級
裁
判
所
の
保
護
命
令
自
体
が
違
憲

で
あ
る
（
表
現
の
自
由
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
）
と
し
て
、
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
氏
の
求
め
る
保
護
命
令
は
必
要
な
い
と
の
主
張
を
行

な
っ
た
。

こ
の
争
点
に
対
し
て
、
連
邦
最
高
裁
は
、
当
該
保
護
命
令
は
、
両
新
聞
社
の
連
邦
憲
法
第
一
修
正
の
表
現
の
自
由
を
侵
害
す
る
も

の
で
は
な
い
と
判
断
し
、
両
新
聞
社
の
主
張
を
却
下
し
た
原
審
判
決
を
支
持
し
た

(

�)

。

連
邦
最
高
裁
は
、
当
該
事
件
に
お
い
て
出
さ
れ
た
保
護
命
令
が
正
式
事
実
審
理
の
前
段
階
の
情
報
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
認
め
、
両
新
聞
社
が
公
表
し
よ
う
と
し
て
い
る
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
氏
の
情
報
自
体
は
、
同
州
上
級
裁
判
所
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続

を
通
し
て
得
た
情
報
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た

(

�)

。
連
邦
最
高
裁
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
る
情
報
と
は
連
邦
コ
モ
ン
ロ
ー
上
、

公
に
開
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
民
事
訴
訟
の
公
的
（p

u
b

lic

）
な
構
成
要
素
と
い
う
こ
と
の
で
き
る
正
式
事
実
審
理
部
分
で
も
な

い
、
つ
ま
り
私
的
（p

riv
ate

）
な
部
分
で
あ
る
、
と
し
た
。
し
か
も
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
情
報
は
、
一
般
に
正
式

事
実
審
理
で
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
な
い
か
、
少
し
だ
け
用
い
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
公
的
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

情
報
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
制
約
を
す
る
こ
と
は
公
的
な
情
報
に
対
す
る
制
約
に
は
該
当
し
な
い
と
し
た

(

�)

。
結
局
、
連
邦
最
高
裁

は
、
本
件
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
規
則
二
六(

ｃ)

に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
て
い
る
「
正
当
事
由
」
が
存
在
し
、
そ
の
上
で

保
護
命
令
を
出
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
正
式
事
実
審
理
前
段
階
の
民
事
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
他
の
情
報
源
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
に
関
し
て
制
限
す
る
場
合
に
概
当
せ
ず
、
憲
法
第
一
修
正
を
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
と
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判
示
し
た

(

�)

。

③
考
察

本
件
判
決
で
の
争
点
は
、
一
見
す
る
と
憲
法
第
一
修
正
の
表
現
の
自
由
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
の
問
題
で
あ
る
か
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
し
か
し
連
邦
最
高
裁
は
、
本
件
シ
ア
ト
ル
タ
イ
ム
ズ
事
件
を
通
し
て
規
則
二
六(

ｃ)

の
文
言
上
で
は
明
記
さ
れ
て
い
な

く
と
も
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
提
出
さ
れ
た
情
報
に
関
し
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
後
に
そ
の
情
報
を
使
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
も
保
護
命

令
に
よ
っ
て
制
約
で
き
る
こ
と
を
認
め
た
。

連
邦
最
高
裁
は
、
シ
ア
ト
ル
タ
イ
ム
ズ
判
決
の
下
で
、
憲
法
第
一
修
正
と
保
護
命
令
と
の
衡
量
は
、
規
則
二
六(

ｃ)

の
正
当
事
由

の
枠
組
み
の
中
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
た
。
す
な
わ
ち
「
も
し
正
当
事
由
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
問
題
と
な

っ
て
い
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
は
裁
判
上
保
護
を
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
検
討
の
た
め
に
公
に
開
示
さ
れ

る
べ
き
だ

(

�)

」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
判
決
は
ま
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
が
正
式
事
実
審
理
の
前
の
段
階
で
行
な
わ
れ
る
た
め
、
公
的
な
場
面
で
は
な
い
と
し
て
、

提
出
さ
れ
た
情
報
の
私
的
（p

riv
ate

）
側
面
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
、
提
出
さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
後
の
使
用
を

制
限
す
る
保
護
命
令
を
認
め
ら
れ
た
事
例
で
も
あ
る
。

シ
ア
ト
ル
タ
イ
ム
ズ
事
件
の
あ
と
、
憲
法
第
一
修
正
を
根
拠
に
し
て
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
に
対
す
る
公
的
ア
ク
セ
ス
権
に
つ

い
て
の
主
張
は
、
保
護
命
令
を
承
認
す
る
た
め
の
「
正
当
事
由
」
の
基
準
よ
り
も
若
干
、
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を

は
っ
き
り
示
し
た
の
は
、
サ
ン
ノ
ゼ
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
社
事
件
で
あ
る

(
�)

。
こ
の
事
件
に
お
い
て
第
九
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、

法と政治 59巻 4号 (2009年 1月)

ア
メ
リ
カ
民
事
訴
訟
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度

1067

一
六
三



デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
る
情
報
へ
の
公
の
ア
ク
セ
ス
権
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
連
邦
コ
モ
ン
ロ
ー
と
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
が
そ

の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
憲
法
第
一
修
正
が
公
に
民
事
訴
訟
記
録
へ
の
知
る
権
利
を
与
え
る
根
拠
と
な
る
か
ど

う
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
不
必
要
だ
と
判
断
し
た

(

�)

。

サ
ン
ノ
ゼ
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
社
は
、
雇
用
者
で
あ
る
市
に
対
し
て
二
人
の
女
性
警
察
官
が
お
こ
し
た
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
訴
訟
に
関
し
て
、
原
告
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
告
訴
し
た
後
に
、
被
告
側
の
市
が
専
門
家
か
ら
得
た
と
い
う
レ
ポ
ー

ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
た
。
被
告
は
、
原
告
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
た
た
め
、
原
告
は
強
制
的
な
提
出
を

地
方
裁
判
所
に
求
め
た
。
こ
の
開
示
請
求
に
同
新
聞
社
も
加
わ
ろ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
同
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
は
公
に
開
示
し
な
い
と
の
保
護
命
令
が
認
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
同
新
聞
社
は
、
訴
訟
参
加
を
申
立
て
、
こ
の
保
護
命
令
に
つ
い

て
修
正
を
求
め
た
が
、
地
方
裁
判
所
は
そ
れ
を
拒
否
し
た
。

こ
の
点
に
関
し
て
控
訴
を
受
け
た
第
九
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
地
方
裁
判
所
の
決
定
は
、「
一
般
公
衆
は
判
決
以
前
に
民
事
事
件

で
の
訴
訟
記
録
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
間
違
っ
た
法
的
原
則
に
基
づ
い
て
い
た

(

�)

」
と
し
て
、
裁
判
記
録
へ
の
ア

ク
セ
ス
権
が
連
邦
コ
モ
ン
ロ
ー
上
認
め
ら
れ
る
と
し
て
先
例
を
引
用
し
な
が
ら
、「
正
式
事
実
審
理
前
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
は
、

開
示
を
制
約
す
る
裁
判
所
の
保
護
命
令
が
な
い
限
り
、
推
定
上
公
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
確
立
さ
れ
た
原
則
で
あ
る
。
だ

が
、
地
方
裁
判
所
に
『
正
当
事
由
が
示
さ
れ
た
』
場
合
に
は
、
こ
の
推
定
を
覆
す
権
限
が
規
則
二
六(

ｃ)

に
よ
り
与
え
ら
れ
て
い
る
」

と
し
た

(

�)

。

サ
ン
ノ
ゼ
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
事
件
は
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
上
の
情
報
を
開
示
す

る
に
あ
た
っ
て
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
に
基
づ
い
た
権
利
を
明
確
に
基
礎
づ
け
た

(
�)

。
同
控
訴
裁
判
所
は
、
連
邦
コ
モ
ン
ロ
ー
と
連
邦
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民
事
訴
訟
規
則
に
基
づ
い
た
新
聞
社
の
ア
ク
セ
ス
権
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
憲
法
第
一
修
正
が
、
判
決
前
の
裁
判
記
録
へ
の
ア

ク
セ
ス
権
に
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
の
争
点
に
つ
い
て
は
別
な
日
の
決
定
に
託
し
た

(

�)

。
同
控
訴
裁
判
所
は
、「
私
た
ち
は
、
連
邦
コ

モ
ン
ロ
ー
上
の
ア
ク
セ
ス
権
が
、
民
事
事
件
で
提
出
さ
れ
た
正
式
事
実
審
理
前
の
文
書
に
拡
大
で
き
る
こ
と
を
明
示
し
て
き
た
。
他

の
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
こ
の
連
邦
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
権
利
は
、
中
間
判
決
の
申
立
て
に
関
連
し
て
提
出
さ
れ
た
文
書
に
及
ぶ
と
明

示
し
て
き
た
」
と
し
た

(

�)

。

シ
ア
ト
ル
タ
イ
ム
ズ
事
件
に
お
け
る
最
高
裁
判
決
以
前
に
は
、
正
式
事
実
審
理
前
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
公
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な

も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
保
護
命
令
は
こ
の
推
定
の
例
外
と
す
べ
き
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
「
訴
訟
当
事

者
が
、
訴
訟
に
つ
い
て
の
事
実
を
完
全
に
秘
密
に
し
て
お
き
た
い
と
い
う
意
思
が
あ
る
と
し
て
も
、
公
的
利
益
の
観
点
か
ら
そ
う
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
だ
ろ
う

(

�)

」
と
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
原
告
及
び
訴
訟
外
の
者
は
憲
法
第
一
修
正
の
権
利
を
主
張
す

る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
得
た
情
報
の
開
示
だ
け
で
な
く
、
保
護
命
令
で
す
ら
も
排
除
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
っ
た
。
ま
さ
に
公
的
な
知
る
権
利
が
、
私
人
や
私
企
業
の
守
秘
義
務
に
つ
い
て
の
主
張
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
た
と
言
え

る

(

�)

。し
か
し
な
が
ら
、
シ
ア
ト
ル
タ
イ
ム
ズ
事
件
に
よ
っ
て
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
に
お
い
て
当
事
者
で
な
い
第
三
者
の
利
益
が
考

慮
さ
れ
る
際
の
範
囲
が
保
護
命
令
を
求
め
る
時
の
「
正
当
事
由
」
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
制
限
さ
れ
た
。
連
邦
最
高
裁
は
、
新
聞
社

か
ら
情
報
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
た
め
の
保
護
命
令
を
支
持
し
、
地
裁
に
お
い
て
正
当
事
由
が
存
在
す
る
が
故
に
認
め
ら

れ
た
保
護
命
令
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
一
修
正
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
と
判
決
し
た
。
連
邦
最
高
裁
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
そ
の
も

の
が
制
定
法
上
の
権
利
で
あ
っ
て
、
憲
法
上
の
権
利
で
は
な
い
と
し
、
地
裁
が
訴
訟
当
事
者
に
最
初
に
情
報
を
集
め
さ
せ
、
そ
の
情
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報
の
使
用
に
つ
い
て
制
限
す
る
こ
と
は
正
当
な
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
訴
訟
当
事
者
は
、
裁
判
所
の
命
令
に
基
づ
い
て
集

め
た
そ
の
よ
う
な
情
報
を
拡
散
さ
せ
る
憲
法
上
の
権
利
を
持
た
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
た
。
こ
う
し
て
連
邦
最
高
裁
は
、
紛
争
の
裁

判
上
の
解
決
を
見
守
る
こ
と
に
公
的
な
関
心
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
正
式
事
実
審
理
自
体
は
伝
統
的
に
公
的
な
情
報
源
と
な
る

こ
と
は
認
め
て
い
る
が
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
推
定
的
に
公
的
な
手
続
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
は
一
定
の
限
定
を
加
え
た

(

�)

。

連
邦
最
高
裁
は
、｢
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権｣

と
「
規
則
二
六(

ｂ)(

Ⅰ)

に
よ
っ
て
許
さ
れ
る
正
式
事
実
審
理
前
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

の
自
由
さ
」
と
の
間
の
軋
轢
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
で
、
保
護
命
令
が
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
濫
用
を
妨
げ
る
と
い
う
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
。
ま
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
、
訴
訟
当
事
者
に
「
当
該
訴
訟
で
は
無
関
係
で
あ
り
、
し
か
も
も
し

公
に
開
示
さ
れ
た
ら
名
声
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
損
な
う
か
も
し
れ
な
い
」
情
報
を
得
る
た
め
の
機
会
を
も
与
え
る
こ
と
に
も
な
る
と

し
た

(

�)

。
こ
の
考
え
方
は
、
特
に
営
業
機
密
を
保
護
す
る
た
め
の
保
護
命
令
の
場
合
に
当
て
は
ま
る
。
な
ぜ
な
ら
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
さ

れ
た
営
業
機
密
の
公
的
な
開
示
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
上
の
利
益
と
財
産
権
の
利
益
の
両
方
を
巻
き
込
む
か
ら
で
あ
る
。

連
邦
最
高
裁
は
、
営
業
機
密
の
所
有
者
の
私
的
情
報
の
重
要
性
と
、
他
方
で
、
自
由
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
規
則
の
も
つ
問
題
点
を

正
確
に
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
憲
法
第
一
修
正
に
基
づ
く
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
の
情
報
を
拡
散
す
る
権
利
の
否
定
は
、
合
法
的
な

財
産
上
の
利
益
保
護
と
訴
訟
外
の
者
の
利
益
保
護
と
の
比
較
衡
量
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
の
問
題
を
裁
判
所
に
未
解
決
の
ま
ま
残
す

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
裁
判
所
は
、
そ
の
後
も
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
の
情
報
が
推
定
的
に
公
的
な
も
の
で
あ
る
か
の

よ
う
に
扱
い
続
け
、
そ
の
結
果
、
規
則
二
六(

ｃ)

と
州
法
の
同
じ
規
定
に
お
け
る
「
正
当
事
由
」
の
要
件
に
基
づ
い
て
申
立
て
を
し

た
当
事
者
に
対
し
て
、
開
示
が
深
刻
な
危
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
関
し
て
詳
細
な
立
証
を
行
う
よ
う
に
実
質
的
な
負
担
を
申
立
人

に
課
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
シ
ア
ト
ル
タ
イ
ム
ズ
事
件
判
決
で
の
明
言
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
く
つ
か
の
裁
判
所
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
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資
料
へ
の
公
的
ア
ク
セ
ス
権
を
再
び
支
持
し
始
め
て
い
る

(

�)

。
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
こ
と
営
業
機
密
に
関
す
る
分
野
で
は
、
シ

ア
ト
ル
タ
イ
ム
ズ
事
件
判
決
が
営
業
機
密
の
所
有
者
の
利
益
保
護
に
向
け
た
実
質
的
な
移
行
の
始
点
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る

(

�)

。

（
２
）
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
理
由
と
す
る
保
護
命
令
に
求
め
ら
れ
る
正
当
事
由
の
基
準
が
示
さ
れ
た
事
例

P
an

sy
v
.

B
o

ro
u

g
h

o
f

S
tro

u
d

sb
u

rg
,

2
3

F
.3

d
7

7
2
,

1
9

9
4

U
.S

.
A

p
p
.

L
E

X
IS

9
3

8
9
(

1
9

9
4)

.

パ
ン
ジ
ー
事
件
に
お
い
て
、
第
三
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
行
う
権
利
と
が
衝
突
す
る
場

合
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
主
張
者
が
保
護
命
令
を
求
め
る
際
に
立
証
す
べ
き
「
正
当
事
由
」
の
基
準
を
示
し
た
。
同
裁
判
所
は
、

規
則
二
六(

ｃ)

の
「
正
当
事
由
」
の
必
要
条
件
が
満
た
さ
れ
る
か
ど
う
か
決
定
す
る
際
に
裁
判
官
が
考
慮
す
べ
き
要
因
に
つ
い
て
、

パ
ン
ジ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
・
テ
ス
ト
（P

an
sy

B
alan

ce
T

e
st

）
と
い
う
リ
ス
ト
を
作
り
、
利
用
し
た
。
こ
の
パ
ン
ジ
ー
・
バ
ラ
ン
ス

・
テ
ス
ト
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

��
開
示
に
よ
っ
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
か
ど
う
か
。

��
情
報
が
合
法
的
な
目
的
の
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
不
適
切
な
目
的
の
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
。

��
情
報
の
開
示
が
当
事
者
の
当
惑
を
引
き
起
こ
す
か
ど
う
か
。

��
守
秘
性
が
公
衆
衛
生
と
公
衆
の
安
全
に
と
っ
て
重
要
な
情
報
を
犠
牲
に
し
た
上
で
求
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
。

��
訴
訟
当
事
者
間
の
情
報
の
共
有
が
訴
訟
の
公
正
さ
と
効
率
性
を
促
進
す
る
か
ど
う
か
。
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��
守
秘
性
に
つ
い
て
の
命
令
に
基
づ
い
て
利
益
を
得
る
当
事
者
が
、
公
的
団
体
ま
た
は
公
務
員
か
ど
う
か
。

��
当
該
事
件
が
公
衆
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
を
含
む
か
ど
う
か
。

第
三
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
が
正
当
事
由
を
考
え
る
一
つ
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
た
。
こ
の
パ
ン
ジ
ー
・
バ
ラ
ン
ス

・
テ
ス
ト
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
指
針
と
な
っ
た
パ
ン
ジ
ー
事
件
に
つ
い
て
そ
の
内
容
と
裁
判
所
の
判
断
を
以
下
に
示
す
。

な
お
こ
の
事
件
は
、P

an
sy

（
以
下
、
パ
ン
ジ
ー
と
す
る
。）
対S

to
ro

u
d

sb
u

rg

（
以
下
、
ス
ラ
ウ
ズ
バ
ー
グ
市
と
す
る
。）
の
事
件

の
裁
判
記
録
の
開
示
を
求
め
たN

e
w

sp
ap

e
rs

（
以
下
、
ニ
ュ
ー
ズ
ペ
ー
パ
ー
ズ
社
と
す
る
。）
と
裁
判
所
と
の
や
り
取
り
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
点
に
注
目
し
、
以
下
の
事
件
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
事
実

一
九
九
一
年
五
月
に
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
ス
ラ
ウ
ズ
バ
ー
グ
市
の
警
察
署
長
を
し
て
い
た
パ
ン
ジ
ー
は
同
市
に
対
し
て
公
民

権
を
侵
害
さ
れ
た
と
主
張
し
て
、
連
邦
公
民
権
法
（4

2
U

.S
.C

.
�

1
9

8
3

）
を
根
拠
に
地
方
裁
判
所
に
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
訴

し
た
。
パ
ン
ジ
ー
は
、
前
任
の
署
長
を
し
て
い
る
間
、
市
当
局
に
よ
っ
て
彼
の
身
辺
調
査
が
行
な
わ
れ
、
駐
車
場
の
メ
ー
タ
ー
代
金

の
不
適
当
な
取
扱
い
に
つ
い
て
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
た
。
ス
ラ
ウ
ズ
バ
ー
グ
市
は
、
起
訴
を
理
由
に
パ
ン
ジ
ー
を

署
長
の
地
位
か
ら
一
般
の
巡
査
へ
と
降
格
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
ま
も
な
く
パ
ン
ジ
ー
は
解
雇
さ
れ
た
の
で
、
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
な
お
、
刑
事
事
件
の
容
疑
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
パ
ン
ジ
ー
は
最
終
的
に
す
べ
て
の
刑
事
告
発
を
免
除
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
パ
ン
ジ
ー
と
ス
ラ
ウ
ズ
バ
ー
グ
市
は
公
民
権
訴
訟
を
決
着
さ
せ
る
こ
と
に
合
意
し
、
そ
の
和
解
条
項
を
地
裁
に
提
出
し
、

法と政治 59巻 4号 (2009年 1月)

論

説

1072

一
六
八



審
理
さ
れ
た
。
一
九
九
二
年
六
月
五
日
、
地
裁
は
和
解
の
条
件
を
両
者
に
再
検
討
す
る
こ
と
を
指
示
す
る
と
同
時
に
、「
和
解
の
条

件
に
つ
い
て
は
守
秘
性
を
保
持
し
て
い
る
の
で
、
当
事
者
は
、
命
令
に
よ
っ
て
そ
の
守
秘
性
を
遵
守
す
る
よ
う
に

(

�)

」
と
述
べ
た
。
そ

こ
で
、
和
解
の
内
容
に
条
件
を
付
し
た
上
、
和
解
内
容
に
関
し
当
事
者
に
歩
み
寄
る
よ
う
指
示
し
た
。
し
か
し
結
局
、
和
解
の
訂
正

案
は
当
事
者
に
よ
っ
て
一
度
も
地
裁
に
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
九
二
年
一
〇
月
二
二
日
、
地
方
紙
を
発
行
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ズ
ペ
ー
パ
ー
ズ
社
は
、
ス
ラ
ウ
ズ
バ
ー
グ
市
に
対
し
公
民
権
法

違
反
に
つ
い
て
の
当
該
事
件
に
関
す
る
情
報
と
和
解
条
項
を
含
む
文
書
の
公
開
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ス
ラ
ウ
ズ
バ
ー
グ
市
は
、

一
九
九
二
年
六
月
五
日
の
和
解
文
書
に
対
す
る
裁
判
所
の
守
秘
に
関
す
る
命
令
が
そ
の
開
示
を
禁
止
し
て
い
た
と
い
う
理
由
に
基
づ

い
て
、
和
解
条
項
そ
の
も
の
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
文
書
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
同
社
に
認
め
る
こ
と
拒
否
し
、
そ
れ
に
対
す
る
同
社
の

申
立
て
を
受
け
た
地
裁
も
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
同
社
は
連
邦
控
訴
裁
に
控
訴
し
た
。

②
争
点

本
件
の
争
点
は
、
ニ
ュ
ー
ズ
ペ
ー
パ
ー
ズ
社
の
当
事
者
適
格
性
、
訴
訟
参
加
権
限
、
及
び
公
的
な
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
の
有
無

に
つ
い
て
で
あ
る
。

③
判
断

第
三
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
ま
ず
ニ
ュ
ー
ズ
ペ
ー
パ
ー
ズ
社
の
当
事
者
適
格
性
及
び
訴
訟
参
加
権
限
に
つ
い
て
否
定
し
、
さ
ら
に
、

公
的
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
に
関
し
て
は
、
和
解
条
項
は
、「
裁
判
記
録
」(

ju
d

icial
re

co
rd

）
で
は
な
い
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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和
解
条
項
へ
の
ニ
ュ
ー
ズ
ペ
ー
パ
ー
ズ
社
の
ア
ク
セ
ス
権
は
な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ニ
ュ
ー
ズ
ペ
ー
パ
ー
ズ
社
は
、
両
者
に

協
議
す
る
よ
う
命
じ
る
前
の
和
解
文
書
は
「
裁
判
記
録
」
で
あ
る
と
反
論
し
た
。
し
か
し
、
控
訴
裁
は
こ
の
議
論
は
誤
っ
て
い
る
と

し
、
和
解
条
項
に
関
し
て
は
、
当
該
和
解
案
は
、
地
裁
か
ら
再
検
討
を
命
じ
ら
れ
、
再
検
討
の
た
め
に
両
当
事
者
に
戻
さ
れ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
ま
だ
裁
判
記
録
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
の
立
場
を
示
し
、
地
裁
が
当
該
文
書
の
守
秘
性
の
決
定
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
の
前
の
文
書
に
つ
い
て
公
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
裁
判
上
の
文
書
と
決
定
し
た
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
間
、

裁
判
所
が
あ
る
文
書
に
つ
い
て
保
護
命
令
を
出
し
た
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
文
書
は
通
常
、
公
的
に
ア
ク
セ
ス
し
う
る
文
書
と
は
な
ら

な
い
、
と
判
断
し
た
。

さ
ら
に
控
訴
裁
判
所
は
、
保
護
命
令
と
の
関
係
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情

報
に
関
す
る
保
護
命
令
を
得
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
当
事
者
は
、『
正
当
事
由
』
が
存
在
す
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
確
立
さ
れ
て
い
る

(

�)｣

。
本
件
に
お
い
て
は
、
守
秘
性
の
命
令
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
に
対
し
て
で
は
な
く
和
解
文
書
に

つ
い
て
示
さ
れ
た
。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
に
対
す
る
保
護
命
令
と
訴
訟
資
料
に
関
す
る
守
秘
性
の
命
令
に
は
、
同
種
の
特
徴
が
あ

り
、
類
似
し
た
公
的
関
心
を
引
き
起
こ
す
。
そ
の
よ
う
な
命
令
の
す
べ
て
は
、
訴
訟
当
事
者
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
提
供
す
る

目
的
を
持
ち
、
そ
の
一
方
で
、「
裁
判
手
続
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
情
報
を
得
た
い
と
す
る
公
的
な
権
利
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益

と
の
均
衡
の
問
題
を
生
じ
る
。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
関
す
る
保
護
命
令
と
訴
訟
資
料
に
対
す
る
守
秘
性
の
命
令
は
、
和
解
を
促
進
す

る
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
、
訴
訟
の
進
行
を
助
け
る
。
保
護
命
令
と
守
秘
性
の
命
令
は
、
機
能
的
に
は
同
種
で
、
公
的
関
心
と
個
人

の
間
で
釣
合
い
が
と
れ
て
い
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
裁
判
所
は
、
守
秘
性
の
命
令
が
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
段
階
あ
る
い

は
和
解
を
含
む
訴
訟
の
他
の
ど
の
段
階
に
お
い
て
も
、
与
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
正
当
事
由
が
示
さ
れ
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い

(

�)

」
と
述
べ
た
。
示
さ
れ
た
正
当
事
由
が
保
護
命
令
を
受
け
る
た
め
に
存
在
す
る
か
ど
う
か
考
え
る
際
に
、
第
三
連
邦
控

訴
裁
判
所
は
、
パ
ン
ジ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
・
テ
ス
ト
を
採
用
し
た
。

同
控
訴
裁
は
、「
正
当
事
由
は
、
情
報
開
示
の
阻
止
を
求
め
て
い
る
当
事
者
に
よ
っ
て
明
確
に
提
起
さ
れ
、
ま
た
開
示
が
重
大
な

損
害
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
の
提
示
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
る
。
こ
の
損
害
は
特
定
し
て
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
過
去
の
判
決
を
引
用
し

(

�)

、「
特
殊
な
例
や
、
技
巧
的
理
由
付
け
だ
け
で
実
体
化
さ
れ
て
い
な
い
幅
広
い
損
害
の
主
張
だ
け
で
は
、

正
当
事
由
の
提
示
と
は
な
ら
な
い
。(

中
略)

保
護
命
令
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
し
よ
う
と
し
て
い
る
す
べ
て
の
文
書
の
保
護
を
正
当
化

す
る
立
証
の
責
任
は
保
護
命
令
を
求
め
て
い
る
当
事
者
に
求
め
ら
れ
る
」
と
し
た

(

�)

。

こ
の
パ
ン
ジ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
・
テ
ス
ト
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
同
控
訴
裁
は
、
正
当
事
由
が
保
護
命
令
の
た
め
に
存
在
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
考
慮
す
る
場
合
に
は
、
連
邦
裁
判
所
が
一
般
的
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
手
続
を
採
用
し
て
き
た
と
し
た
。
つ
ま
り
、

裁
判
所
に
は
、
情
報
の
開
示
を
要
求
を
し
て
い
る
当
事
者
の
必
要
性
と
、
無
制
約
な
開
示
が
許
さ
れ
る
と
き
に
生
じ
る
か
も
し
れ
な

い
損
害
と
の
比
較
衡
量
が
求
め
ら
れ
る
。
比
較
衡
量
の
結
果
、
保
護
を
受
け
る
情
報
の
持
ち
主
へ
の
リ
ス
ク
が
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の

必
要
性
に
勝
る
も
の
な
ら
ば
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
の
開
示
は
強
要
さ
れ
な
い
。
他
方
、
い
っ
た
ん
裁
判
所
が
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

ー
情
報
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
と
決
定
し
た
な
ら
ば
、
次
の
問
題
は
、
規
則
二
六(

ｃ)(

７)

の
最
後
の
条
項

に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
が
「
一
定
の
指
定
さ
れ
た
方
法
だ
け
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
」
べ
き
か
否
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
開
示
が
制
限
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
、
保
護
を
求
め
て
い
る
当
事
者(

ま
た
は
第
三
者)

に
対
す
る
リ
ス
ク
と
、
一
般

大
衆
へ
の
開
示
の
重
要
性
と
の
釣
合
い
次
第
で
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
裁
判
所
は
、
開
示
の
否
定
的
な
結
果
を
最

小
化
す
る
と
同
時
に
、
公
共
の
利
益
の
た
め
に
保
護
命
令
の
内
容
を
解
釈
す
る
こ
と
に
お
い
て
相
当
な
柔
軟
性
を
持
っ
て
い
る

(

�)

。
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衡
量
す
る
際
に
認
め
ら
れ
る
一
つ
の
利
益
は
、
シ
ア
ト
ル
タ
イ
ム
ズ
事
件
で
確
認
さ
れ
た
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
利
益
で
あ
る
。

裁
判
所
が
、
そ
の
よ
う
な
保
護
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
合
理
的
に
認
定
で
き
る
当
事
者
に
対
し
て
は
、
不
要
な
、
ま
た
は
重

大
な
苦
痛
を
防
止
す
る
た
め
に
保
護
を
命
じ
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
利
益
は
、
保
護
を
求
め
て
い
る
当
事
者
が
合
法
な
公
開
審
査
を
受
け
る
と
さ
れ
て
い
る
公
的

な
人

(
p

u
b

lic
p

e
rso

n)

で
あ
る
時
に
は
同
一
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
第
三
連
邦
控
訴
裁
判
所
が
か
つ
て
扱
っ
た
ス
ミ
ス
事
件
の
判

断
で
あ
る
が

(

�)

、
そ
こ
で
同
裁
判
所
は
、「
一
般
大
衆
は
、
官
公
庁
で
働
く
人
々
の
高
潔
性
や
高
潔
性
の
有
無
に
関
し
て
相
当
な
関
心

を
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た

(
�)
。
つ
ま
り
、
裁
判
所
が
、
正
当
事
由
の
バ
ラ
ン
ス
・
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
際
に
考
慮
す
べ
き
一
つ
の
要

素
は
、
保
護
命
令
か
ら
利
益
を
得
る
当
事
者
が
、
公
共
団
体
自
体
か
、
あ
る
い
は
公
務
員
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
本
件
パ

ン
ジ
ー
事
件
に
お
い
て
は
、「
も
し
当
該
和
解
条
項
が
、
公
的
な
性
質
の
問
題
、
ま
た
は
公
的
な
当
事
者
を
含
み
、
正
当
に
公
的
な

関
心
事
を
含
む
も
の
で
あ
れ
ば
、
保
護
命
令
を
裁
可
す
る
か
、
裁
可
を
維
持
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
点
は
勘
案
し
て
衡
量
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
素
と
な
る
」
と
し
、
ま
た
「
他
方
、
事
案
が
私
人
の
訴
訟
当
事
者
を
含
み
、
正
当
な
公
共
利
益
の
問
題
に

ほ
と
ん
ど
関
係
し
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
保
護
命
令
を
与
え
る
か
、
そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
に
対
し
て
有
利
に
働
く
要
素
で
あ
る

べ
き
で
あ
る
」
と
判
断
し
た

(

�)

。

④
意
義

本
件
で
、
控
訴
裁
判
所
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
っ
て
情
報
を
開
示
さ
せ
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
決
定
し
、
そ
の
根
拠
は
、

規
則
二
六(

ｃ)(

７)

の
条
項
に
よ
る
と
し
た
。
つ
ま
り
裁
判
所
は
、
当
該
情
報
や
資
料
が
「
開
示
さ
れ
る
べ
き
」
か
否
か
と
い
う
判
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断
に
入
る
場
合
に
、
保
護
を
求
め
て
い
る
当
事
者
（
ま
た
は
第
三
者
）
へ
の
損
害
と
公
へ
の
開
示
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
裁
判
上
の

バ
ラ
ン
ス
に
依
拠
し
て
、
こ
の
開
示
が
制
限
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

こ
と
に
よ
っ
て
裁
判
所
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
に
対
し
て
保
護
命
令
の
決
定
を
行
う
際
に
、
公
共
利
益
に
供
す
る
こ
と
の
可
能

性
を
考
慮
す
る
と
い
う
柔
軟
性
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
裁
判
所
は
、
訴
訟
準
備
の
状
況
に
応
じ
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情

報
を
保
護
す
る
命
令
を
裁
可
す
る
際
に
、
人
物
に
関
す
る
情
報
の
保
護
と
、
そ
の
開
示
さ
れ
た
情
報
を
公
と
称
す
る
私
人
が
用
い
る

そ
の
使
用
目
的
と
そ
の
方
法
に
つ
い
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
バ
ラ
ン
ス
・
テ
ス
ト
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
私
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
の
利
益
は
、
裁
判
所
が
当
該
私
人
に
不
必
要

な
、
ま
た
は
重
大
な
痛
み
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
守
秘
性
の
命
令
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
は
適
切
な
も
の

と
し
て
支
持
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
律
に
、
ま
た
包
括
的
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
で
あ
れ
ば
保
護
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

裁
判
所
が
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
、
情
報
の
開
示
が
訴
訟
の
目
的
の
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
不
当
な
目
的
で
求
め

ら
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。
保
護
命
令
を
求
め
る
者
は
、
当
該
情
報
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
利
益
と
な
る
点
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
不
当

な
目
的
で
利
用
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
、｢

正
当
事
由｣

を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
、
特
許
情
報

特
許
侵
害
事
件
で
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
い
て
、
当
事
者
に
守
秘
性
の
あ
る
技
術
上
及
び
財
政
上
の
情
報
を
ラ
イ
バ
ル
関
係

に
あ
る
相
手
方
に
提
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
特
許
や
そ
の
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
記
録
は
、
訴
訟
当
事
者
で
あ

る
企
業
に
と
っ
て
生
命
線
で
も
あ
る
。
結
果
的
に
訴
訟
そ
の
も
の
よ
り
も
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
の
開
示
に
よ
っ
て
、
企
業
経
営
に
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と
っ
て
致
命
的
な
事
態
を
招
い
た
り
、
高
額
の
和
解
金
の
支
払
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
最
終
的
に
割
の
合
わ
な
い
ク

ロ
ス
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
結
ば
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
う
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
特
許
侵
害
訴
訟
に
お
い
て
は
、
他
の
事
件

と
違
い
、
事
件
の
最
初
の
段
階
で
守
秘
性
あ
る
情
報
の
提
出
及
び
そ
の
取
扱
い
を
規
制
す
る
保
護
命
令
の
た
め
に
「
正
当
事
由
」
を

如
何
に
う
ま
く
構
成
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
、
当
事
者
は
相
当
な
注
意
と
最
大
限
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る

(

�)

。

し
た
が
っ
て
、
規
則
二
六(

ｃ)

に
定
め
ら
れ
る
保
護
命
令
は
、
特
許
侵
害
訴
訟
に
お
い
て
は
、
そ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
の
開

示
を
阻
止
す
る
か
、
あ
る
い
は
制
約
す
る
た
め
の
効
果
的
な
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
情
報
開
示
が
制
約
さ
れ
る
場
合
で
も
保
護
命
令

の
下
で
守
秘
性
の
あ
る
情
報
を
誰
に
ア
ク
セ
ス
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
そ
れ
以
降
の
訴
訟
戦
術
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
。
そ
こ
で
、
一
方
当
事
者
が
他
方
当
事
者
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
要
求
に
制
限
を
求
め
る
よ
う
な
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
特
許
訴
訟

に
お
い
て
は
、
当
事
者
の
営
業
機
密
や
そ
の
他
の
守
秘
性
あ
る
情
報
や
財
産
に
関
す
る
情
報
の
開
示
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
デ
ィ
ス

カ
バ
リ
ー
に
着
手
す
る
前
に
、
当
事
者
間
で
、「
合
意
あ
る
保
護
命
令
」
に
つ
い
て
協
議
し
、
合
意
さ
れ
た
保
護
命
令
を
裁
判
所
に

申
立
て
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
規
則
二
六(

Ｂ)(
１)
は
二
〇
〇
〇
年
に
修
正
さ
れ
、「(

弁
護
士
‐
依
頼
人
間
の
よ
う
な)

特
権
化

さ
れ
た
も
の
を
除
き
、
当
事
者
は
、
当
事
者
の
主
張
ま
た
は
抗
弁
に
関
係
が
あ
る
事
柄
に
関
し
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
訴
訟
当
事
者
が
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
通
し
て
、
特
許
の
元
と
な
る
デ
ザ
イ
ン

や
企
画
に
関
す
る
特
許
の
周
辺
情
報
を
簡
単
に
入
手
で
き
る
こ
と
も
起
こ
る
。
実
際
に
、
特
許
侵
害
訴
訟
の
原
告
は
、
特
許
の
故
意

侵
害
の
主
張
を
し
た
後
に
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
で
得
た
被
告
の
情
報
か
ら
新
た
に
問
題
と
な
る
争
点
を
追
加
し
た
が
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
回
避
す
る
た
め
、
こ
の
「
訴
訟
の
主
要
な
論
点
に
関
連
す
る
事
柄
」
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
お
こ
な
う
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た
め
の
「
正
当
事
由
」
を
示
す
こ
と
が
必
要
条
件
と
さ
れ
た

(

�)

。
し
か
も
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
、
出
し
抜
き
行
為
の
禁
止
、
和
解
の
促

進
、
及
び
手
続
の
規
則
的
行
為
を
育
成
す
る
た
め
に
正
当
化
さ
れ
て
お
り
、
裁
判
所
も
繰
り
返
し
こ
の
点
か
ら
証
拠
に
つ
い
て
検
討

す
る
た
め
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る

(

�)

。
し
た
が
っ
て
、
争
点
が
、
当
該
特
許
の
侵
害
性
、
特
許
性
、
損

害
そ
し
て
差
止
め
救
済
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き

(

�)

、
そ
れ
に
関
連
す
る
証
拠
の
提
出
の
た
め
に
も
「
正
当
事
由
」
が
必
要
と

な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
正
当
事
由
」
は
、
当
該
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
い
て
当
事
者
が
「
そ
れ
が
正
当
化
さ
れ
る
と
信
じ
る
理
由

を
は
っ
き
り
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
」
に
存
在
し
う
る
と
さ
れ
る

(

�)

。

（
１
）
特
許
侵
害
訴
訟
で
特
許
侵
害
者
の
顧
客
に
対
す
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
「
保
護
命
令
」(

p
ro

te
ctiv

e
o

rd
e

r

）
に
よ
っ
て

阻
ま
れ
た
事
例

M
u

rata
M

an
u

factu
rin

g
C

o
.

v
.

B
e

l
F

u
se

In
c.,

2
3

4
F

.R
.D

.
1

7
5
,

2
0

0
6

U
.S

.
D

ist.(
2

0
0

6)
.

ム
ラ
タ
製
作
所
（
以
下
、
ム
ラ
タ
と
す
る
。）
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
用
い
ら
れ
る
モ
ジ
ュ
ラ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
と
そ
れ
に
類
似
す
る

電
子
的
デ
バ
イ
ス
に
つ
い
て
の
特
許
を
所
有
し
て
お
り
、
こ
の
モ
ジ
ュ
ラ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
は
ノ
イ
ズ
抑
止
機
能
を
持
っ
て
い
る
た
め
に

外
部
か
ら
の
電
磁
シ
グ
ナ
ル
の
反
対
効
果
を
減
退
さ
せ
る
と
い
う
特
色
が
あ
っ
た
。
ム
ラ
タ
の
申
立
て
に
よ
る
とB

e
l

F
u

se
In

c.

（
以
下
、
ベ
ル
と
す
る
。）
が
、
こ
の
特
許
に
関
す
る
合
衆
国
特
許
法3

5
U

.S
.C

�
2

7
1
(

a)

に
違
反
し
、
特
許
侵
害
し
た
モ
ジ
ュ

ラ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
を
合
衆
国
内
に
お
い
て
製
造
し
、
使
用
し
、
販
売
し
、
か
つ
輸
入
し
、
あ
る
い
は
販
売
の
た
め
に
提
供
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
同
法3

5
U

.S
.C

�
2

7
1
(

b)

に
違
反
し
、
第
三
者
に
よ
る
侵
害
を
誘
発
（in

d
u

ce

）
し
、
ま
た
誘
導
し
続
け
て
い
る
こ

と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

(

�)

。
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ム
ラ
タ
は
、
そ
こ
で
ベ
ル
の
営
業
活
動
の
内
容
を
知
る
た
め
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
に
お
い
て
ベ
ル
の
顧
客
名
簿
の
開
示
を
要

求
し
た
が
、
ベ
ル
は
こ
れ
に
対
し
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
拒
否
す
る
た
め
に
保
護
命
令
を
求
め
た
。
他
方
、
ム
ラ
タ
は
、
ベ
ル
の
保

護
命
令
で
示
さ
れ
た
正
当
事
由
に
は
根
拠
が
な
い
と
し
て
、
そ
の
請
求
無
効
を
申
立
て
た
。

①
事
実
の
概
要
―
保
護
命
令
に
つ
い
て

二
〇
〇
四
年
一
月
二
八
日
、
連
邦
地
方
裁
判
所
イ
リ
ノ
イ
州
北
部
地
区
の
ブ
ラ
ウ
ン
（B

ro
w

n

）
裁
判
官
は
、
ベ
ル
の
保
護
命
令

の
申
立
て
を
認
め
る
一
方
で
、
ム
ラ
タ
に
対
し
て
は
、
ベ
ル
の
経
営
上
の
情
報
を
得
る
た
め
に
「
顧
客
情
報
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
を
す
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
拠
を
示
す
こ
と
で
新
し
い
申
立
て
を
す
る
の
は
自
由
で
あ
る

(

�)

」
と
し
た
。

そ
こ
で
ム
ラ
タ
は
、
同
年
二
月
一
一
日
に
ベ
ル
に
対
し
て
「
顧
客
を
確
認
す
る
文
書
を
提
出
さ
せ
る
た
め
の
新
し
い
申
立
て
」
を

提
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ベ
ル
は
、
再
度
、
そ
れ
に
対
し
保
護
命
令
の
申
立
て
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ブ
ラ
ウ
ン
裁
判
官
は
、
ベ
ル

の
保
護
命
令
の
申
立
て
は
認
め
た
が
、
ム
ラ
タ
の
申
立
て
を
否
定
し
た
。
彼
は
、「
公
正
の
見
地
か
ら
ム
ラ
タ
に
ベ
ル
の
顧
客
名
簿

情
報
を
得
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
再
検
討
す
る
」
と
述
べ
た

(

�)

。
こ
の
点
に
つ
い
て
同
裁
判
官
は
、「
ム
ラ
タ
は
、

問
題
と
な
っ
た
侵
害
者
の
顧
客
が
宣
誓
供
述
を
行
っ
た
と
か
、
問
題
と
な
っ
た
侵
害
者
が
特
許
所
有
権
者
の
意
思
に
反
し
て
商
事
的

な
成
功
を
立
証
す
る
た
め
に
そ
の
顧
客
名
簿
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
、
と
の
主
張
に
関
し
て
は
何
ら
の
先
例
的
ケ
ー
ス
も
根
拠
と
し

て
示
さ
な
か
っ
た

(

�)

。」
と
し
た
。
そ
の
た
め
同
裁
判
所
は
、
ム
ラ
タ
が
ベ
ル
の
顧
客
と
接
触
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
命
令
に
入
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
ム
ラ
タ
は
、
訴
訟
が
最
後
の
段
階
に
到
達
し
て
い
る
た
め
、
状
況
は
変
わ
っ
て
い
る
と
し
、
同
裁
判
所
に
対
し
、
ベ
ル

の
保
護
命
令
を
無
効
に
し
、
ベ
ル
の
顧
客
に
対
す
る
ム
ラ
タ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
許
す
こ
と
を
要
求
し
、
第
二
の
修
正
申
立
て
を
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行
っ
た
。
ム
ラ
タ
は
、
裁
判
所
の
保
護
命
令
が
、
こ
の
新
し
い
ク
レ
ー
ム
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
実
行
す
る
こ
と
を
著
し

く
妨
げ
て
い
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
。
実
際
、
ベ
ル
に
対
す
る
規
則
三
〇(

Ｂ)(

６)

に
よ
る
証
言
録
取
の
間
、
ベ
ル
の
弁
護
士
は
、

予
想
さ
れ
る
証
人
に
対
し
て
、
顧
客
で
あ
るM

icro
so

ft

に
関
す
る
質
問
に
つ
い
て
は
答
え
な
い
よ
う
に
指
示
し
て
い
た
。
こ
れ
に

対
し
、
ム
ラ
タ
は
、
ベ
ル
が
証
人
を
脅
迫
し
て
い
る
と
主
張
し
、
当
該
保
護
命
令
が
禁
止
し
て
い
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
実
行
す
る

こ
と
な
く
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し
て
抗
弁
で
き
な
い
と
主
張
し
て
、
保
護
命
令
を
無
効
に
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

②
争
点

本
件
の
争
点
は
、
新
た
に
特
許
侵
害
申
立
て
が
追
加
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
て
い
た
保
護
命
令
は
無
効
と
な
る

か
ど
う
か
で
あ
る
。

③
判
旨

１

保
護
命
令
を
無
効
と
す
る
た
め
の
要
件

本
件
に
お
い
て
地
裁
の
ブ
ラ
ウ
ン
裁
判
官
は
、
ム
ラ
タ
が
ベ
ル
の
顧
客
に
接
触
し
た
な
ら
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
不
都
合
が
あ
り
得

る
と
す
る
ベ
ル
の
主
張
が
、
規
則
二
六(

ｃ)

の
正
当
事
由
に
該
当
す
る
と
し
た
。
と
い
う
の
も
、
ム
ラ
タ
は
ベ
ル
の
挙
げ
た
正
当
事

由
を
覆
す
よ
う
な
判
例
を
一
件
も
挙
げ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
保
護
命
令
を
無
効
と
す
る
要
件
を
、B

ay
e

r
A

G
an

d

M
ile

s,
In

c.

事
件
判
決

(

�)

に
依
拠
し
て
示
し
た
。
そ
の
要
件
は
ま
ず
、
保
護
命
令
の
性
質
、
次
に
保
護
命
令
が
出
さ
れ
た
と
き
に
現
わ

れ
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
予
見
可
能
性
、
そ
し
て
こ
の
命
令
に
対
す
る
当
事
者
の
信
頼
、
及
び
正
当
事
由
の
有
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無
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
要
件
の
う
ち
本
件
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
保
護
命
令
の
性
質
と
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
る
情
報
の

如
何
に
関
し
て
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
き
以
下
、
検
討
し
て
い
る
。

２

保
護
命
令
の
性
質

保
護
命
令
を
無
効
に
す
べ
き
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
際
に
、
同
裁
判
所
は
保
護
命
令
の
性
質
と
、「
そ
れ
が
裁
判
所
に
強
要
さ
れ

た
か
、
当
事
者
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
か
に
関
係
な
く
、
そ
の
範
囲

(

�)

」
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
同
裁
判
所
は
、
こ

の
保
護
命
令
の
範
囲
に
関
し
て
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
特
定
し
て
い
る

そ
れ
は
、「
包
括
的
保
護
命
令
」(

u
m

b
re

lla
p

ro
te

ctiv
e

o
rd

e
r)

、「
全
面
的
保
護
命
令
」(

b
lan

k
e

t
p

ro
te

ctiv
e

o
rd

e
r)

、｢

特
別

な
種
類
の
情
報
を
守
る
保
護
命
令
」
で
あ
る
。「
包
括
的
保
護
命
令
」
は
全
て
の
保
護
命
令
を
認
め
る
と
い
う
も
の
で
、「
全
面
的
保

護
命
令
」
は
、
当
事
者
に
営
業
機
密
や
他
の
秘
密
の
商
業
的
な
情
報
を
含
む
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
文
書
全
体
を
保
護
す
る
も
の
で
あ

る

(

�)

。
こ
の
種
の
保
護
命
令
は
、
営
業
機
密
に
関
す
る
訴
訟
、
と
く
に
競
合
企
業
間
の
事
件
に
お
い
て
当
事
者
に
よ
っ
て
同
意
さ
れ
、

裁
判
所
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
。
当
事
者
双
方
が
同
意
し
て
い
る
た
め
、
後
に
保
護
命
令
を
修
正
し
た
り
無
効
に
し
た
り
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
他
方
、「
特
別
な
種
類
の
情
報
を
守
る
」
保
護
命
令
は
、「
正
当
事
由
」
の
産
物
で
あ
り
、
こ
れ
も
修
正
も
し
く
は

無
効
に
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
本
件
で
は
問
題
と
な
っ
た
保
護
命
令
の
性
質

(

い
ず
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
か)

が
、

争
点
に
な
っ
て
お
り
、
同
裁
判
所
は
準
備
書
面
の
交
換
と
口
頭
に
よ
る
陳
述
を
経
て
正
当
事
由
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
ム
ラ

タ
の
保
護
命
令
無
効
の
申
立
て
よ
り
も
ベ
ル
の
主
張
す
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
拒
否
す
る
た
め
の
保
護
命
令
を
重
要
視
し
た
。
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３

正
当
事
由
の
有
無

ム
ラ
タ
は
、
ベ
ル
の
保
護
命
令
を
無
効
と
す
る
正
当
事
由
と
し
て
、
ベ
ル
が
特
許
侵
害
の
誘
因
（in

d
u

ce
m

e
n

t
o

f
in

frin
g
e

m
e

n
t

）

の
ク
レ
ー
ム
を
新
た
に
加
え
て
い
た
こ
と
、
ベ
ル
が
ム
ラ
タ
の
顧
客
に
対
す
る
召
喚
状
を
求
め
た
こ
と
、
そ
し
て
ベ
ル
が
ム
ラ
タ
の

誘
因
の
ク
レ
ー
ム
に
対
し
て
中
間
判
決
を
要
求
し
て
い
る
と
い
う
三
つ
の
事
実
を
挙
げ
た
。
保
護
命
令
の
無
効
を
求
め
て
い
る
当
事

者
が
、
そ
れ
を
根
拠
づ
け
る
正
当
事
由
を
確
立
し
て
い
る
か
ど
う
か
考
慮
す
る
場
合
に
、
裁
判
所
は
、
当
事
者
の
求
め
る
保
護
命
令

の
必
要
性
と
、
そ
れ
に
反
対
し
て
い
る
当
事
者
の
利
益
と
を
比
較
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
件
の
裁
判
所
は
、
ベ
ル
に
よ
る
ム
ラ
タ
の

被
特
許
権
者
の
召
喚
や
、
ベ
ル
の
中
間
判
決
の
申
立
て
が
脅
威
で
あ
る
と
す
る
ム
ラ
タ
の
主
張
を
却
下
し
た

(

�)

。
そ
の
理
由
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
ベ
ル
が
ム
ラ
タ
に
よ
る
特
許
侵
害
の
誘
因
ク
レ
ー
ム
に
関
す
る
中
間
判
決
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
ム

ラ
タ
に
と
っ
て
は
脅
威
と
な
り
、
そ
の
た
め
保
護
命
令
を
無
効
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は
正
当
事
由
で
は
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
規
則
五
六(

ｂ)

の
下
で
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
無
い
場
合
で
さ
え
、
被
告
は
常
に
中
間
判
決
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
て
お
り
、
こ
の
点
、
ム
ラ
タ
が
事
実
上
、
不
利
益
で
あ
り
、
ま
た
損
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ベ

ル
に
よ
る
中
間
判
決
の
申
立
て
が
実
際
に
提
起
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
不
確
か
で
あ
り
、
推
測
に
基
づ
く
疑
わ
し
い
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
し
、
も
し
ベ
ル
が
中
間
判
決
の
た
め
の
申
立
て
を
提
起
す
る
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
、
主
要
な
事
実
の

探
求
の
た
め
に
追
加
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
許
可
す
る
こ
と
に
つ
い
て
十
分
な
裁
量
権
を
持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
規
則
五
六(

ｆ)

で
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

第
二
に
、
ベ
ル
が
ム
ラ
タ
の
被
特
許
権
者
及
び
将
来
の
被
特
許
権
者
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
召
喚
は
、
保
護
命
令
を
無
効
と
す
る
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正
当
事
由
と
は
な
ら
な
い
。
ム
ラ
タ
は
、
ベ
ル
が
こ
の
よ
う
に
ム
ラ
タ
の
顧
客
と
の
接
触
を
許
さ
れ
て
い
る
の
に
、
ム
ラ
タ
が
ベ
ル

の
顧
客
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
に
不
公
平
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
同
裁
判
所
は
、
ム
ラ
タ
に
は
こ
の
二
つ
の
状

況
が
多
少
な
り
と
も
類
似
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
の
説
明
が
で
き
て
い
な
い
、
と
し
た

(

�)

。
そ
れ
に
対
し
て
、
ベ
ル
の
ほ
う
は
、
ム
ラ

タ
が
ベ
ル
の
顧
客
に
ど
の
よ
う
に
接
触
し
て
い
る
か
と
い
う
点
、
ま
た
ム
ラ
タ
が
ベ
ル
の
特
許
侵
害
の
誘
因
に
関
し
て
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
を
求
め
る
こ
と
が
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
関
係
を
損
な
う
と
い
う
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

第
三
に
、
同
裁
判
所
は
、
ベ
ル
に
よ
る
特
許
侵
害
申
立
て
の
新
た
な
追
加
は
保
護
命
令
を
無
効
と
す
る
正
当
事
由
に
は
該
当
せ
ず
、

代
替
策
が
可
能
で
あ
る
点
を
挙
げ
て
い
る
。
合
衆
国
特
許
法35

U
.S

.C
.
�
271
(

b)

は
、
現
実
に
特
許
侵
害
を
誘
引
す
る
者
は
、
特

許
侵
害
者
と
し
て
有
責
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
ム
ラ
タ
は
、
ベ
ル
が
合
衆
国
外
の
顧
客
に
第
六
四
一
番
特
許
で
保
護
さ

れ
た
モ
ジ
ュ
ラ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
を
販
売
し
、
そ
の
顧
客
が
そ
れ
を
用
い
た
製
品
を
組
み
立
て
、
合
衆
国
内
で
販
売
し
て
い
る
と
主
張
し

た
。
ム
ラ
タ
に
よ
れ
ば
、
ベ
ル
は
、
ベ
ル
の
顧
客
が
そ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
知
悉
し
て
い
る
と
い
う
。
し

か
し
同
裁
判
所
は
、
ム
ラ
タ
は
保
護
命
令
を
無
効
と
す
る
状
況
に
変
化
の
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
ム
ラ
タ
が
状
況
変
化

が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
時
点
か
ら
一
〇
ヵ
月
も
経
過
し
た
後
に
こ
の
よ
う
な
申
立
て
を
し
て
お
り
、
正
当
事
由
を
構
成
す
る
状
況
の

変
化
を
立
証
で
き
て
い
な
い
と
し
た

(

�)

。
そ
し
て
、
ム
ラ
タ
に
は
保
護
命
令
に
違
反
し
な
い
代
替
的
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
方
法
が
別
に

あ
る
こ
と
も
示
し
た
。

つ
ま
り
保
護
命
令
は
、
ム
ラ
タ
に
ベ
ル
の
顧
客
と
接
触
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
も
の
の
、
ム
ラ
タ
は
、
ベ
ル
自
身
を
含
み
、
ベ

ル
の
顧
客
以
外
の
者
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
。
ム
ラ
タ
は
そ
の
よ
う
な
方
法
を
取
る
こ
と
は
行
な
わ
ず
、
ベ

ル
が
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
妨
害
を
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
同
裁
判
所
は
、
保
護
命
令
と
い
う
の
は
あ
る
種
の
情
報
を
保
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護
す
る
の
で
は
な
く
、
単
に
あ
る
情
報
を
獲
得
す
る
手
段
を
締
め
出
す
だ
け
で
あ
る

(

�)

、
と
考
え
て
お
り
、
ム
ラ
タ
に
は
他
の
方
法
で

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

④
決
定

上
記
の
理
由
か
ら
、
保
護
命
令
を
無
効
と
す
る
ム
ラ
タ
の
申
立
て
は
却
下
さ
れ
た
。

⑤
本
判
決
の
意
義

本
判
決
で
は
、
保
護
命
令
の
性
質
に
つ
い
て
、「
ア
ン
ブ
レ
ラ
的
」
包
括
的
保
護
命
令
、「
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
的
」
全
面
的
保
護
命
令
、

そ
し
て
当
事
者
が
開
示
を
争
う
特
別
な
種
類
の
情
報
を
守
る
場
合
の
保
護
命
令
に
分
け
て
分
析
し
、
本
件
で
は
第
三
の
も
の
が
、
争

点
に
な
っ
て
い
る
。

ム
ラ
タ
は
、
保
護
命
令
を
無
効
と
す
る
た
め
の
正
当
事
由
と
し
て
、
ベ
ル
に
よ
る
ム
ラ
タ
の
被
特
許
権
者
の
召
喚
、
つ
ま
り
、
ベ

ル
が
ム
ラ
タ
の
顧
客
と
の
接
触
を
許
さ
れ
て
い
る
の
に
ム
ラ
タ
が
ベ
ル
の
顧
客
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
こ
と
の
不
公
平
さ
や
、
ム
ラ

タ
の
提
起
す
る
ク
レ
ー
ム
に
対
す
る
ベ
ル
の
中
間
判
決
の
申
立
て
の
問
題
を
あ
げ
た
。
同
裁
判
所
は
、
い
っ
た
ん
出
さ
れ
た
保
護
命

令
を
無
効
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
当
事
者
が
、
正
当
事
由
を
確
立
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
考
察
す
る
場
合
に
、
裁
判
所
は
、
当

事
者
の
保
護
命
令
の
必
要
性
と
、
そ
れ
に
反
対
し
て
い
る
当
事
者
の
保
護
命
令
の
必
要
性
を
衡
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

同
裁
判
所
は
、
ベ
ル
が
実
際
に
中
間
判
決
の
申
立
て
を
提
起
す
る
か
ど
う
か
は
不
確
か
で
あ
る
こ
と
、
も
し
仮
に
ベ
ル
が
中
間
判
決

の
申
立
て
を
提
起
し
て
も
、
そ
の
場
合
に
裁
判
所
は
、
追
加
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
許
可
す
る
裁
量
権
を
留
保
し
た
ま
ま
で
あ
る
と
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い
う
理
由
か
ら
ム
ラ
タ
の
申
立
て
を
却
下
し
た
。

さ
ら
に
、
ベ
ル
に
よ
る
ム
ラ
タ
の
被
特
許
権
者
の
召
喚
に
関
し
て
は
、
同
裁
判
所
は
、
ム
ラ
タ
が
ベ
ル
の
顧
客
に
ど
の
よ
う
に
接

触
し
て
い
る
か
、
ま
た
ベ
ル
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
製
品
の
特
許
侵
害
の
誘
因
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

の
方
が
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
関
係
を
損
な
う
、
と
い
う
点
に
関
し
て
ベ
ル
が
十
分
に
説
明
し
て
い
る
と
す
る
一
方
で
、
ム
ラ
タ
は
、

ベ
ル
の
召
喚
状
が
ど
の
よ
う
に
類
似
し
た
損
害
を
も
た
ら
す
か
具
体
的
な
説
明
を
し
て
い
な
い
点
も
ム
ラ
タ
の
正
当
事
由
の
却
下
理

由
に
挙
げ
た
。

結
局
、
同
裁
判
所
は
、
保
護
命
令
を
無
効
と
す
る
正
当
事
由
を
構
成
す
る
ほ
ど
の
十
分
な
状
況
変
化
の
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
ム

ラ
タ
は
立
証
を
尽
く
し
て
い
な
い
と
判
断
し
、
む
し
ろ
ム
ラ
タ
が
他
の
方
法
で
当
該
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
限

り
、
保
護
命
令
を
覆
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

本
判
決
は
、
保
護
命
令
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
そ
れ
を
覆
す
た
め
の
「
正
当
事
由
」
の
証
明
の
高
さ
を
示
す
と
と
も
に
、
と
く
に

求
め
る
情
報
が
代
替
的
に
入
手
で
き
る
場
合
に
は
、
保
護
命
令
は
容
易
に
覆
せ
な
い
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

｢

正
当
事
由｣

が
保
護
命
令
の
条
件
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
い
っ
た
ん
認
め
ら
れ
た
「
保
護
命
令
」
に
対
し
、
状
況
の
変
化
を
理
由

に
そ
れ
を
覆
す
こ
と
を
求
め
る
場
合
で
も
、
相
手
方
の
「
正
当
事
由
」
を
上
回
る
「
正
当
事
由
」
の
立
証
責
任
の
あ
る
こ
と
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
特
許
権
侵
害
を
立
証
の
た
め
に
訴
訟
の
相
手
方
の
資
料
等
を
保
全
す
る
「
保
護
命
令
」
と
そ
の
場
合
の
「
正
当
事
由
」
に

関
す
る
事
例

M
o

n
san

to
C

o
.

v
.

R
o

g
e

r
W

o
o

d
s,

2
5

0
F

.R
.D

.
4

1
1
(

2
0

0
8)

.
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①
事
実
の
概
要

特
許
権
者
で
あ
る
原
告M

o
n

san
to

C
o
.

とM
o

n
san

to
T

e
ch

n
o

lo
g

y

は
、
合
衆
国
特
許
法3

5
U

.S
.C

.
�

2
7

1

に
従
い
、
特
許
侵

害
に
つ
い
て
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
（
特
許
被
許
諾
者
）
に
対
し
訴
訟
提
起
し
て
お
り
、
横
領

(
co

n
v
e

rse)

、
不
当
利
得
（u

n
ju

st

e
n

rich
m

e
n

t)
、
お
よ
び
契
約
違
反
を
主
張
し
た
。
原
告
は
合
衆
国
の
二
つ
の
特
許
（U

.S
.P

ate
n

t
N

o
.

5
,3

5
2
,6

0
5

とU
.S

.R
E

3
9
,2

4
7

E

）
を
所
有
し
て
い
る
。
こ
の
特
許
は
、R

o
u

n
d

u
p

R
e

ad
y�

cro
p

と
い
う
農
業
用
に
市
販
さ
れ
た
種
子
の
技
術
で
あ
り
、

除
草
剤
のR

o
u

n
d

u
p
�

に
対
し
て
耐
久
性
が
あ
る
と
い
う
特
徴
を
も
っ
た
品
種
で
あ
る
。
原
告
と
被
告
は
、
二
〇
〇
五
年
の
収
穫

期
にR

o
u

n
d

u
p

R
e

ad
y
�

cro
p

種
子
を
植
え
る
権
利
を
被
告
に
認
め
る
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
と
り
結
ん
だ
。
そ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約

で
は
被
告
に
、
種
を
保
持
し
、
植
え
直
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
お
り
、
ま
た
そ
こ
か
ら
新
た
に
種
子
を

作
り
出
す
こ
と
も
禁
止
し
て
い
る
と
原
告
は
主
張
し
た
。
原
告
は
、
被
告
が
二
〇
〇
六
年
ま
た
は
そ
れ
よ
り
早
期
に
植
え
ら
れ
た

R
o

u
n

d
u

p
R

e
ad

y
�

種
子
か
ら
得
ら
れ
た
大
豆
の
種
子
を
植
え
た
の
で
、
こ
れ
は
契
約
違
反
に
あ
た
る
と
主
張
し
た
。

原
告
は
、
損
失
に
つ
い
て
立
証
す
る
際
の
物
的
証
拠
と
な
る
被
告
の
手
元
に
あ
る
種
子
と
残
留
農
作
物
に
つ
い
て
紛
失
や
破
棄
が

な
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
迅
速
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
を
ミ
ズ
リ
ー
州
東
部
連
邦
地
方
裁
判
所
に
求
め
た
。
原
告
は
こ

の
よ
う
な
証
拠
が
、
土
地
を
耕
作
し
な
お
し
た
り
、
他
の
場
所
へ
の
移
動
等
に
よ
っ
て
故
意
に
破
棄
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
、

ま
た
は
故
意
的
で
は
な
く
と
も
、
天
候
や
種
子
の
劣
化
に
よ
っ
て
そ
う
な
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
の
た
め
原
告
は
、
被
告
の
土
地

を
確
認
し
、
種
子
の
所
在
を
示
し
、
さ
ら
に
サ
ン
プ
ル
を
集
め
る
た
め
に
被
告
の
土
地
に
立
ち
入
る
許
可
を
得
る
た
め
に
、F

arm

S
e

rv
ice

A
g
e

n
cy

（
農
業
サ
ー
ビ
ス
庁
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
）
の
記
録
を
入
手
す
る
命
令
を
裁
判
所
に
求
め
た
。
そ
の
際
、
原
告
は
被
告
に
対

し
て
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
検
査
記
録
、
農
業
評
価
記
録
お
よ
び
農
作
物
の
生
産
売
買
記
録
を
提
供
す
る
よ
う
求
め
、
本
件
の
提
訴
後
も
原
告
は
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再
び
そ
れ
ら
の
情
報
の
提
供
を
被
告
に
求
め
た
が
、
被
告
は
提
出
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
最
終
的
に
原
告
は
、
被
告
が
証
拠
を
破
棄

す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
上
の
保
護
命
令
を
要
求
し
た
。

②
争
点

ラ
イ
セ
ン
シ
ー
の
特
許
権
侵
害
を
立
証
す
る
た
め
相
手
方
の
資
料
等
を
保
全
す
る
「
保
護
命
令
」
は
可
能
か
、
ま
た
そ
の
場
合
の

「
正
当
事
由
」
は
ど
の
よ
う
に
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
。

③
裁
判
所
の
判
断

原
告
は
、
裁
判
所
に
迅
速
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
（e

x
p

e
d

ite
d

d
isco

v
e

ry

）
と
保
護
命
令
の
申
立
て
に
基
づ
く
聴
聞
を
行
な
う
こ

と
を
要
求
し
た
。
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
二
六(
ｄ)(

１)

は
、
当
事
者
が
事
前
に
面
会
協
議

(
m

e
e

t
an

d
co

n
fe

r)

し
、
規
則
二
六

(

ｆ)

に
も
と
づ
い
て
確
認
す
る
ま
で
は
、
当
事
者
は
情
報
源
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
要
求
で
き
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
し
か

し
本
件
で
は
、
被
告
の
怠
慢
の
た
め
に
、
当
事
者
は
面
会
協
議
が
で
き
て
い
な
い
。
原
告
の
迅
速
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
と
保
護
命
令

の
申
立
て
に
関
す
る
聴
聞
を
行
う
こ
と
の
要
求
は
被
告
に
伝
え
ら
れ
、
記
録
で
は
二
〇
〇
八
年
一
月
三
〇
日
に
被
告
に
申
立
て
が
到

達
し
た
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
被
告
は
そ
れ
に
応
答
し
、
聴
聞
に
応
じ
る
機
会
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
何
も
反
応

し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
原
告
は
一
方
的

(
e

x
p

arte)

手
続
に
よ
っ
て
迅
速
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
申
立
て
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
点

に
つ
き
同
裁
判
所
は
、
被
告
の
怠
慢
で
聴
聞
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
関
係
し
た
争
点
に
つ
き
原
告
が
主
張
を
十
分
に
示
せ
て
い

る
と
き
に
は
聴
聞
の
必
要
は
な
い
と
し
、
上
記
規
則
の
例
外
と
な
る
と
判
断
し
た

(
�)

。
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当
事
者
が
迅
速
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
実
施
す
る
た
め
の
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
の
結
論
を
出
す
た
め
に
、
同
裁
判
所
は
、
以
下

の
二
つ
の
基
準
の
う
ち
の
一
つ
を
用
い
て
検
討
し
た
。
一
方
は
、「
正
当
事
由
」
も
し
く
は
「
合
理
性
」
の
基
準
を
適
用
す
る
も
の

で
、
他
方
は
、
差
止
め
命
令
を
出
す
際
に
考
慮
す
べ
き
一
連
の
要
因
を
分
析
す
る
方
法
に
類
似
し
た
基
準
で
あ
る
。
正
当
事
由
の
基

準
の
下
で
は
、
迅
速
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
要
求
す
る
当
事
者
は
、
迅
速
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
必
要
性
が
相
手
方
が
受
け
る
不
利

益
や
損
害
よ
り
も
上
回
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
同
裁
判
所
は
「
正
当
事
由
」
の
基
準
が
、
本
事
件
で
は
適
切

な
基
準
で
あ
る
と
認
め
、
原
告
は
被
告
の
会
社
に
関
連
あ
る
証
拠
を
収
集
す
る
た
め
の
合
理
的
な
試
み
を
行
っ
て
い
た
し
、
ま
た
一

連
の
文
書
と
物
的
見
本
に
限
定
し
、
迅
速
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
原
告
は
、
時
間
の
経
過
と
共
に
、
被
告

の
故
意
に
よ
る
破
棄
ま
た
は
証
拠
の
移
動
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
天
候
や
種
子
の
損
傷
の
よ
う
な
故
意
で
な
い
要
因
に
よ
っ
て
原
告

の
主
張
に
関
連
あ
る
証
拠
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
入
手
可
能
性
は
減
少
す
る
こ
と
も
主
張
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
「
正
当
事
由
」
と

な
る
。

こ
の
事
件
に
類
似
し
た
事
例
に
お
い
て
も
、
他
の
連
邦
裁
判
所
は
、
迅
速
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
適
切
だ
と
認
識
し
て
い
る

(

�)

。
た

と
え
ばP

o
d
-N

e
rs,

L
.L

.C
.

事
件
は
、
植
物
種
保
護
法
の
下
で
合
衆
国
農
務
省
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
保
護
証
明
書
に
対
す
る
侵
害

訴
訟
で
あ
っ
た
が
、
裁
判
所
は
、「
問
題
と
な
っ
て
い
る
豆
は
必
需
品
で
あ
り
、
販
売
、
転
売
そ
し
て
消
費
さ
れ
る
も
の
だ
し
、
時

間
の
経
過
と
と
も
に
消
費
さ
れ
る
か
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

(
�)
」
と
い
う
理
由
で
迅
速
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
の
申
立
て
を

許
可
し
て
い
る
。
ま
た
他
の
事
件
の
判
決
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
情
報
が
、
事
業
の
成
り
行
き
に
応
じ
て
継
続
的
に
上
書
き

さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ハ
ー
ド
デ
バ
イ
ス
に
保
存
さ
れ
て
い
た
た
め
、
裁
判
所
は
そ
の
情
報
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
常
時
使
用

に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
可
能
性
を
強
く
認
め
、
原
告
に
迅
速
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
行
な
う
こ
と
を
認
め
た

(

�)

。
こ
れ
ら
の
事
件
は
、
と
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も
に
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
関
連
あ
る
証
拠
収
集
を
不
可
能
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
、
原
告
が
迅
速
な
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
を
行
な
う
こ
と
を
裁
判
所
に
認
め
さ
せ
る
た
め
に
正
当
事
由
の
証
明
が
求
め
ら
れ
た
。

原
告
に
迅
速
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
権
を
与
え
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
場
合
に
、
差
止
め
命
令
の
基
準
を
用
い
た
裁
判
所
で
も
、
差

止
め
を
決
定
す
る
際
に
「
関
連
が
あ
る
」
と
す
る
要
因
は
、
そ
れ
が
「(

１
）
修
復
困
難
な
損
害
で
あ
る
場
合
、(

２
）
問
題
点
を
摘

出
す
る
の
に
成
功
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、(

３
）
迅
速
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
っ
て
修
復
困
難
な
損
害
の
回
避
可
能
性
が
あ

る
場
合
、
お
よ
び
（
４
）
迅
速
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
与
え
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
が
与
え
ら
れ
る
と
被
告
が
蒙
る
損
害
よ
り

も
大
き
な
損
害
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
証
拠
の
あ
る
場
合
で
あ
る

(

�)

」
と
し
て
い
る
。

本
件
で
、
原
告
は
、
被
告
の
証
拠
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
原
告
へ
の
損
害
を
生
じ
る
こ
と
、
さ
ら

に
損
害
と
求
め
ら
れ
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
と
の
間
に
関
連
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
証
拠
が
も
し
逸
失
さ
れ
た

な
ら
ば
、
原
告
の
主
張
に
対
し
て
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
損
失
と
な
る
と
し
た
。
ま
た
原
告
に
被
告
の
農
業
上
の
記
録
を
調
査
す
る

こ
と
を
許
し
、
作
物
見
本
を
得
る
こ
と
を
認
め
た
と
し
て
も
、
被
告
へ
の
損
失
は
僅
少
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
は
、
依
然

不
履
行
の
ま
ま
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
起
こ
り
う
る
自
身
の
損
害
に
つ
い
て
も
全
く
主
張
し
て
い
な
い
と
同
裁
判
所
は
判
断
し
た
。

規
則
二
六(

ｃ)(

１)(

Ｂ)

は
、
裁
判
所
が
、「
開
示
ま
た
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
、
そ
の
時
間
と
場
所
を
含
ん
だ
期
間
を

明
白
に
し
て
」
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
求
め
ら
れ
て
い
る
当
事
者
ま
た
は
人
物
か
ら
要
求
さ
れ
た
保
護
命
令
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と

規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
同
裁
判
所
は
、
物
証
の
逸
失
を
防
ぐ
た
め
に
保
護
命
令
に
入
る
こ
と
を
認
め
る
と
し
た

(

�)

。
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④
判
決

そ
れ
ゆ
え
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
原
告
の
申
立
て
は
、
迅
速
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
つ
い
て
保
護
命
令
が
与
え
ら
れ
る
と
し
、
こ

の
保
護
命
令
に
従
っ
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
同
日
に
始
め
ら
れ
る
と
判
決
し
た

(

�)

。

⑤
意
義

本
判
決
は
、
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
の
特
許
侵
害
を
立
証
す
る
た
め
に
相
手
方
の
資
料
等
の
保
全
を
目
的
と
し
た
保
護
命
令
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
特
許
侵
害
事
件
に
お
い
て
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
そ
の
も
の
の
開
示
許
諾
の
如
何
が
、
訴
訟
当
事
者
に
と
っ
て

致
命
的
と
な
り
う
る
。
そ
の
た
め
、
相
手
方
の
有
す
る
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
は
高
い
程
度
の
「
正
当
事
由
」
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

は
合
理
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
、
ム
ラ
タ
事
件
で
は
、
そ
う
で
あ
る
が
故
に
い
っ
た
ん
認
め
ら
れ
た
保
護
命
令

を
覆
す
た
め
に
高
い
程
度
の
「
正
当
事
由
」
の
立
証
が
課
せ
ら
れ
、
他
方
で
、
モ
ン
サ
ン
ト
事
件
で
は
特
許
侵
害
訴
訟
で
あ
っ
て
も

相
手
方
が
一
切
の
開
示
に
応
じ
な
い
場
合
に
は
、｢
正
当
事
由｣

を
示
す
こ
と
で
開
示
さ
せ
る
保
護
命
令
が
あ
り
う
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

３
、
営
業
機
密

以
下
で
は
、
ト
レ
ー
ド
・
シ
ー
ク
レ
ッ
ト

(
trad

e
se

cre
t

こ
こ
で
は
、
営
業
機
密
と
訳
す
。)

を
、
保
護
命
令
の
対
象
と
す
る
場

合
、
ど
の
よ
う
に
正
当
事
由
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
指
針
を
与
え
る
判
例
を
紹
介
す
る
。
特
許
訴
訟
と
な
ら
ん

で
営
業
機
密
は
、
い
わ
ば
企
業
の
知
的
財
産
で
あ
り
、
ま
た
他
方
で
企
業
自
身
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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営
業
機
密
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
統
一
営
業
機
密
法
（U

n
ifo

rm
T

rad
e

S
e

cre
t

A
ct,

U
T

S
A (

�)

）
の
第
一
条
四
項
は
、
以
下
の
よ

う
に
営
業
機
密
を
定
義
す
る
。

「
営
業
機
密
と
は
製
法
、
原
型
、
編
集
し
た
も
の
、
事
業
、
発
明
品
、
方
法
、
技
術
ま
た
工
程
を
含
む
情
報
を
意
味
す
る
。
す
な

わ
ち
、(

�
）
そ
れ
が
、
そ
の
他
の
人
に
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
そ
れ
を
開
示
し
ま
た
は
使
用
す
る
こ
と
か
ら
経
済

的
価
値
を
得
ら
れ
、
通
常
の
手
段
で
は
簡
単
に
得
ら
れ
な
い
も
の
で
、
現
実
ま
た
は
潜
在
性
に
独
自
の
経
済
価
値
を
生
み
出
し
、
さ

ら
に
、(

�
）
そ
れ
が
、
一
定
の
状
況
下
で
そ
の
機
密
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
合
理
的
な
努
力
の
対
象
で
あ
る
、
こ
と
で
あ
る｣

。

（S
e

ctio
n

1
(

4)
o

f
th

e
U

T
S

A
.

）

こ
の
条
文
に
示
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、U

T
S

A

の
下
で
の
営
業
機
密
の
定
義
は
、「
一
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
継
続
的

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
」
と
し
、
旧
来
の
営
業
機
密
の
定
義
、
つ
ま
り
「
あ
る
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
用
い
ら
れ
て
い
る
情
報
の
公
式
、
パ

タ
ー
ン
、
装
置
ま
た
は
編
集
の
ど
れ
も
が
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
あ
る
い
は
使
用
し
て
い
な
い
競
合
相
手
以
上
に
利
益
を
得
て
い
る
も

の
」
と
す
る
不
法
行
為
に
関
す
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
第
一
版

(

�)

の
定
義
か
ら
は
離
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
のU

T
S

A

の

定
義
は
広
義
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
営
業
機
密
を
使
用
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
り
、
そ
う
い
う
手
段
を
得
て
い
な
か
っ
た
営
業
機
密
の

所
有
者
に
保
護
の
対
象
を
拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
用
語
や
表
現
方
法
は
、
明
ら
か
に
「
ノ
ウ
ハ
ウ
」(

k
n

o
w

-h
o

w
)

を
含
む
と
し
て

い
る

(

�)

。
こ
の
よ
う
に
、
営
業
機
密
は
か
な
り
広
範
囲
に
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
営
業
機
密
は
、
新
た
な
発
明
の
よ
う
な
も
の
か
ら
、

顧
客
リ
ス
ト
の
よ
う
な
も
の
ま
で
を
含
む
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
第
三
者
に
よ
っ
て
容
易
に
収
集
さ
れ
る
よ
う
な
単
な
る
あ
り
ふ

れ
た
情
報
だ
け
を
含
ん
で
い
る
顧
客
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
営
業
機
密
と
し
て
保
護
さ
れ
な
い
が
、
公
的
情
報
を
用
い
て
顧
客
リ
ス
ト
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作
成
の
た
め
に
多
大
な
時
間
、
努
力
及
び
費
用
を
費
や
し
た
よ
う
な
リ
ス
ト
は
、
情
報
源
と
し
て
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
守
秘
的

な
も
の
と
し
て
営
業
機
密
保
護
が
与
え
ら
れ
る

(

�)

。

営
業
機
密
は
、
と
く
に
今
日
の
高
度
な
技
術
世
界
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
保
護
す
る

た
め
に
そ
の
認
知
が
よ
り
拡
大
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
関
連
し
た
営
業
機
密
の
保
護
に
関
す
る
事
件
は
、
そ

の
問
題
点
が
通
常
「
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
般
的
に
多
少
と
も
独
創
性
が
あ
り
、
ま
た
は
新
奇
性
の
あ

る
も
の
を
対
象
と
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
独
創
性
や
新
奇
性
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
、
特
許
保
護
の
要
件
ほ
ど
厳
格
で
は

な
い
が
、
十
分
に
保
護
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
情
報
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
一
般
的
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
し
て
は
、

裁
判
所
は
競
合
す
る
他
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
対
し
て
競
争
上
の
優
位
性
を
も
つ
よ
う
な
、
独
自
の
工
業
技
術
上
の
論
理
及
び
一
貫
性

を
有
す
る
も
の
か
ど
う
か
に
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
る

(

�)

。

（
１
）
営
業
機
密
の
保
護
が
必
ず
し
も
優
越
さ
れ
な
い
事
例

C
o

C
a-C

o
la

事
件
（C

o
ca-C

o
la

B
o

ttlin
g

C
o
.

v
.

C
o

ca-C
o

la

C
o
.,

1
0

7
F

.R
.D

.
2

8
8
(

D
.

D
e

l.
1

9
8

5)
.

①
訴
訟
の
背
景

清
涼
飲
料
の
コ
カ
コ
ー
ラ
に
つ
い
て
の
完
全
な
製
法
は
世
界
中
で
最
も
守
ら
れ
た
営
業
機
密
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
独
特
の
風
味

を
コ
カ
コ
ー
ラ
に
与
え
る
材
料
は
、
香
料
と
「
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ズ
（
商
品
）
7X
」
と
し
て
知
ら
れ
る
材
料
の
調
合
で
あ
る
。
コ
カ

コ
ー
ラ
社
に
よ
っ
て
厳
し
く
保
護
さ
れ
て
き
た
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ズ
（
商
品
）
7X

の
製
法
は
、
コ
カ
コ
ー
ラ
社
内
の
二
人
の
人
間
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だ
け
に
し
か
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
秘
密
の
材
料
に
つ
い
て
書
か
れ
た
こ
の
記
録
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン
タ
の
信
用
銀

行
の
貸
金
庫
で
厳
重
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
会
社
の
取
締
役
会
決
議
が
な
い
と
開
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
コ
カ
コ
ー

ラ
の
「
秘
密
の
」
材
料
の
公
開
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
の
が
本
件
で
あ
る

(

�)

。

一
九
八
二
年
七
月
八
日
、
コ
カ
コ
ー
ラ
社
は
市
場
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ラ
を
発
表
し
た
。
商
品
名
は
注
意
深
く
選
ば
れ
、「
ダ
イ

エ
ッ
ト
」
と
い
う
表
現
と
市
場
意
識
の
高
い
「
コ
カ
コ
ー
ラ
」
の
名
前
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
た
。
そ
の
宣
伝
は
新
し
い
コ
ー
ラ
の
味

と
コ
カ
コ
ー
ラ
と
の
関
係
を
強
調
し
た
も
の
で
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ラ
へ
の
公
の
反
応
は
わ
ず
か
三
年
間
で
驚
異
的
な
も
の
に
な
り
、

そ
れ
は
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
を
販
売
し
て
い
る
会
社
で
合
衆
国
内
の
三
番
目
に
大
き
な
会
社
に
な
り
、
そ
し
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
販
売
会
社
で
世
界
最
大
の
会
社
に
な
っ
た
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ラ
の
発
表
は
、
す
ぐ
さ
ま
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
社
と
コ
カ
コ
ー
ラ
社
と
の
間
で
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ラ
の

シ
ロ
ッ
プ
に
つ
い
て
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
社
に
ど
の
く
ら
い
の
報
酬
を
支
払
う
べ
き
か
と
い
う
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
。
コ
カ

コ
ー
ラ
社
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ラ
が
存
続
し
て
い
る
契
約
の
中
に
は
含
ま
れ
な
い
と
い
う
立
場
を
と
り
、
そ
し
て
報
酬
は
柔
軟
な
も

の
と
し
、
新
し
い
契
約
期
間
が
合
意
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
た
。
逆
に
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
社
は
、
そ
の
契
約
期
間
の
下
で
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ラ
を
提
供
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
信
じ
て
い
た
。
こ
の
論
争
は
、
一
九
八
三
年
初
旬
に
訴
訟
と

な
っ
た
。

こ
の
訴
訟
の
原
告
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
社
は
、
被
告
コ
カ
コ
ー
ラ
社
に
対
し
、
契
約
違
反
、
一
九
二
一
年
の
保
護
合
意
に
対

す
る
二
つ
の
命
令
違
反
、
商
標
侵
害
、
商
標
価
値
の
減
少
及
び
連
邦
反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反
を
訴
因
と
し
て
訴
訟
提
起
し
、
そ
こ
で
宣

言
判
決
と
差
止
め
に
よ
る
救
済
及
び
金
銭
的
な
補
償
を
求
め
た

(

�)

。
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②
争
点

こ
の
訴
訟
の
第
一
の
争
点
は
、「
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
社
の
シ
ロ
ッ
プ
」
と
い
う
契
約
上
の
用
語
が
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ラ

を
作
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
か
ど
う
か
で
あ
る

(

�)

。
第
二
の
争
点
は
、
原
告
の
製
法
に
つ
い
て
の
必
要
性
の
方
が
、
被
告
の

営
業
機
密
の
保
護
の
必
要
性
よ
り
重
点
を
置
か
れ
る
か
べ
き
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る

(

�)

。

③
当
事
者
の
主
張

原
告
は
、
コ
カ
コ
ー
ラ
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ラ
が
二
つ
の
異
な
る
製
品
だ
と
い
う
被
告
の
反
論
に
応
え
る
た
め
に
、
被
告
コ
カ
コ

ー
ラ
社
の
秘
密
の
製
法
の
開
示
は
、
原
告
の
主
張
を
立
証
す
る
た
め
に
「
関
連
性
と
必
要
性
」
が
あ
る
と
し
た
。
被
告
の
コ
カ
コ
ー

ラ
社
は
、
製
法
が
本
件
訴
訟
に
お
い
て
中
心
的
な
争
点
を
解
決
す
る
た
め
の
「
関
連
性
の
あ
る
、
そ
し
て
本
質
的
要
素
で
あ
る
」
と

言
う
原
告
の
主
張
を
拒
否
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
営
業
機
密
の
開
示
は
、
訴
訟
の
こ
の
段
階
で
は
不
適
当
で
あ
る
と
主
張
し
た

(

�)

。

デ
ラ
ウ
ェ
ア
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
当
該
製
法
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
上
の
争
点
に
つ
い
て
解
決
す
る
可
能
性
を
当
事
者
と
と
も
に

調
査
し
た
が
、
コ
カ
コ
ー
ラ
社
に
対
す
る
秘
密
開
示
の
必
要
性
は
認
め
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
当
事
者
は
製
法
に
関
す
る
争
点
に
つ

い
て
集
中
的
な
交
渉
を
行
っ
た
が
、
合
意
に
は
至
ら
ず
、
そ
れ
に
加
え
て
、
被
告
コ
カ
コ
ー
ラ
社
は
コ
カ
コ
ー
ラ
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
と

し
て
古
い
コ
カ
コ
ー
ラ
を
再
導
入
す
る
と
し
た
。

こ
の
訴
訟
に
共
通
の
争
点
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ラ
と
コ
カ
コ
ー
ラ
が
同
じ
製
品
か
ど
う
か
で
あ
る
。
被
告
コ
カ
コ
ー
ラ
社
の
初

期
の
抗
弁
は
、
コ
カ
コ
ー
ラ
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ラ
が
二
つ
の
ま
っ
た
く
異
な
る
別
な
製
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
原
告
は
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ラ
と
コ
カ
コ
ー
ラ
の
二
種
類
の
コ
ー
ラ
は
一
般
的
な
特
性
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
二
種
類
間
の
違
い
は
重
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要
な
も
の
で
は
な
く
、
単
に
味
の
違
い
を
達
成
す
る
試
み
を
反
映
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
種
類
の
完

全
な
製
法
は
関
連
性
が
あ
る
に
と
ど
ま
る
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
原
告
は
、
新
し
い
コ
ー
ラ
の
導
入
と
と
も
に
、
そ
れ
が
ダ
イ
エ

ッ
ト
コ
ー
ラ
の
秘
密
製
法
の
一
部
分
を
用
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
新
し
い
コ
ー
ラ
が
古
い
コ
ー
ラ
に
類
似
す
る
と
い
う
よ
り
、
新
し

い
コ
ー
ラ
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ラ
に
よ
り
近
い
と
い
う
こ
と
が
確
か
だ
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
被
告
は
、
甘
味
料
の
違
い
を

除
い
て
、
原
料
の
類
似
性
と
差
異
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ラ
と
コ
カ
コ
ー
ラ
が
同
じ
製
品
か
ど
う
か
の
決
定
に
関
連
性
は
な
い
と
主

張
し
た
。
被
告
の
反
論
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
飲
料
の
味
の
相
違
性
、
飲
料
の
異
な
る
重
要
な
特
徴
、
飲
料
の
異
な
る

消
費
者
市
場
、
及
び
飲
料
に
対
す
る
異
な
る
消
費
者
の
認
識
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
っ
た

(

�)

。

④
裁
判
所
の
判
断

同
連
邦
地
裁
は
以
下
の
よ
う
に
判
断
し
た
。「
営
業
機
密
が
訴
訟
に
お
い
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
か
ら
完
全
に
特
権
化
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
は
、
は
っ
き
り
と
確
立
さ
れ
て
い
る
。
…
…
営
業
機
密
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
反
対
す
る
た
め
に
、
当
事
者
は
、

最
初
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
通
し
て
求
め
ら
れ
た
情
報
が
営
業
機
密
に
該
当
し
、
か
つ
そ
の
開
示
に
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

証
明
力
あ
る
証
拠
に
よ
っ
て
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
�)

」
と
述
べ
た
。
つ
ま
り
、
も
し
、
こ
の
こ
と
が
示
さ
れ
る
な
ら
ば
「
営
業

機
密
の
開
示
が
本
件
訴
訟
へ
の
関
連
性
と
必
要
性
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
立
証
負
担
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
求
め
て
い
る
当
事

者
に
移
る

(

�)

」
と
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
お
い
て
営
業
機
密
の
開
示
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
に
、
申
立
人
が
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
支
配
的
関

連
性
基
準
（g

o
v
e

rn
in

g
re

le
v

an
ce

stan
d

ard

）
は
、
正
式
事
実
審
理
前
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
適
用
さ
れ
る
よ
り
広
い
関
連
性
の
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基
準
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
申
立
人
は
求
め
ら
れ
て
い
る
文
書
が
訴
訟
の
主
要
な
問
題
に
関
連
性
の
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
基
準
と
と
も
に
、
申
立
人
に
と
っ
て
審
理
の
準
備
を
す
る
た
め
に
と
く
に
特
定
の
情
報
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と

(

必
要
性)
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
必
要
性
の
基
準
は
、
そ
の
法
理
論
を
証
明
す
る
こ
と
と
相
手
方
の
法
理
論
に
反
論
す

る
こ
と
を
含
ん
で
い
る
。

い
っ
た
ん
こ
の
関
連
性
と
必
要
性
が
確
立
さ
れ
る
と
、
裁
判
所
は
情
報
の
必
要
性
と
、
開
示
が
命
令
さ
れ
た
な
ら
ば
生
じ
る
で
あ

ろ
う
損
害
と
の
均
衡
を
取
る
必
要
性
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
保
護
命
令
は
開
示
さ
れ
る
範
囲
を
限
定
す
る
た
め
、
均
衡
に
お
い
て

衡
量
さ
れ
る
関
連
す
る
損
害
は
、
公
へ
の
開
示
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
損
害
で
は
な
く
、
適
切
な
保
護
命
令
の
下
で

の
開
示
に
起
因
す
る
損
害
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
営
業
機
密
の
所
持
者
と
は
競
合
関
係
に
な
い
当
事
者
へ
の
開
示
は
、
競
争

者
へ
の
そ
れ
よ
り
も
危
害
が
少
な
い
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る

(

�)

。

情
報
の
必
要
性
と
開
示
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
害
に
対
す
る
保
護
の
必
要
性
と
の
間
の
均
衡
に
つ
い
て
、
い
っ
た
ん
関
連
性
と
必
要

性
が
示
さ
れ
る
と
、
開
示
が
選
ば
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
連
邦
最
高
裁
が
認
め
た
よ
う
に
、「
営
業
機
密
と
守
秘
性
の
あ
る
商
事
情
報

の
開
示
を
禁
止
す
る
命
令
は
ま
れ
で
あ
る

(

�)

」
こ
れ
に
関
連
す
る
判
例
法
に
お
い
て
も
、
い
っ
た
ん
申
立
人
が
秘
密
情
報
は
関
連
性
と

必
要
性
が
あ
る
こ
と
確
立
し
た
な
ら
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
実
際
上
、
常
に
命
令
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
営
業
機
密
に
関
す

る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
許
可
す
る
の
は
、
そ
れ
が
訴
訟
の
進
行
を
促
進
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
き
は
い
つ
で
も
そ
う
で
あ
る
し
、
適

切
な
特
権
が
示
さ
れ
な
い
場
合
は
も
っ
と
簡
単
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
裁
判
上
の
調
査
は
極
度
に
妨
げ
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
の
で
あ
る
。

ラ
ー
ニ
ッ
ド
・
ハ
ン
ト
（L

e
arn

e
d

H
an

d

）
裁
判
官
は
、
初
期
の
営
業
機
密
の
開
示
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
判
決
し
た
一
人

で
あ
る
。
彼
は
「
被
告
に
営
業
機
密
の
開
示
を
強
制
す
る
か
も
し
れ
ず
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
被
告
に
損
害
を
与
え
る
か
も
し
れ
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な
い
と
い
う
こ
と
は
真
実
で
あ
る
。
…
…
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
事
件
に
お
け
る
調
査
で
は
不
可
避
の
で
き
事
で

あ
る
。
そ
し
て
被
告
が
応
答
を
強
制
さ
れ
た
と
言
う
の
で
な
い
限
り
は
、
開
示
が
な
さ
れ
な
い
と
、
原
告
は
被
告
が
不
正
に
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
知
る
権
利
が
奪
わ
れ
る

(

�)

」
と
述
べ
た
。

営
業
機
密
の
開
示
可
能
性
に
つ
い
て
争
う
場
合
、
と
く
に
全
て
の
製
造
方
法
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
す
る
必
要
性
は
、
必
然

的
に
製
法
が
事
案
に
関
連
性
が
あ
る
が
ど
う
か
に
つ
い
て
の
決
定
か
ら
得
ら
れ
る
。
原
告
は
様
々
な
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
に
含
ま
れ
た

原
料
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
製
品
の
同
一
性
の
争
点
を
提
示
す
る
た
め
に
、
完
全
な
製
法
の
開
示
を
必
要
と
し
て
い
る
。
原
告

は
、
原
告
の
専
門
家
証
人
が
完
全
な
製
法
を
分
析
で
き
、
し
か
も
そ
の
製
品
が
同
一
で
あ
る
理
由
を
説
明
で
き
な
い
限
り
、
ダ
イ
エ

ッ
ト
コ
ー
ラ
と
コ
カ
コ
ー
ラ
は
二
つ
の
製
品
で
あ
る
と
い
う
被
告
の
専
門
家
証
人
の
主
張
に
応
答
で
き
な
い
。
た
ん
に
公
に
開
示
さ

れ
て
い
る
原
料
か
ら
そ
う
で
あ
る
、
と
い
う
だ
け
で
は
明
ら
か
に
不
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
ら
は
不
完
全
な
も
の
し
か
提
出

で
き
な
い
し
、
秘
密
原
料
は
コ
カ
コ
ー
ラ
の
味
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
占
め
る
か
ら
で
あ
る
。
甘
味
料
を
含
む
公
に
さ
れ
た
原
料
の

違
い
は
、
そ
れ
ら
が
秘
密
原
料
に
つ
い
て
の
類
似
点
と
相
違
点
の
開
示
を
通
し
て
比
較
的
に
出
さ
れ
な
い
限
り
、
理
解
さ
れ
る
こ
と

は
な
い

(

�)

。

さ
ら
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
っ
て
、
古
い
コ
ー
ラ
の
秘
密
原
料
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ラ
を
作
る
た
め
に
加
工
さ
れ
た
こ
と
、
そ

し
て
こ
れ
ら
の
加
工
は
、
砂
糖
に
代
替
し
て
人
工
甘
味
料
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
味
の
変
化
と
釣
り
合
う
よ
う
に

意
図
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
秘
密
原
料
の
変
更
の
効
果
は
、
他
の
原
料
へ
の
変
更
を
や
め
さ
せ
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ

ー
ラ
を
コ
カ
コ
ー
ラ
の
味
の
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
被
告
の
提
案
し
た
合
意
案
は
、

秘
密
の
原
料
の
数
量
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
も
し
、
コ
カ
コ
ー
ラ
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
コ
ー
ラ
の
秘
密
原
料
が
同
様
の
一
〇
〇
の
原
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料
で
構
成
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
二
種
類
の
コ
ー
ラ
に
つ
い
て
全
て
の
原
料
の
大
多
数
が
全
く
同
じ
で
あ
る
た
め
に
、
秘
密
原
料
が

仮
に
そ
の
中
で
ほ
ん
の
少
し
だ
け
だ
っ
た
と
し
て
も
、
明
ら
か
に
な
る
事
実
は
原
告
に
と
っ
て
よ
り
有
利
に
な
る
だ
ろ
う
と
、
し
た

(

�)

。

結
局
、
被
告
の
提
案
し
た
合
意
案
は
、
営
業
機
密
に
つ
い
て
の
被
告
の
主
張
に
よ
っ
て
原
告
が
尋
問
の
権
利
を
奪
わ
れ
て
い
る
と

い
う
問
題
を
解
決
し
な
い
。
つ
ま
り
、
被
告
の
提
案
し
た
合
意
案
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
比
べ
た
場
合
、
さ
ほ

ど
原
告
に
有
利
な
も
の
と
は
思
え
な
い
し
、
開
示
の
必
要
性
自
体
ま
で
も
を
取
り
去
る
も
の
で
も
な
い

(

�)

、
と
裁
判
所
は
判
断
し
た
。

⑤
判
決

被
告
は
、
秘
密
製
法
を
含
む
す
べ
て
の
材
料
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
公
へ
の
開
示
を
認
め
る
も
の
で

は
な
い
。

⑥
意
義

本
件
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
、
そ
の
対
象
が
営
業
機
密
で
あ
る
場
合
、
営
業
機
密
自
体
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
「
正
当
事
由
」
と
な
ら
ず
、
被
告
の
営
業
機
密
の
保
護
の
た
め
の
必
要
性
よ
り
も
、
原
告
の
製
法
を
知
る
必
要
性
の
方
が
重
点

を
置
く
べ
き
問
題
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
そ
の
際
の
法
的
な
要
件
と
し
て
、
当
該
開
示
の
「
必
要
性
」
と
「
関
連
性
」

の
立
証
責
任
が
必
要
と
さ
れ
た
。
営
業
機
密
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
行
な
わ
れ
る
多
く
の
事
例
で
は
、
営
業
機
密
を
保
護
す

る
ほ
う
に
重
点
が
置
か
れ
が
ち
で
あ
り
、
正
当
事
由
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
判
決
で
は
、
両
者
の
主
張
を
比
較
衡
量
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
告
の
必
要
性
と
関
連
性
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
当
該
営
業
機
密
は
第
三
者
に
対
し
て
開
示
し
な
い
と
判
断
し
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て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
営
業
機
密
へ
の
配
慮
が
あ
る
も
の
の
、
営
業
機
密
を
保
護
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
と
い
う

も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
点
で
、
保
護
命
令
の
本
来
の
意
味
を
再
確
認
す
る
判
断
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
２
）
正
当
事
由
を
示
し
う
る
だ
け
の
営
業
機
密
性
に
つ
い
て
の
立
証
が
な
い
と
さ
れ
た
事
例

R
.

J.
R

e
y

n
o

ld
s

T
o

b
acco

v
.

P
h

ilip
M

o
rris,

In
c.,

2
9

F
e

d
.

A
p

p
x
.

8
8

0
,

2
0

0
2

U
.S

.
A

p
p
.

L
E

X
IS

3
3

5
5
(

2
0

0
2)

①
事
実
の
概
要

タ
バ
コ
製
造
業
者R

.
J.

R
e

y
n

o
ld

s
T

o
b

acco

（
以
下
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
と
す
る
。）
は
、
競
合
企
業P

h
ilip

M
o

rris,
In

c.

（
以
下
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
モ
リ
ス
と
す
る
。）
に
対
し
独
禁
法
違
反
の
訴
訟
を
提
起
し
た
。
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
北
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
の

M
arv

in
K

atz

裁
判
官
は
、
第
三
者
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
モ
リ
ス
の
小
売
業
者W

aw
a

（
以
下
、
ワ
ワ
と
す
る
。）
に
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

ー
の
召
喚
状
を
出
し
、
さ
ら
に
そ
の
召
喚
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。

ワ
ワ
は
、
被
告
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
モ
リ
ス
の
タ
バ
コ
製
品
の
小
売
流
通
業
者
で
あ
り
、
ま
た
本
件
で
は
第
三
者
で
あ
る
。
ワ
ワ
は
、

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
東
部
地
区
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
二
つ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
命
令
に
対
し
て
控
訴
し
た
。
二
〇
〇
〇

年
一
一
月
一
五
日
に
出
さ
れ
た
最
初
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
命
令
は
、
原
告
で
あ
る
レ
イ
ノ
ル
ズ
が
召
喚
状
に
も
と
づ
い
て
要
求
し
た

一
定
の
文
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
ワ
ワ
に
求
め
、
第
二
の
命
令
は
、
同
月
二
〇
日
に
出
さ
れ
、
召
喚
に
伴
う
費
用
を
支
払
い
を
ワ
ワ

に
命
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

レ
イ
ノ
ル
ズ
の
召
喚
状
で
は
、
ワ
ワ
の
タ
バ
コ
販
売
事
業
、
と
く
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
モ
リ
ス
と
の
関
係
及
び
フ
ィ
リ
ッ
プ
モ
リ
ス
の
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小
売
業
指
導
計
画
に
関
す
る
文
書
と
そ
の
情
報
を
要
求
し
て
い
る
。
レ
イ
ノ
ル
ズ
が
こ
の
召
喚
状
に
よ
っ
て
求
め
る
文
書
と
情
報
は
、

最
初
に
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
連
邦
地
裁
で
出
さ
れ
た
保
護
命
令
に
従
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
保
護
命
令

で
は
、「
提
示
さ
れ
た
情
報
と
文
書
は
差
し
迫
っ
た
訴
訟
の
目
的
の
た
め
だ
け
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
開

示
さ
れ
な
い

(
�)
」
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ワ
ワ
は
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
そ
れ
ら
が
特
権
あ
る
営
業

機
密
に
該
当
す
る
と
主
張
し
て
、
そ
の
提
出
を
拒
否
し
た
。

②
争
点

本
件
訴
訟
の
第
三
者
で
あ
る
ワ
ワ
は
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
で
の
レ
イ
ノ
ル
ズ
対
フ
ィ
リ
ッ
プ
モ
リ
ス
訴
訟
に
関
す
る
地
方
裁

判
所
の
命
令
に
対
し
て
控
訴
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
命
令
は
、
本
控
訴
裁
判
所
の
持
つ
管
轄
権
を
超
え
る
最
終
的
な
命
令
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
控
訴
裁
判
所
の
再
審
理
の
判
断
基
準
は
、
地
方
裁
判
所
が
当
該
命
令
の
決
定
に
お
い
て
そ
の
裁
量
を
濫

用
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
の
争
点
は
、
召
喚
状
に
基
づ
く
最
初
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
命
令
に
対

し
て
、
ワ
ワ
は
営
業
機
密
を
理
由
と
し
て
特
権
化
さ
れ
た
情
報
で
あ
る
こ
と
を
「
正
当
事
由
」
と
し
て
、
開
示
を
拒
否
で
き
る
か
ど

う
か
で
あ
り
、
第
二
の
争
点
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
費
用
に
つ
き
、
ワ
ワ
が
費
用
負
担
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ど
う
か
で
あ
る
。

③
裁
判
所
の
判
断

１

第
一
の
争
点
に
つ
い
て

ワ
ワ
は
、
二
つ
の
主
要
な
議
論
を
進
め
た
。
最
初
に
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
召
喚
状
が
規
則
二
六(

Ｂ)(

１)

の
下
で
許
可
さ
れ
た
関
連
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あ
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
と
い
う
範
囲
を
超
え
て
い
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
召
喚
状
に
つ
い
て
直
接
規
定
し
て
い
る
連
邦
民
事
訴
訟

規
則
は
、
規
則
二
六
で
は
な
く
規
則
四
五
で
あ
る
が
、
他
方
、
規
則
二
六(

Ｂ)(

１)

は
、「
他
の
当
事
者
の
主
張
や
抗
弁
に
関
連
が

あ
る
特
権
で
は
な
い
他
の
問
題
」
に
関
す
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
許
し
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
召
喚
状
は

規
則
二
六
に
触
れ
る
。
本
件
で
は
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
は
、
ワ
ワ
の
小
売
タ
バ
コ
事
業
に
関
連
す
る
情
報
や
フ
ィ
リ
ッ
プ
モ
リ
ス
に
関
わ

る
文
書
を
要
求
し
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら
の
情
報
は
明
ら
か
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
モ
リ
ス
の
小
売
指
導
計
画
が
独
禁
法
違
反
で

あ
る
と
い
う
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
主
張
に
関
連
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ワ
ワ
は
、
そ
の
文
書
が
営
業
機
密
と
し
て
特
権
化
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
規
則
四
五(

ｃ)(

３)(

Ｂ)(

�)

の
下
で
は
得
ら
れ
な
い
も

の
だ
と
主
張
し
た
。
こ
の
場
合
、
ワ
ワ
が
、
そ
の
文
書
が
特
権
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
立
証
責
任
を
負
い
、
召
喚
状
に
従
っ
た

情
報
の
開
示
が
特
権
に
基
づ
い
て
差
し
控
え
ら
れ
る
場
合
、
提
出
さ
れ
る
文
書
の
性
質
に
関
し
て
十
分
な
説
明
に
よ
る
立
証
が
必
要

と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ワ
ワ
は
、
あ
る
種
の
文
書
を
営
業
機
密
で
あ
る
と
し
て
特
権
と
し
て
リ
ス
ト
化
し
て
い
た
が
、
そ
の
特
権

で
あ
る
と
す
る
記
述
は
、
多
く
の
文
書
の
営
業
機
密
の
特
権
性
を
立
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、「
様
々
な
日
常
の
日
誌
」

や
、「
様
々
な
相
手
先
や
宛
名
を
含
む
オ
フ
ィ
ス
間
の
Ｅ
メ
ー
ル
」
や
、
さ
ら
に
「
種
々
の
ワ
ワ
の
メ
モ
や
通
信
」
を
営
業
機
密
と

し
て
リ
ス
ト
化
し
て
い
た
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る

(

�)

。

た
と
え
ワ
ワ
の
特
権
だ
と
す
る
あ
る
種
の
文
書
が
営
業
機
密
に
該
当
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
し
て
も
、
ワ
ワ
の
主
張
は
ま
だ
不

十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ワ
ワ
は
、
そ
の
よ
う
な
開
示
が
あ
る
こ
と
で
損
害
を
蒙
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
に
つ
き
、
そ
の
よ
う
な
情

報
の
拡
散
を
制
限
す
る
た
め
の
正
当
事
由
に
つ
い
て
十
分
な
証
明
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
召
喚
状
に
よ
っ

て
要
求
さ
れ
た
開
示
は
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
で
用
い
ら
れ
た
保
護
命
令
の
制
限
の
下
で
行
わ
れ
る
。
そ
の
命
令
は
、
ワ
ワ
か
ら
得
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ら
れ
た
情
報
の
使
用
を
レ
イ
ノ
ル
ズ
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
モ
リ
ス
及
び
他
の
タ
バ
コ
製
造
業
者
間
で
の
係
争
中
の
独
禁
法
違
反
と
不
公
正

競
争
防
止
法
の
訴
訟
に
限
定
し
て
い
る
。
こ
の
保
護
命
令
の
観
点
か
ら
し
て
も
、
ワ
ワ
は
、
地
方
裁
判
所
が
文
書
の
提
出
を
命
令
す

る
に
あ
た
っ
て
そ
の
裁
量
権
を
濫
用
し
た
と
す
る
ほ
ど
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
十
分
な
証
明
を
示
し
て
い
な
い

(

�)

、
と
し
た
。

２

第
二
の
争
点
に
つ
い
て

規
則
四
五(

ｃ)(

３)(
Ｂ)

は
、
強
制
的
な
費
用
の
分
担
を
規
定
し
、「
実
施
さ
れ
る
調
査
と
謄
写
に
基
づ
く
甚
だ
し
い
（sig

n
ifi-

can
t

）
費
用
」
の
負
担
か
ら
第
三
者
を
「
保
護
す
る
」
こ
と
を
裁
判
所
に
命
じ
て
い
る
。
地
方
裁
判
所
は
、
召
喚
状
が
第
三
者
に
費

用
を
課
す
の
か
ど
う
か
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
費
用
が
「
甚
だ
し
い
」
か
ど
う
か
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
甚
だ
し
い
費
用
は
、

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
求
め
て
い
る
当
事
者
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ワ
ワ
の
費
用
の
規
模
を
決
定
す
る

こ
と
な
し
に
ワ
ワ
へ
の
補
償
を
拒
否
し
た
地
方
裁
判
所
は
そ
の
裁
量
権
を
濫
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る

(

�)

。

④
判
決

第
三
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
のR

o
th

裁
判
官
は
以
下
の
よ
う
に
判
決
し
た
。(

１
）
こ
れ
ら
の
命
令
は
、
私
た
ち
の
持
つ
控
訴
管

轄
権
を
超
え
る
最
終
的
な
命
令
で
あ
る
。(

２
）
召
喚
状
の
要
求
は
許
容
さ
れ
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
は
な

い
。(

３
）
ワ
ワ
は
、
召
喚
を
受
け
た
文
書
が
、
営
業
機
密
と
し
て
特
権
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
立
証
が
で
き
て
い
な
い
。
そ

し
て
、(

４
）
ワ
ワ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
費
用
負
担
の
問
題
は
、
費
用
が
甚
だ
し
い
か
ど
う
か
を
ま
ず
決
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
第
一
に
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
召
喚
状
に
基
づ
い
て
ワ
ワ
に
対
し
関
連
情
報
の
提
出
を
求
め
た
こ
と
に
つ
い
て
地
方
裁
判
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所
は
裁
量
権
の
濫
用
が
な
く
、
し
か
も
ワ
ワ
は
営
業
機
密
に
基
づ
く
特
権
を
証
明
で
き
て
い
な
い
の
で
、
地
方
裁
判
所
の
最
初
の
デ

ィ
ス
カ
バ
リ
ー
命
令
に
関
す
る
ワ
ワ
の
控
訴
を
棄
却
す
る
。

第
二
に
、
地
方
裁
判
所
が
、
ワ
ワ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
っ
て
結
果
と
し
て
被
っ
た
ワ
ワ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
費
用
に
つ
い
て

熟
慮
す
る
こ
と
な
し
に
決
定
し
た
と
い
う
点
に
つ
き
、
地
方
裁
判
所
は
、
そ
の
裁
量
権
を
濫
用
し
た
と
判
断
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

レ
イ
ノ
ル
ズ
の
召
喚
状
に
従
っ
て
ワ
ワ
に
求
め
ら
れ
た
費
用
負
担
に
関
す
る
地
方
裁
判
所
の
命
令
は
破
棄
す
る
。
そ
し
て
ワ
ワ
の
費

用
に
関
し
て
再
検
討
す
る
た
め
、
ま
た
規
則
四
五(

ｃ)(

３)(

Ｂ)

に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
た
費
用
を
裁
定
す
る
た
め
に
こ
の
事
件
を
地

方
裁
判
所
に
差
し
戻
す
。

⑤
意
義

訴
訟
当
事
者
で
な
い
第
三
者
で
あ
っ
て
も
、
当
該
訴
訟
に
関
連
す
る
証
拠
を
保
持
し
て
い
る
場
合
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
の
対
象

と
な
り
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
拒
む
た
め
の
保
護
命
令
は
有
効
で
あ
る
が
、
保
護
命
令
を
申
立
て
る

に
は
正
当
事
由
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
本
判
決
は
、
訴
外
の
第
三
者
が
営
業
機
密
で
あ
る
証
拠
を
提
示
す
る
の
を
拒
む
場
合
で
あ
っ

て
も
、
正
当
事
由
を
示
せ
て
い
な
け
れ
ば
、
保
護
命
令
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
営
業
機
密
の
場
合
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
や
特
許
情
報
に
比
べ
て
、
そ
の
保
護
に
対
し
て
裁
判
所
は
さ
ほ
ど

厳
格
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
し
か
し
な
が
ら
、
営
業
機
密
を
理
由
と
す
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
の
保
護
の
際
に
も

「
正
当
事
由
」
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
条
件
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
特
許
情
報
よ
り
も
厳
し
い
。

法と政治 59巻 4号 (2009年 1月)

論

説

1104

二
〇
〇



４
、
小
括

本
章
で
取
り
上
げ
た
判
例
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
に
関
す
る
判
決
と
し
て
、
シ
ア
ト

ル
タ
イ
ム
ズ
事
件
で
は
、
連
邦
最
高
裁
は
、
規
則
二
六(

ｃ)

の
保
護
命
令
の
適
用
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
を
認
め
、
規
則
二
六(

ｃ)

の

文
言
上
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
手
続
が
正
式
事
実
審
理
の
前
の
段
階
で
あ
る
た
め
、
公
的
な
場
面
で
は

な
い
と
し
て
、
提
出
さ
れ
た
情
報
の
私
的
（p

riv
ate

）
側
面
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
提
出
さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー

後
の
使
用
を
制
限
す
る
保
護
命
令
を
認
め
た
。
次
に
パ
ン
ジ
ー
事
件
で
、
第
三
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
保
護
を
求
め
て
い
る
当
事
者

へ
の
損
害
と
、
公
へ
の
開
示
の
利
益
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
、
比
較
衡
量
と
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
に
触
れ
た
。
こ

の
判
決
で
正
当
事
由
を
斟
酌
す
る
た
め
の
基
準
と
な
る
パ
ン
ジ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
・
テ
ス
ト
が
構
築
さ
れ
た
。
両
判
決
で
共
通
し
て
問

題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
訴
外
の
第
三
者
へ
の
開
示
に
つ
い
て
で
あ
る
。
訴
外
の
第
三
者
へ
の
開
示
は
、
①
連
邦
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の

権
利
と
し
て
、
②
憲
法
第
一
修
正
の
権
利
と
し
て
、
ま
た
は
、
③
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
に
よ
っ
て
、
裁
判
記
録
等
の
公
へ
の
開
示
は

認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
公
へ
の
開
示
情
報
が
第
三
者
に
転
用
さ
れ
る
と
訴
訟
当
事
者
が
多
大
な
不
利
益
を
被
る
こ
と
に
な
る
た

め
保
護
命
令
で
そ
の
開
示
を
阻
止
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

特
許
情
報
に
関
す
る
判
決
と
し
て
、
ム
ラ
タ
事
件
で
は
、
一
度
保
護
命
令
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
そ
れ
を
覆
す
た
め
の
証
明
責
任

の
高
さ
を
示
し
、
と
く
に
求
め
る
情
報
を
入
手
す
る
の
に
代
替
的
手
段
が
あ
る
場
合
に
は
、
一
度
出
さ
れ
た
保
護
命
令
は
容
易
に
覆

せ
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
他
方
、
モ
ン
サ
ン
ト
事
件
は
、
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
の
特
許
侵
害
を
立
証
す
る
た
め
に
相
手
方
の
資
料
等
を
保

全
す
る
た
め
に
保
護
命
令
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
保
護
命
令
の
機
能
が
拡
大
さ
れ
た
。

営
業
機
密
に
関
す
る
判
決
と
し
て
、
コ
カ
コ
ー
ラ
事
件
で
は
、
営
業
機
密
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
が
行
な
わ
れ
る
多
く
の
事
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例
で
は
、
営
業
機
密
を
保
護
す
る
ほ
う
に
重
点
が
置
か
れ
、
正
当
事
由
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
両
当
事
者
の
主
張
を
比
較

衡
量
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
営
業
機
密
の
保
護
が
何
よ
り
も
優
先
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
レ
イ
ノ
ル
ズ
事
件

で
は
訴
外
の
第
三
者
が
営
業
機
密
で
あ
る
証
拠
を
提
示
す
る
の
を
拒
む
場
合
で
あ
っ
て
も
、
正
当
事
由
が
示
せ
な
け
れ
ば
、
保
護
命

令
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(

�)

こ
の
場
合
、
こ
の
個
人
が
、
私
人
で
あ
る
か
、
ま
た
は
公
的
な
人
物
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
保
護
の
度
合
い
に
差
異
が
出
て
く
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
が
、
問
題
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
と
は
ま
っ
た
く
同
様
と
は
言
え
な
い
も
の
の
共
通
の
保
護
利
益
を
持
つ
法

人
の
営
業
機
密
（trad

e
se

cre
t

）
の
取
り
扱
い
の
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
会
社
は
、
訴
訟
に
お
い
て
そ
の
会
社
の
営
業
上
の
機
密

や
従
業
員
、
顧
客
ま
た
は
他
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
利
益
を
含
む
情
報
を
簡
単
に
相
手
方
に
譲
渡
し
た
り
、
公
的
ア
ク
セ
ス
を
許
し
て
よ
い

の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
、
企
業
と
か
か
わ
り
を
持
つ
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

ほ
か
の
方
法
で
簡
単
に
拡
散
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
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を
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デ
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情
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さ
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の
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所
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二
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の
「
正
当
事
由
」
要
件
を
公
的
ア
ク
セ
ス
権
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支
持
す
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も
の
と
し
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解
釈
し
て
い
る
。

し
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当
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い
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当
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役
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る
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に
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さ
れ
る
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す
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所
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令
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提
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れ
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(

2
d

C
ir.)

,
cert.

d
en

ied
,

4
8

4
U

.S
.
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方
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ル
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ズ
事
件
で
の
「
裁
判
記
録
が
公
的
情
報
源
と
し
て
機
能
で
き
、
そ
の
情
報
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
通
例
事
実

審
裁
判
所
の
支
配
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
範
囲
に
つ
い
て
の
主
張
と
、「
正
式
に
は
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
文
書
は
規
則
五


の
条
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の
範
囲
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に
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し
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の
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正
が
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後
で
も
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デ
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ス
カ
バ
リ
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範
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性
が
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デ
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熟
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あ
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ム
の
主
張
が
な
さ
れ
た
後
、
新
た
に
問
題
と
な
る
事
実
を
追
加
で
き
る
根
拠
は
、
特
許
に
関
す
る
地
方
ル
ー
ル
の
下
で
は
、
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提
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あ
る
。S

ee
F

ran
k

lin
D

u
b
e

ll,
A

re
Y

ou
T

ryin
g

to
D

esign
A

rou
n

d
M

y
C

lien
t’s

P
a

ten
t?

In
tellectu

a
l

P
rop

erty
T

od
a

y,
1

6
S

e
p

te
m

b
e

r
2

0
0

6
.

た
と
え
ば
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
北
部
地
方
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の
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に
関
す
る
地
方
ル
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で
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、
正
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事
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て
以
下
の
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の
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が
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を
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か
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デ
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デ
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デ
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立
人
に
よ
る

正
当
事
由
の
端
緒
的
な
証
明
に
基
づ
い
て
広
め
の
包
括
的
保
護
命
令
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
反
対
当
事
者
は
、
書
類
引
渡
し
の
後

に
ど
の
文
書
が
秘
密
で
な
い
と
信
じ
た
か
を
示
す
機
会
を
持
つ
だ
ろ
う
し
、
機
密
保
持
を
維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
る
当
事
者
は
そ
れ
ら

の
文
書
に
つ
い
て
の
正
当
事
由
の
立
証
責
任
を
持
つ
。
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む
す
び

本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
民
事
訴
訟
手
続
の
う
ち
正
式
事
実
審
理
に
入
る
前
の
い
わ
ば
当
事
者
の
訴
訟
準
備
段
階
の
証
拠
開
示
手
続

で
あ
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
取
り
上
げ
、
そ
の
う
ち
と
く
に
証
拠
の
開
示
を
制
限
す
る
申
立
て
手
続
で
あ
る
「
保
護
命
令
」
と
そ
れ

を
根
拠
づ
け
る
「
正
当
事
由
」
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
概
念
と
意
義
に
つ
い
て
見
て
き
た
。

ま
ず
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
民
事
訴
訟
を
理
解
す
る
上
で
主
幹
的
な
制
度
で
あ
る
。
コ
モ
ン
ロ
ー
国
の
な
か
で
も
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ア
メ
リ
カ
の
独
自
性
の
強
い
制
度
で
あ
る
た
め
、
日
本
で
の
訴
訟
活
動
に
は
関
係
の
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
稿
で
も
取
り
上
げ
たM

u
rata

事
件
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
事
件
で
、
日
本
企
業
が
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
巻
き
込
ま
れ
た
裁
判

事
例
は
意
外
に
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
も
は
や
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
は
ア
メ
リ
カ
独
自
の
制
度
と
い
う
だ
け
で
は
留
ま
ら
ず
、
日
本

の
企
業
に
と
っ
て
も
深
い
関
わ
り
を
も
つ
制
度
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
こ
の
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
手
続
の
う
ち
で
も
徹
底
し
た
当
事
者
主
義
を
前
提
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
証
拠
の
偏
在
を

防
ぎ
、
当
事
者
対
等
を
裁
判
に
実
現
す
る
手
続
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
や
や
も
す
る
と
そ
れ
が
時
間

や
手
間
や
費
用
の
か
か
る
制
度
で
あ
る
と
し
て
批
判
を
受
け
て
き
た
。
確
か
に
批
判
さ
れ
る
よ
う
な
側
面
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

こ
の
よ
う
な
問
題
点
は
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
改
正
や
判
例
に
よ
る
抑
制
に
よ
っ
て
よ
り
公
正
な
手
続
と
な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て

き
て
い
る
。
批
判
点
は
あ
る
と
し
て
も
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度
は
公
正
な
民
事
訴
訟
を
支
え
る
基
本
的
制
度
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。

し
か
し
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
批
判
の
中
で
も
近
時
問
題
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
に
よ
っ
て
入
手
し
た
情
報
を
裁

判
以
外
の
目
的
に
利
用
し
た
り
、
あ
る
い
は
裁
判
の
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
情
報
の
持
つ
特
殊
な
理
由

か
ら
そ
の
公
へ
の
開
示
に
は
一
定
の
制
約
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
見
て
き
た
よ
う
に
前
者
は
、
特
別
な
特
許

情
報
や
そ
の
開
発
の
記
録
や
、
さ
ら
に
営
業
機
密
の
開
示
が
問
題
と
な
り
、
後
者
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
個
人
の
情
報
（
特
に
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
情
報
）
を
入
手
し
、
報
道
に
使
う
と
い
う
よ
う
な
場
合
問
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を
規
制
す
る
の
が
同
規
則
二
六(

ｃ)

の

「
保
護
命
令
」
で
あ
り
、
と
そ
れ
を
根
拠
づ
け
る
の
が
「
正
当
事
由
」
で
あ
っ
た
。

「
保
護
命
令
」
の
申
立
て
で
は
「
正
当
事
由
」
が
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
「
正
当
事
由
」
は
、
同
規
則
二
六(

ｃ)

が
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「
訴
訟
当
事
者
あ
る
い
は
人
物
を
困
惑
さ
せ
、
当
惑
さ
せ
、
圧
迫
ま
た
は
不
当
な
負
担
を
負
わ
せ
た
り
、
不
当
な
出
費
か
ら
保
護
す

る
た
め
」
と
規
定
す
る
も
の
の
、
ど
の
範
囲
の
も
の
を
ど
の
程
度
証
明
す
れ
ば
「
保
護
命
令
」
が
認
め
ら
れ
る
「
正
当
事
由
」
と
な

る
の
か
に
つ
い
て
は
、
確
定
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
訴
訟
当
事
者
が
当
事
者
間
で
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

ー
の
範
囲
に
つ
い
て
合
意
し
、
あ
ら
か
じ
め
制
約
し
た
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
を
行
う
際
に
は
、
単
な
る
合
意
だ
け
で
そ
れ
を
根
拠
づ
け

る
「
正
当
事
由
」
に
な
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
裁
判
所
の
判
断
も
、
学
説
も
分
か
れ
て
い
た
。

ま
た
、
保
護
命
令
に
よ
っ
て
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
情
報
の
開
示
が
ど
こ
ま
で
制
約
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
も
、
訴
訟
の
具
体
的
内
容
に

応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
と
く
に
、
本
稿
の
第
四
章
に
お
い
て
判
例
を
具
体
的
に
考
察
す
る
な
か
で
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度
で
は
、
保
護
命
令
の
持
つ
多
様
な
機
能
が
明
ら
か
と
な
り
、
ま
た
そ
れ
に
応
じ
て
求
め

ら
れ
る
「
正
当
事
由
」
も
変
わ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
モ
ン
サ
ン
ト
事
件
は
、
ラ
イ
セ
ン
シ
ー
の
特
許
侵
害
の
立
証
を

目
的
と
し
て
相
手
方
の
資
料
等
を
保
全
す
る
た
め
に
保
護
命
令
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
保
護
命
令
は
単
な
る
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

ー
情
報
の
制
約
的
役
割
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
証
拠
保
全
と
同
じ
よ
う
な
役
割
も
兼
ね
備
え
た
制
度
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

(

�)

。

本
稿
の
分
析
で
は
、「
正
当
事
由
」
の
対
象
と
な
る
内
容
と
範
囲
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
一
定
の
概
念
や
規
則
を
提
示
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
に
お
い
て
も
っ
と
深
め
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
本
稿
で
参
照
し
た
多
く

の
判
例
や
論
文
か
ら
、
特
に
特
許
訴
訟
に
お
い
て
当
事
者
の
合
意
に
よ
る
保
護
命
令
が
多
い
こ
と
、
ま
た
営
業
機
密
に
関
す
る
事
案

で
は
保
護
命
令
が
申
立
て
ら
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
が
解
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
イ
ン
・
カ
メ
ラ
手
続
が
、
保
護
命
令
と
の
関
係
に

お
い
て
ど
れ
ほ
ど
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
有
効
性
が
あ
る
の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
は
そ
こ
ま
で
検
討
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い

(

�)

。
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最
後
に
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度
の
意
義
は
、
訴
訟
当
事
者
の
証
拠
の
偏
在
を
防
ぎ
、
よ
り
公
平
な
立
場
で
訴
訟
を
進
め
る
た
め

の
制
度
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
当
該
訴
訟
に
関
係
す
る
情
報
に
つ
い
て
全
て
提
出
を
迫
ら
れ
る
反
面
、
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
を
す
る
こ
と
で
本
来
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
相
手
方
当
事
者
の
情
報
を
入
手
で
き
る
。
ま
た
不
当
な
開
示
請
求
に
対
し
て
は
、

非
開
示
特
権
を
駆
使
す
れ
ば
、
不
当
な
開
示
は
拒
否
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
の
研
究
の
中
で
も
こ
の
よ
う
な
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

ー
の
本
質
を
念
頭
に
お
き
、
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

(

�)

こ
の
事
件
で
の
保
護
命
令
の
用
い
ら
れ
方
は
、
日
本
の
証
拠
保
全
手
続
に
似
た
側
面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
当
事
者
主
義
を
前

提
と
し
た
上
で
、
職
権
主
義
的
な
手
続
を
採
用
し
て
い
る
日
本
で
の
証
拠
保
全
と
は
、
訴
訟
係
属
前
又
は
係
属
後
、
あ
る
事
実
に
つ
い
て

の
証
拠
を
予
め
調
べ
て
お
き
、
事
実
認
定
に
役
立
た
せ
る
た
め
の
証
拠
調
べ
で
あ
る
。
こ
れ
は
原
則
と
し
て
申
立
て
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
一
方
ア
メ
リ
カ
の
民
事
訴
訟
に
お
い
て
は
当
事
者
主
義
を
徹
底
し
て
採
用
し
て
い
る
の
で
、
日
本
の
よ
う
に
申
立
て
に

よ
る
証
拠
保
全
の
手
続
は
存
在
し
な
い
。
関
連
あ
る
も
の
と
し
て
、
規
則
二
七
で
は
、
訴
え
提
起
ま
た
は
訴
訟
の
提
起
前
の
証
言
録
取
に

つ
い
て
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
は
証
言
の
保
全
を
行
う
手
続
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
当
事
者
主
義
を
徹
底
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
、
本
件
の

よ
う
に
証
拠
自
体
の
確
保
の
た
め
、
裁
判
所
の
介
入
を
認
め
た
と
い
う
点
で
た
い
へ
ん
興
味
深
い
判
決
で
あ
る
。

(

�)

日
本
の
文
書
提
出
義
務
を
め
ぐ
る
最
高
裁
判
例
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
文
書
提
出
を
め
ぐ
る
イ
ン
・
カ
メ
ラ
手
続
の

制
度
と
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
と
の
比
較
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
も
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。
参
照
、
伊
藤
眞
「
文
書
提
出
義
務
を
め
ぐ
る
判

例
法
理
の
形
成
と
展
開
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
七
七
巻
一
三
―
三
九
頁
（
二
〇
〇
八
年)

。
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Discovery System in the U.S. Civil Procedure :

On Protective Order and Good Cause

Harumi TAKEBE

As for the discovery system in the United States, this article examines the

function of the “protective order” in the civil procedure and also analyzes the

meaning and scope of “good cause” that gives grounds for the “protective

order.”

The discovery system is understood to have a purpose to proceed disclo-

sures of information essential to the legal and factual disputes in the case

among parties in the pretrial stage. It is, therefore, conceived as reasonable

to bring forward almost everything that is related to the case. However

there is some limitation on how to produce information and what information

to be produced. First, it is common law not to be disclosed based upon “at-

torney-client privilege” and / or “work product.” Secondly it is allowed, in

terms of either party’s request to the court (and sometimes by both parties’

agreement), that some information would be non-disclosed, partially dis-

closed, and / or put limitation on the access by either public and / or party.

The second limitation of discovery is statutory and prescribed as “protec-

tive order” in Article 26 of Federal Rules of Civil Procedure. Principally it is

provided as “if the discovery is to protect a party or person from annoyance,

embarrassment, oppression, or undue burden or expense, the court can pre-

vent the indication claim that seems to be unjustified such it for the protec-

tive order.” (Fed. R. Civ. Proc. 26(c)). The party to claim the “protective

order” in regard to her information is obliged to show “good cause” to let the

court permit the request. From this perception, this provision gives a judge

wider discretionary power to control the procedure and contents of discovery

through reviewing the submitted “good cause” to support the protective

order.

In this article, in addition to the description of the function and meaning of

the “protective order” in the discovery system, the range and criteria of
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“good cause” is examined through analysis of recent cases related to the is-

sues of “privacy” protection, “patent information” and “trade secret.”

There is few previous works in Japan concerning to “protective order”

and “good cause” in the discovery system of the United States : these works

mainly focus on introductory information on the discovery system in the

U.S., or report to inform the recent revision of the particular statutes related

to the civil procedure. Therefore, in this article, I have tried to show a gen-

eral overview of the function of “protective order” and “good cause” in the

discovery system and also to be informative to the reform of Japanese civil

procedure, especially, pretrial discovery system.

Index and contents of my article is as follows :

Introduction

Ⅰ On the U.S. Discovery System

1.Purpose of Discovery

2.Non-Disclosure Privileges

� Attorney-Client Privilege

� Work Product

Ⅱ Meaning and Function of Protective Order

1.Protective Order in the Federal Rules of Civil Procedure

2.Stipulated Protective Order

Ⅲ Good Cause

1.What is Good Cause?

2.Stipulated Protective Order and Good Cause

Ⅳ Protective Order and Good Cause Appeared in Particular Cases

1.Cases Related to “Privacy” Information

� Seattle Times Co. v. Rhinehart, 467 U.S. 20 (1984).

� Pansy v. Borough of Stroudsburg, 23 F.3d 772, 1994 U.S. App.

LEXIS 9389 (1994).
2.Cases Related to “Patent” Information

� Murata Manufacturing Co. v. Bel Fuse Inc., 234 F.R.D. 175, 2006

U.S. Dist. (2006).
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� Monsanto Co. v. Roger Woods, 250 F.R.D. 411 (2008).
3.Cases Related to “Trade Secret” Information

� Coca-Cola Bottling Co. V. Coca-Cola Co., 107 F.R.D. 288 (D. Del.

1985).

� R. J. Reynolds Tobacco v. Philip Morris, Inc., 29 Fed. Appx. 880,

2002 U.S.A pp. LEXIS 3355 (2002).
4.Scope and Contents of “Good Cause”

Conclusion


